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　あの日、

　世界の始まりの場所で──




　たしかにわたしは、穢歌の庭エデンに堕おちていく彼を見た。








　プロローグⅠ　『幻げん想そう─楽園に囚とらわれた子供たち─』




　──冷たい雨だった。

　ひとたび濡ぬれれば骨の髄ずいまで痛みを感じる凍いてついた雨。まるで、氷の結けつ晶しようがしずくの形そのままに降ってきた……そんな雨だ。

　大地を抉えぐるような勢いで打ちつける天の涙なみだ。周囲にこだまする水の爆ばく音おんは、雨音の範はん疇ちゆうを超こえ、もはや滝たきと呼んだ方がふさわしいかもしれない。

　どれだけ、降り続いていただろう。

　はるか天上からの雨量はかつてない記録を弾はじきだし、その勢いは今もなお、衰おとろえる気配を見せていなかった。




　ぴちゃ……




　夜の帳とばりが降りた森林。

　雨を受けて沼ぬま地ちとなった土ど壌じように、小さな小さな波は紋もんが生まれた。

　──漆しつ黒こくのスーツを着こなした男。

　金ボタンに彩いろどられた漆黒のスーツに漆黒の靴くつ、そして漆黒の鍔つば付き帽ぼう。その装よそおいのなか、唯ゆい一いつ黒が混じっていないのは白の手て袋ぶくろただひとつ。

「……弱りました。こんなに雨が強くなるなんて」

　肩かたに落ちた水すい滴てきを手で払はらいのけ、その人物は小走りで大樹の下へと逃にげこんだ。

　悪あく魔ま的な美び貌ぼう。

　目ま深ぶかにかぶった鍔付き帽からのぞく淡あわい金きん髪ぱつ、そして端たん整せいな鼻筋と口元。その輪りん郭かくは整った顔だちを十分すぎるほど容易に想像させる。さらにはその透すきとおるような高テ音ノ男ー声ルも、男装の令れい嬢じようさながらの色いろ香かを感じさせた。

「……これは会議の遅ち刻こくもやむなしか。またナタラーシャさんに怒おこられそうだけど」

　自分に言い聞かせるようにして呟つぶやいた時。

　真っ暗な虚こ空くうに、蒼あおと碧みどりの光が点ともった。

「あー、イグニドいたよ。やっぱりここだった！」

「うん、やっぱりここだったね」

　白衣をまとった子供が二人。

　大人用の傘かさを片方がさして、もう一人の子が大人用の傘を大事そうに抱かかえてる。どちらも歳は十歳前後だろう。双ふた子ごの幼げな顔だちでは、どちらが男の子でどちらが女の子かもわからない。

　二人は、まるで鏡に映したようにそっくりな双子だった。

　違ちがうのは瞳ひとみと髪かみの色。

　傘をさしているのが碧色の髪をした子で、傘を抱えているのが蒼色の髪をした子だ。

「あらノイエにノエシス。よくここがわかりましたね」

「イグニド、いつも森の中で探検してるんだもん。今日もここだってバレバレだよ？」

「うん、バレバレだね」

　二人そろって大樹の下に駆かけこんでくる。

　ノイエと呼ばれた蒼の子供が自分の右に。ノエシスと呼ばれた碧の子供が自分の左に。

　子こ猫ねこのように寄りそう双子を交こう互ごに眺ながめ、イグニドは小さく苦笑した。

「二人とも、今日の訓練は終わったんですね」

「うんうん！　苦しかったけど我が慢まんしたよ！」

「うん、我慢したね。だってもうすぐボクらの出番だもん。失敗なんかできないもんね」

「……そうですね」

　帽子の鍔をおさえ、下へと向ける。

　あまりに無む垢くな双子の笑顔が、今の自分には痛いほどに眩まぶしすぎたから。

「ねえイグニド、もうすぐ集まり始まっちゃうよ？」

「うん、始まっちゃうね。遅刻したらナタラーシャがまた怒るよ。ノイエが持ってきた傘、イグニドの分だから。早く行くよ」

「……ああ、ありがとうございます」

　蒼の子から傘を受けとる。

　が、その手に傘を握にぎりしめたままイグニドは歩こうとはしなかった。

「イグニド？」

「イグニド？　お腹でも痛いの？　調子悪そうだよ」

　両りよう隣どなりから自分を見上げる双子。

「そのように見えますか」

「なんだか落ちこんでるみたいだよ」

「うん、沈しずんでる。浮うかない表情だね」

　左右からじっと双子に見つめられる。

　……表情に出したつもりはなかったのですが。

　子供というのは時に残ざん酷こくなくらい聡そう明めいだ。まるで水鏡のように、こちらの逡しゆん巡じゆんさえ容よう赦しやなく映しだす。

「……これからすべきこと。今、少しだけ迷っています」

　一呼吸の間をおいてイグニドは続けた。

「浮遊大陸オービエ・クレアに浮ふ上じようしたセラの虚きよ像ぞう三体は、穢歌の庭エデンの奥深くへと戻もどっていきました。一方で穢歌の庭エデンに堕おちたシェルティスとユミィは、無事に浮遊大陸オービエ・クレアへと帰き還かんした。けれど二人を助ける代だい償しように、皇おう姫ひサラは穢歌の庭エデンへの扉とびらを開けることを決意した。これによって結界にさらなる綻ほころびが生じました」

　全てが計画どおり。

　本当に、怖こわいくらい事が順調に進んでいる。

「あと一度。たった一度でも氷結鏡界が壊こわれるようなことがあれば、結界の崩ほう壊かいは避さけられないでしょう。封ふう印いんは解除され、何十万何百万という個体の幽ゆう幻げん種しゆが浮遊大陸オービエ・クレアに押し寄せてくる」

「異ボ篇ク卿らの目的どおりだよ？」

「うん、目的どおりだね。その『最後の一度』がイグニドの仕事だね」

「承知してますよ。……だけど」

　ノイエから受けとった傘。

　その尖とがった先せん端たんを足あし下もとの大地に突つきさした。

　……全ては。

　……そう、全てはこの大地を穢歌の庭エデンから完全に隔かく離りするため。

「本当に私はソレを選せん択たくしていいのだろうか。いまさらになって、私はそんなことで悩なやんでしまっているようです」

「……？」

「……？」

　不思議そうな顔で双子が見つめてくる。

「氷結鏡界が崩壊すればもう後あと戻もどりはできない。幽幻種の侵しん攻こうに呑のみこまれ人類が滅めつ亡ぼうするのが先か、あるいは重界──すなわち重層世界『楽園幻げん想そう』によって穢歌の庭エデンを永遠に隔離するのが先か」

「間に合うよ？」

「うん、間に合うね。それに、ちょっとくらい幽幻種が来てたって『楽園幻想』なら強制的に隔離できる。何度も何度も仮想実験したからね」

「そのとおりです。ですが……」

　自分の両りよう脇わきにいる二人。

　自分を見上げているであろう二人の顔から目をそらし、イグニドは驟しゆう雨うの降りしきる曇どん天てんを見上げた。




　だけど、その『楽園幻想』の代償に──

　あなたたち二人が犠ぎ牲せいになる未来が待っていることを、私は知っている。




　……なぜ、今になってためらってしまうんだろう。

　……シェルティスを助けるためなら何でもするって決めたはずなのに。

　双子を犠牲にした『楽園幻想』が発動するのか。

　あるいは人類の滅亡か。

　だけど人類の最終局面が迫せまってしまえば、きっとシェルティスは自己犠牲の道を選ぶ。第七真音律エデン・コードを発動させて、自分の消しよう滅めつという犠牲すら厭いとわずに穢歌の庭エデンを消滅させる選せん択たく肢しを選ぶだろう。

　そうさせないために、今すぐに穢歌の庭エデンそのものを別世界に隔離することがどうしても必要だった。

「私、ずっと迷わないって決めてたはずなのに……」

　シェルティスを救うため、双子を犠牲にして『楽園幻想』を発動させる。

　最初はそのはずだった。

　だけど──

「ノイエ、ノエシス…………私……わたし……やっぱりダメ……だよ」

　両りよう膝ひざの力が抜ぬけて、空白イグニドという名の「彼女」はその場に膝ひざをついた。

　濡れた大地。冷たい泥どろの感かん触しよくが衣服を通して伝わってくるのを感じながら、両脇に立つ二人を見上げて。

「わたし、あなたたちを犠牲になんて……できない……！　そんなのでシェルティスと一いつ緒しよになれたって……そんなの喜べない。シェルティスだって許してくれないよ！」

　時間が全てを変えてしまった。

　今、目の前にいる二人が愛いとしくてたまらない。犠牲という一言で見殺しにするには、あまりに長き時間を一緒に過ごしてしまった。

「……わたし……やっぱりもう……」

「ねえイグニド？」

「ボクらは、ボクらの意志でここまで進んできたんだよ？」

　ゆれる瞳の世界──

　降りしきる雨？

　それともまぶたの奥にあふれた涙なみだのせい？

「だからいいんだよ？」

「ボクらは、そのために生まれてきたんだから。そのために千年も前の帝てい国こく時代から眠ねむり続けてきたんだから」

　朧おぼろ気げにゆらぐ世界の向こう。

　双子の姉きよう弟だいはいつものように笑っていた。

「だけど……！」

　言いかけた言葉は、それ以上どうしても続けられなかった。

　降りそそぐ冷たい水滴は、もう感じなかった。

　ノエシスの広げた傘が、曇天の雨から自分を守ってくれていたから。

「お姉ちゃんは幸せになる権利があるよ？」

「うん、シェルティスお兄ちゃんと仲良くなってほしいよね」

「…………」

「ね？　ほらイグニド、そんなところに座ってたら汚きたないよ」

「うん。立ち上がって」




「……頑がん張ばっ……て……みる、よ…………」







　思えば。

　きっとその時だったのだろう。

　わたしが、わたしであるという境きよう遇ぐうに初めて感謝したこと。




　わたしが、空白イグニドでなくなった瞬しゆん間かん。

　わたしが、からっぽでなくなった瞬間。




　そのことを悟さとるのは、もう少しだけ先のこと。

　わたしにとって一つの物語が終わった後のことになる。








　第一章　『宿命─時に囚われた子供たち─』




　　　　１




　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレア。

　どこまでも広がる氷結の海の一万メートル上空を浮遊する、世界でたった一つの大陸だ。　皇おう姫ひサラと五人の巫み女こが支える結界によって守られることで、人間が定住することのできる唯ゆい一いつの居場所でもある。

　その大陸の中心部に建てられた一本の塔とう。

　天結宮ソフイアと名付けられた塔の２９１階、すなわち最上階にシェルティスは立っていた。

「……前に、一度だけ来たことがあったっけ」

　最上階『楽園』。

　喩たとえるならば、蒼あおく輝かがやく氷の世界。

　目の前には澄すみきった氷の大地が広がって、その奥には見上げるほど巨きよ大だいな氷ひよう壁へきがどこまでも続いている。足あし下もとには氷の花が咲さき乱みだれ、頭上には七色の極光オーロラが輝いて、まるでこの世のものとは思えない幻想的な世界を創りあげている。

「…………」

　三年前、自分が穢歌の庭エデンへと堕おちた場所。

　禁断水晶アマリリスに導かれたユミィが穢歌の庭エデンに堕ちるのを目もく撃げきし、彼女をかばったことで自分が転落することとなり、結果、この身体からだは魔ま笛てきを宿した。

『まずは浮遊大陸オービエ・クレアに戻もどってこれた幸運に感謝、ですね』

「……そうだね」

　胸むな元もとに輝く機械水晶イリスも、どうやら正常に戻ってくれた。

「でも凪なぎは──」

　穢歌の庭エデンの浄じよう化かポイントで出会った少年。

　彼が機械水晶イリスを直してくれたというのに、その礼もできぬまま、彼を置いて浮遊大陸オービエ・クレアまで戻ってきてしまった。

『彼のことはいいんです』

「いいって、そんな……」

『大だい丈じよう夫ぶ、シェルティスのことを気き遣づかっての配はい慮りよじゃありません。むしろ一目会えただけでも嬉うれしかった』

「……え？」

『とにかくほら、私が大丈夫って言ってるんだから大丈夫です。今はあなた自身の休息が先決です。それに皇姫も待ってるって言ってたじゃないですか』




〝今のあなたは塔の上層部から目をつけられている。どのみち天結宮ソフイアの内部をうろつくわけにはいかないでしょう〟

〝ですから２９０階がちょうどいいのです。あなたにとっても私にとってもね〟




「わかってる。だけどほら、休む前に……検査とかどうしよう」

　穢歌の庭エデンに長らく留まっていたことで、穢歌の庭エデンに満ちる膨ぼう大だいな量の魔笛を浴び続けた。自分だけじゃなくイリスやユミィ、それにモニカとヴァイエルもだ。

　モニカとヴァイエル、ユミィはすぐに下のフロアで検査をするはず。だけど同じように降りていったらさすがにまずい。

『魔笛が付着したままなら皇姫だって見み逃のがしませんよ』

「というからには大丈夫？」

『シェルティス、周りを見て。ここは氷結鏡界の祈いのりを捧ささげるフロア。周りの空気も沁しん力りよくの影えい響きようを受けてます。私やあなたの衣服にこびりついていた魔笛なんてとっくに浄化されてますからご安心を』

　言われてみれば、この場の大気は氷結鏡界の冷気を帯びている。当然ながら魔笛を浄化する力があるというわけだ。

『むしろ、あなたの身体でこの場にいる方が堪こたえるはずです』

「それはそうか」

　ふり返った先にある昇降機エレベータ。

　すでにモニカやヴァイエル、ユミィは自分の部屋に戻っていった。

　……そういえば２９０階は初めてかも。

　皇姫サラの自室がある場所。千せん年ねん獅しか巫女でないかぎりまず訪れる機会がない。

「────」

　わずかな緊きん張ちようを指先に感じながらも、表示された２９０階を選せん択たく。

『もしかして緊張してます？』

「そりゃそうだよ。ユミィとかレオンじゃあるまいし」

『でも皇姫とはさっき話したばかりじゃないですか。穢歌の庭エデンにまでわざわざ助けに来てくれたわけですし。いやーさっきはありがとう、くらいの気分でいいですよ？』

「……そう、それ聞きたかったんだ」

　透すけるような水鏡色の髪かみをした痩そう躯くの彼女。

　皇姫サラが、まさかこんなにも若い……いや、幼い少女だったなんて。あれじゃユミィや春蕾シユンレイよりも年下じゃないか。

『彼女のこと？　ああ、なかなか可愛いですよね』

「……それは確かにそうだったけどさ、えと、何て言うか僕が聞きたいのは」

『もうすぐ千と十四歳です』

「…………あ、そうか」

『なにせ千年前に氷結鏡界を発動させた本人です。穢歌の庭エデンを凍とう結けつさせた代だい償しように、彼女の時間もまた千年前から止まっています。ま、詳くわしくは本人からですね』

　リン、と鈴すずに似た音がなって昇降機エレベータが停止。

　機械扉とびらが開いていく、その先に──

　天結宮ソフイア２９０階。

　色いろ鮮あざやかなステンドグラスに彩いろどられた光の通路が続いていた。

「綺き麗れいだけど、ものすごく静かだね」

　あまりに静せい謐ひつ。

　あまりに無音。

　大気が透きとおるほどの音無き回かい廊ろう。まるで、この厳おごそかな空間においては音すら息を潜ひそめているようだ。

『皇姫の休息を遮さえぎらないための消音設計です。ただあんまり静かなので、慣れないと逆に落ちつかないという感想も聞きますが』

「僕そっち派だ」

　自分の足音を聞きながら通路を進んでいく。

　そして回廊の終わり。

　見上げるほど巨大な金属製の扉。水鏡のごとく光り輝く銀色を基調として、要所要所が黄金色と空色で彩られた扉が目の前にあった。

　皇姫サラの『夢見の天幕』。

　天結宮ソフイアの絶対階級である皇姫の安息室だ。氷結鏡界を一ひと月つき祈り続けた後に許される三日間の休息をとるための私室でもある。

『シェルティス、そっちじゃないですよ』

「え？」

『ほら皇姫が言ってたでしょ。２９０階にはもう一つ部屋があるって』




〝休むのならば２９０階に空あいている部屋があります。私のとは別に、今は誰だれにも使われていない個室が一つ。そこならば誰にも邪じや魔まされません〟




「覚えてるけどさ、この階に部屋って」

『ほら、その奥。陰かげになっててわかりづらいですけど、いきどまりになってる場所の右側に小さな扉が──』

　言われるまま通路の奥を見やって。

「事務員用の控ひかえ室しつしかないよ？」

『よく間ま違ちがわれますが、そこが主しゆ天てんツァリの部屋ですよ。皇姫サラの専属護衛である人の部屋です』

「えっ？　だってこの部屋……」

　入口である機械扉は、天結宮ソフイアの事務室とまるで同じ装そう飾しよくだ。ドアノブだって安っぽそうな鈍にび色いろで、これがあの主天に与あたえられる部屋の入口とは思えない。

『そうやって来訪者を混乱させたいがための設計だそうです。天てん井じようの監かん視しカメラが内部のモニターと繋つながってて、来た人の困る顔がよく見えるように』

「なにその嫌いや設計」

『気にしないで下さい。単に本人の暇ひまつぶしです。──解かい錠じようしますね』

　機械水晶イリスが蒼く点てん滅めつ。

　と思った直後には、目の前の機械扉が左右へと開いていった。

「内部はちゃんと相応にできてるでしょ？」

「……本当だ。すごい」

　深い蒼そう穹きゆう。

　扉の向こうには、気の遠くなるような蒼そう天てんが広がっている。

　三方をガラス製の壁かべに囲まれ、ガラスの向こうには高度二千メートルの天空。床ゆかには葡萄酒色ワインカラーの絨じゆう毯たんが敷しかれ、濃こい蒼と朱しゆのコントラストが見た目にも鮮あざやかだ。

「夜は綺麗だろうね。目の前が一面の星空になるんだろ？」

『それはもう。だって浮遊大陸オービエ・クレアで一番、星空に近い場所ですから。手を伸のばせば届きそうになるくらい』

「そっかぁ」

　ドーム型のガラス天井を見上げていて、思わず溜ため息いきがこぼれてしまった。

　……こんな感傷に浸ひたるのなんて、いつ以来だろ。

　……ずっと気を張りつめてたから。

　それが今、穢歌の庭エデンから生せい還かんできたことで緊張の糸がこんなにも緩ゆるんでる。

『皇姫もしばらくは氷結鏡界の疲つかれで動けないはずです。彼女も仮か眠みんを取ってから来るでしょうし、シェルティスも休んだ方がいいですよ』

「この部屋、使っていいの？」

　あらためて部屋の中を見回してみる。

　見み渡わたすほど広い間取りなのに、調度品は部屋中央の丸テーブルと椅い子す。あとは部屋の隅すみっこにクローゼットと戸と棚だなが二つずつ置いてあるだけだ。シンプルというと聞こえはいいが、これではさすがに閑かん散さんとしすぎている気がする。

『主天はもともと放ほう浪ろう癖へきがある人なんです。用がある時以外は塔とうにいないし、どうせ部屋も使わないだろうから家具も要いらないって』

「不思議な人なんだね」

　皇姫の直属護衛。

　立場としては千年獅より上というが、実際に塔で出会ったことはなかった。

『あのベッドだって、シーツとか侍じ女じよさんがこまめに取り替かえてくれるんですけどねぇ。全然使わないからもったいなくて。せっかくだから使ってみればいかがです？』

「え。僕が？　あのベッド？」

『そうそう。すごい豪ごう華かでしょ』

　黄金刺し繍しゆうつきのレースがついた天てん蓋がい付きベッド。大きさも自分一人どころか三人も四人も寝ね転ころべるようなサイズだ。

『素敵ですよね。まったくもって女の子の夢みたいなベッドです』

「……いや、さすがに人のベッドで寝るのは。しかもあのベッド女物じゃん」

『いいじゃないですか。自然区とか生ビ態オ生ト育ー野ブの巡じゆん回かい警備だって、使い回しのテントとかコテージでさんざん寝てるくせに』

「それとこれは違ちがうの。ほら、イリスはそっちに寝かせてあげるから」

　首に提さげていた機械水晶イリスをベッドの上に放りなげ、自分は部屋中央の椅子に腰こしかける。そのまま丸テーブルにうつ伏ぶせに。

「こっちの方が落ちつく」

『貧びん乏ぼう性しよう……』

「いいんだよ。適当な時間に起こして」

『はいはい。どうせ皇姫もしばらく来ないからゆっくり休んでていいですよ』

　そう機械水晶イリスが答えるのを朧おぼろ気げに聞いていて……




『シェルティス、シェルティス。起きてください』




「ん？」

『皇姫から念話がありました。今からこっちに来るそうです』

「……あれ？」

　テーブルに突つっ伏ぷした姿勢から身を起こし、シェルティスは目を瞬またたかせた。

「僕、寝てた？」

『そりゃもうぐっすりと。呼吸音もほとんど聞こえないくらい、ていうか死んでるんじゃないかって本気で疑ったくらい熟じゆく睡すいでしたよ』

「全然、覚えてない……」

　いつ寝入ったのか記き憶おくにない。それどころか、今の今まで寝ていたという実感すらないなんて。そんな深い睡すい眠みんいつ以来だろう。

『疲れていたんでしょうね。でも、それだけ休めば回復も早いです』

　と。

　扉の通路側から、涼すずやかな呼よび鈴りんの音が伝わってきた。

『あら早い。来たみたいですよ、開けてもいいですか』

「────」

　無言で頷うなずき、テーブル脇わきに立って正面を見守る。

　開く機械扉。

　その向こうに、光を浴びて輝かがやく水鏡色の髪をした少女が立っていた。

『ずいぶん早いねって話をしてたところです。まだ睡眠が足りないんじゃないですか』

「あと四十時間くらいは寝ていたい気分。だけど、そう長く待たせるわけにはいかないでしょう？」

　苦笑気味に声をはずませる彼女。

　無地のシャツに無地のプリーツスカート姿。これだけ質素な恰かつ好こうだ、塔で出くわしても誰だれ一人ひとり皇姫と気づくことはないだろう。

　……僕も。

　……もしかしたら、塔のどこかですれ違ってたこともあるのかな。

「あらためまして。久しぶりですね、シェルティス・マグナ・イール」

「は、はい！」

　反射的に姿勢を正す。

　肝かん心じんの皇姫はといえば、そんなこちらの様子を楽しげに見つめながら。

「その様子だと、まだこの写真は見ていないようですね」

「……写真？」

「はい。しばらく部屋で休息をということでしたから、もしかしたらこのベッドも使うかなと思っていたのですが」

　ベッドまで近づいていく少女が、その枕まくら元もとに置かれた何かを持ちあげた。そのまま大事そうに抱かかえて──

「これが……」

　一枚の写真が飾かざられた小さなフォトフレーム。それを部屋中央の丸テーブルにそっと立てかけて皇姫が静かに息をつく。

「千年前、氷結鏡界を発動する直前に撮とった画像です。私の仲間が全員写ってる、最初で最後の記念写真ですね」

　写真に写った五人。

　その顔ぶれを見て、痙けい攣れんという名の驚きよう愕がくが全身を駆かけぬけた。

「これっ！」

　五人の中央に立つ水鏡色の髪かみをした少女──これは皇姫本人？

　そのすぐ右に立つのは黒くろ髪かみの少年だ。妙みように疲れた様子で、ボロボロになった迷めい彩さい柄がらの指定服を羽織って────

「凪!?」

　穢歌の庭エデンの深部で会った彼と似てる。いや、似てるなんて表現じゃ足りない。着てる服も同じだし、顔だちだって彼本人としか思えない。

　同一人物だとすれば、この写真は、彼が穢歌の庭エデンに堕おちる前に撮ったもの？

「……駄だ犬けんを知ってるの？」

「駄犬？」

「あ……い、いえ。……こほん。彼に似た人でも知っているのかなと思って」

　惚とぼけた表情の皇姫が、威い厳げんに欠けた咳せき払ばらい。

「似た人どころか」

　そうだ、まだ僕も報告をしてないから当然か。

　セラの虚きよ像ぞうと戦った後に、穢歌の庭エデンに堕ちて何を見てきたのか。

「穢歌の庭エデンに堕ちた先で……彼にそっくりの少年を見たんです。どこかの学校の前に倒たおれてた僕を介かい抱ほうしようとしてくれて。それに、エデン・プロジェクトっていう名前の計画とかを教───っ───」

　最後まで言いきれなかった。

「────」

　目を見開いた皇姫の瞳ひとみに、今にもこぼれそうなくらい大きな雫しずくが溜たまっていたから。

「……凪と…………彼と、穢歌の庭エデンで会ったんですか」

「はい。じゃあやっぱり、この写真に写ってるのは」

「────」

　皇姫サラは答えない。

　けれどその沈ちん黙もくが、今だけは何よりも雄ゆう弁べんに真相を物語っていた。

「報告、礼を言います……変に思われることを訊たずねますが、彼には意識があったんですね。無事でしたか」

「おそらく、としか言えませんが」

　穢歌の庭エデンの奥、浄じよう化かされた場所に逃にげのびていた。

　あの場の雰ふん囲い気きを見るかぎり幽ゆう幻げん種しゆが襲おそってくるわけでもなさそうだったし、何より凪という少年自身がそれほど思いつめた様子じゃなかった。

「……少しだけ……救われました」

「え？」

「…………」

　テーブル上のフォトフレームをじっと見つめる皇姫。

「この写真に写っているのは、私の古い仲間です。……友人、でもあった。そこに写ってる凪もそう。異性で私が気き兼がねなく接することができたのは彼だけだった。こう見えて私も当時は素そ行こうの悪いあまのじゃくでしたので、彼にも迷めい惑わくをかけました」

「ええっ!?」

「そう見えなければ幸いです。でも時々、まだ地が出るんですよ？」

　くすっと微笑ほほえむ少女。

　そう、外見だけならば自分より幼いだろう。せいぜい十五か十四。

　……だけどそれは千年前から。

　……氷結鏡界で穢歌の庭エデンを閉ざした瞬しゆん間かんから、この人の時間もまた凍とう結けつした。

「こっちの女の人も聞いていいですか。背が高い黒髪の」

「ツァリですか。いや、でも彼女ならずっとあなたのそばに──」

　言いかけた皇姫が、ふと何かに思いあたったように天てん井じようを向いてしばし黙もつ考こう。

「まったく、いつまでユトでいるつもりなのか」

「え？」

「いえ、ちょっとした独り言です。でも写真に写っているとおり私の友人ですよ。本当に古い友人。気まぐれで、変わり者で、放ほう浪ろう癖へきがあって、だけど誰だれより強い。特にイリスが身体ボデイを失ってからは喧けん嘩かができる相手がいないと嘆なげいてますね」

「イリスが？」

「ええ。無数の幽幻種を相手にツァリと共に立ちむかった英えい雄ゆうの一人です。機神イリスの名も、天結宮ソフイアに属していれば耳にしたことがあるでしょう？」

「耳にするどころか。僕もユミィも一いつ緒しよに絵本読んでました」

　機神イリス。

　太古の昔に活かつ躍やくしたという古代の人型機械体アンドロイドだ。

　当時の科学技術では解かい析せき不能な技術が組みこまれているせいで、世界にたった一体のオリジナルしか存在しない究極機体。百万とも一億ともいう数の幽幻種を殲せん滅めつさせたという、今となっては伝説めいた英雄譚たんとして絵本や昔話で残ってる。

「あれが、あのベッドに転がってる機械水晶イリスです」

「うそぉっ!?」

『……なんですか。そのいかにも信じてない的な絶ぜつ叫きよう』

　ベッドの上で静かにしていた機械水晶イリスが点てん滅めつ。

「え、いやだって。あれって昔の人たちの救世主願望が物語になったんだろうって学校の先生も言ってたし」

『ふふん、尊敬の念をこめてイリスさんと呼んでくれても良いですよ？　なにせ私の現げん役えき時代といったら並なみ居る幽幻種をバッタバッタと殲滅させ、もはや世界の救世主は私！　ヒロインも私！　おまけに絵本のタイトルも私という──』

「それでこっちの左端の人は？」

「ああ、ヨミですか」

『え……あ、あの……ちょ、ちょっと二人とも無視しないで！　ねぇってば！』

「ほら静かにイリス。いま大事な話してるんだから」

『……ぐすん』

　ベッドでまだボソボソ呟つぶやいているけど気にしない。

　そんなことより気になるのは写真の方だ。五人のうち、皇姫サラの左右に立つ凪とツァリはわかった。そして写真の左端に立つ白衣姿の女性──

「ヨミ？」

「ええ、機械工学の鬼き才さい。ほかならぬ機神イリスの製作者その人です。凪とは昔からの近所づきあいで、凪に機械工学のイロハを叩たたきこんだのも彼女でした」

　……そっか。

　……だから凪はあの時、機械水晶イリスを一目見て直せるって断言したのか。

　だけど、同時に気になることがある。

　それは彼女の容姿だった。

　オレンジ色のくせっ毛に好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな双そう眸ぼう。着てるのも外見度外視のジャージで、羽織った研究服もあちこち機械油まみれで黄色くなってる。

　……何から何までそっくり……だよね？

　……僕のよく知ってる女の子と。

「似た知りあいが居住区にいますか？」

「っ！」

「私やイリス、そしてツァリも同じ驚おどろきを経験しました。千年前にいた友人の生まれ変わりとしか思えない『彼女』。そう、あなたがよく知る彼女です」

「……エリエ？」

「写真の女性はヨミ・レッセント。ヨミ自身は結けつ婚こんせず子供もいなかったのですが、間ま違ちがいなくエリエの血筋にあたる人物ですよ」

「本当にそっくりだ……」

「ヨミがいなければエデン・プロジェクトは達成し得なかった。彼女と出会わなかったら凪も別の道を進んでいたでしょう。イリスに至っては生まれもしなかった。この天結宮ソフイアの基き礎そ設計も彼女が全て手ずから行ったものだし、さらに言えば、統政庁にあるミクヴァの緋ひ眼がんだってヨミが造った不完全神性機関の一つだから」

「アレを!?」

　いや、でも思いあたる節はある。

　統政庁でミクヴァの緋眼に接せつ触しよくする任務を与あたえられた時のことだ。イシュタルの提案どおりに聖廊へと侵しん入にゆうすることが決まった日の夜。

　機械水晶イリスはこう言っていた。




〝制作者が同じだからです〟

〝私もその巨きよ大だい結けつ晶しようも、たった一人の人物によって作りだされました。私もそうですが、『緋眼』も同じく千年前に設計された観測システムです〟




　ようやく全てが繋つながった。

　あの時の製作者というのがヨミ・レッセントというわけだ。

「千年前の時点で、すでに禁断水晶の力は疲ひ弊へいしていました。そのため、人工的に同じような機能をもった機械を造れないかと挑ちよう戦せんしたのがヨミ。そしてできあがったのがミクヴァの緋眼でした」

「目的は、穢歌の庭エデンの監かん視し？」

「はい。ですが、浮遊大陸オービエ・クレアが浮うかび上がった時に統政庁が浮遊島ラグーンとして分断されたため、完成には至りませんでした。本来なら穢歌の庭エデンまでも見通す観測装置であるはずでしたが、実際は氷結鏡界から上──すなわち人間側の世界の事象を記録するに留まりました」

　皇姫の説明こそ単調だが、それが今の天結宮ソフイアの技術をもってしても製造不可能なことくらい理解できる。

「そんなすごい人が千年も昔に」

「ええ。だからこそ、この時代の『彼女』ならと期待をもたずにはいられないんです。エリエならヨミと同じ高みを目指せる。いえ、超こえてもらいたい」

　皇姫の言葉に力がこもる。

「彼女を一番高く評価しているのがイリス。そして一番親しげにしてるのがツァリです。ヨミの面おも影かげを感じているのかもしれない。時間さえあればいつだってエリエのそばにいる。エリ姉がエリ姉が、と私にいつも楽しそうに話すから」

「あの……それで」

「ええ。最後の一人ですね。写真の右端にいる少女が、凪と同時期に私たちのプロジェクトに加わった最後のメンバーです。後ほど話しますが、千年前、氷結鏡界の発動に成功したのは私の手て柄がらではなかった。そこにいる彼女と凪がいたからです」

　そう話す皇姫自身もまた、目を細めて写真を見つめている。

「凪が……？」

「そう。あの日、世界は一組の少年と少女に救われた。もしもこの世界に英雄がいるとすれば、それは皇姫わたしじゃない。紛まぎれもなくそこに写っている二人でしょう」

　凪に寄りそう銀ぎん髪ぱつの少女。

　迷めい彩さい柄がらの制服を羽織った凪と対照的に、彼女は妙みように可愛らしい家政婦衣装だ。

「どう見えますか」

「なんだか不思議な印象です。あ、もちろん服装がって意味じゃなくて、なんか雰囲気がちょっと違ちがうっていうか」

　童話の世界の妖よう精せいみたいに愛らしい少女だ。

　透すけるように光り輝かがやく銀髪に、大きく印象的な真しん紅くの瞳ひとみ。愛あい嬌きようのある優しげな笑顔には、可愛らしさだけに留まらない儚はかなさもが備わっている。
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　……だけど何だろう。

　……この、不思議な違い和わ感かん。浮うき世よ離ばなれっていうか落ちつかないっていうか。

「感じますか。そのとおり、彼女は人間ではなく人型機械体アンドロイドです。元々は家メ政イ婦ド用の人型機械体アンドロイドで、凪に拾われて修理されたんですよ」

「あ、やっぱりそうでしたか」

　恐おそろしいくらい精せい巧こうな人型機械体アンドロイドだ。

　凪に寄りそっている恥はじらいがちの微び笑しようなんか、写真で見ている自分が思わずドキッとするくらい可か憐れんで愛らしい。

　……ん。

　あれ、でも人型機械体アンドロイドってことは？

「どうしました」

「ていうことは、今でもその子はいるのかなって。……でもさすがに千年は厳きびしいかな。金属だってさすがに酸化するし。防ぼう蝕しよく処理にも限界があるだろうから」

「結論から言えば、その人型機械体アンドロイドは千年前に大きな損傷を受けました。でも本体というべき部分は無事ですよ。ほら、その銀髪の女の子の正体こそ──」

『だ、だめだめだめぇぇっっ──────────っ！』

「うわっ!?　どうしたのさイリス、そんな大声出しちゃって」

　奥のベッドに転がる機械水晶イリスが何の前まえ触ぶれもなく派手に点てん滅めつしだした。それがあんまり突とつ然ぜんだったから、思わずふり向いてしまったほどだ。

『ど、どど、どうしたもこうしたもありますか！　しゃ、紗砂シヤサ！　それはダメ、まだダメ！』

「え。いいじゃない。誰だれかさんの若かりし頃ころなんて滅めつ多たに話せないネタだし」

　焦あせった様子の機械水晶イリス。

　対する皇姫はといえば、なぜかほんのりニヤニヤ顔。こんな表情の彼女を見るのは初めて。というより、こんな表情もできたことに驚きだ。

『ばかばか、紗砂のバカ！　今の私がこんな姿で……そんな、ありし日の姿と比べられる気持ちがわからないんですか!?　それは乙女おとめの禁則事じ項こう。いいですか、それを言ったら紗砂が軍学校アカデミーのプールで溺おぼれたこと暴ばく露ろしますよ!?　私まだあの時の映像データ持ってるんですからね！」

「ちょっと!?　まだあのデータ持ってるの!?」

『ふ、ふふ……天結宮ソフイア中の全端たん末まつの待ち受け画面をコレに設定してほしくないのなら、おとなしくシェルティスには黙だまっている方が賢けん明めいです』

「くっ。ダ家メ政イ婦ドのくせに私を脅おどすだなんていい度胸じゃない。ならば私もとっておきの恥はずかしエピソードを公開するしかないようね！」

「あの。二人とも……？」

「…………」

『…………』

「こほん、すいません。私としたことが取り乱しました。時間も限られていますので、まずは話を進めましょう」

　皇姫が、お世辞にも威い厳げんがあるとはいえない咳せき払ばらい。

「写真に写っている五人。もちろん多くの人の後押しがあったけれど、プロジェクトの中心は私とその四人でした」

『補足しますと、氷結鏡界は今でこそ巫み女こ単体で維い持じできますが、その発動は禁断水晶を含ふくめた三重の連つら謡ひめによる第七天音律ソフイア・コードの詠えい唱しようが必要でした。その主しゆ旋せん律りつを担当したのが皇姫サラだったというわけです』

「……だけど、こんなにも心強い仲間に支えられておきながら、エデン・プロジェクトは不完全なままの発動を迎むかえました」

　机き上じようのフォトフレームを撫なでながら。

　まるで自分の罪を告白する懺ざん悔げのように、皇姫がゆっくりと言葉を続けようとして。

「待って。不完全て言われるけど、現に氷結鏡界はずっと維持できてるじゃないですか。それに浮遊大陸オービエ・クレアがこうして空に浮かんでるのだって、元を辿たどれば穢歌の庭エデンの魔ま笛てきとのエルベルト共鳴で反発してるからだって」

「それを誰から聞きましたか。それも凪？」

「ええと、これは黄昏竜アマデウスが。セラの虚きよ像ぞうのオリジナルだっていう」

「黄昏竜アマデウス？」

　名前を呟つぶやいては不思議そうに目を瞬またたかせる皇姫。

　……知らない？

　……そうか、この人は穢歌の庭エデンの深しん奥おうにまで堕おちたことがないから。

　あの神性存在のことを知るのは実際に話した自分と、同じく穢歌の庭エデンの深奥にいた凪だけなのかもしれない。

『紗砂、ひとまず続きを』

「そうですね。それで氷結鏡界が不完全だったという話ですが、……確かに多くの目から見れば結界は成功の部類なのだと思います』

「じゃあなおさら──」

『世界が沈しずんだ日』

　短く、無機質な口調で二の句を継ついだのは機械水晶イリスだった。

『ある日、世界中の観測機が幽ゆう幻げん種しゆ侵しん攻こうの予兆を捉とらえました。個体数にして数百万から数千万という未み曾ぞ有うの大侵攻。世界の大部分が魔笛に浸しん食しよくされた死の大地となりながらも、人間は幽幻種の侵攻に耐たえてきた。……いや、耐えてきたつもりでした。けれど、それは幽幻種も同じだったわけです。何百年という侵攻の歴史の中で、淡たん々たんと自力を蓄たくわえていた。それが数百万という数の個体として現れた』

「……それで、どうなったのさ」

　そんな大侵攻止められるわけがない。それを覚かく悟ごの上で聞いた。

『まともに戦えば、人類と幽幻種の存亡をかけての最終戦争になることは明白でした』

　何しろ世界中あらゆるポイントでの出現だ。

　逃にげる場所なんてどこにもない。今の浮遊大陸オービエ・クレアでたとえるなら生ビ態オ生ト育ー野プから、天結宮ソフイアの塔とう内ないから、居住区の民家から無数の幽幻種が現れるわけだ。

「……どれだけの犠ぎ牲せいが出るかわからない」

『はい。たとえ人類側が勝ったとしても、残るのは汚お染せんされた死の大地。遠からぬうち自おのずと破は滅めつを迎えることとなる。だから皇姫は、エデン・プロジェクトの最終段階である氷結鏡界の発動を決意したんです。本来なら時間をかけて準備を進めていくはずが、ほとんど想定訓練もできないうちでの発動でした』

「そうですね……」

　真っ青な空を映すガラスの天てん井じよう。

　その隅すみ々ずみにまで、皇姫サラの声が冷たく静かに広がっていく。

「そして現れる幽幻種。地の端はしから端。空の端から端までを埋うめつくす怪かい物ぶつたちを前に、人々はシェルターに避ひ難なんし、限られた精せい鋭えいだけが時間稼かせぎとして私の周囲に残りました。それが犠牲を最小限に留める選せん択たくだと信じて」

『その点については間ま違ちがっていなかったと思いますよ』

　皇姫の言葉を受けた機械水晶イリスが流りゆう麗れいに続けていく。

『あの日……私や凪、ツァリ、病びよう床しようにいたヨミですら銃じゆうを握にぎって戦い、そして傷つきました。でも誰だれ一人ひとりそれを悔くやんだりしてません。氷結鏡界を発動させた瞬しゆん間かん、あなたは紛まぎれもなく世界を救った聖女でした。あなたの決断は間違ってない』

「僕も、そう思います」

　機械水晶イリスを見つめる皇姫に、シェルティスもまた頷うなずいた。

　天結宮ソフイアに所属する護士のすべて。巫女見習い。巫女。誰もが同じ思いで皇姫とともに戦っている。

「写真の人たちのこと、突然聞いたのに教えてもらってありがとうございます。……でも聞けて良かったと思う。今の時代の僕たちは、過去に何があったのかを知らないで幽幻種と戦ってるから」

　浮遊大陸オービエ・クレアが、まだ浮遊大陸オービエ・クレアでなかった時代。

　巨きよ大だいな大陸が世界にあった頃は、今と比ひ較かくにならないほど頻ひん繁ぱんに幽幻種の侵攻を受けていたという。僕たちは、それを伝承でしか知ることができないんだ。

「そう言ってもらえて……何でしょう、ほっとしました。凪が無事でいた。そしてエリエとも会えた。……まるで、まるであの時の仲間がみんな……戻もどってきてくれたみたいで。皇姫として過ごしてきた千年で、この時……に、どれだけ焦こがれたことか……」

　唇くちびるを噛かみしめてうつむく皇姫。肩かたをふるわせる弱々しい姿は、居住区を走る十四歳の少女と何一つ変わらなかった。

「そして私も教えてほしいことが一つある」

　そっと目の端を拭ぬぐう彼女。

「……僕に。何をですか」

「あなたが宿した第七真音律エデン・コード。それに穢歌の庭エデンを崩ほう壊かいさせる力があることは、禁断水晶が予測を立てていました。ツァリがあなたを監かん視し、いや見守っていた最大の理由です」

　まばたきもせずに皇姫に見つめられた。

「私が確かめたいのは、それにともなうあなた自身の代だい償しよう」

「っ！」

「第七真音律エデン・コードを穢歌の庭エデンの最深部で発動させることで何が起きるのか、あなたが隠かくしている秘密を、今ここで私にだけは教えてほしいのです」




　　　　２




　天結宮ソフイア地下25階。

「ねえ華宮カグラ。もうあたしダメ。お腹すいたよー」

「さっき昇降機エレベータを降りたばかりじゃないですか。単に地下へ降りていくだけでしょうに。それに固形非常食ならさっきあげたばかりですよ」

「えへへ、あたしお菓か子しが食べたいな」

「……まったくもう」

　悪びれない笑顔の友人にふり返り、華宮は溜ため息いきで返事してみせた。

　濃のう緑りよく色しよくの髪かみと愛らしげな顔だち、小こ柄がらで華きや奢しやな身体からだつきの少女だ。

　温かな毛に覆おおわれた長耳が特とく徴ちようのネルの民たみであり、それを隠すために室内であっても機メ械ツ帽トで頭ごと隠すのが日常になっている。

「それなら任務後に天結宮ソフイアの食堂に行きますよ。エリエがお腹空いたって連呼してるから、私までホットケーキが食べたくなったじゃないですか」

「おぉ！　行こう行こう！」

　軽装なツナギを身につけた彼女が声をはずませる。

　エリエ。

　ぼさぼさのオレンジ色の髪に化け粧しようっけのない素す肌はだ、けれどその瞳ひとみは好こう奇き心しんに満ちて爛らん々らんと輝かがやいている少女だ。

「でもその前に、サラ様からの任務を果たすのが先です」

「あたしだってそれくらい覚えてるって。紗砂ちゃんからのお願いだしね。えっと、この下の階にいる人型機械体アンドロイドを修理するんだっけ」

「そうですよ。ただ、どれだけの大きさか聞いてませんし、数も一体とは限りません」

「あたしは平気だよ？　大きい方がやりごたえあるし。数が多かったら一体ずつ別の修理するのも楽しそうじゃん」

「それは修理でなく改造です」

　……でも、楽しみという意味では私も同じかも。

　……誰だれも直せなかったという人型機械体アンドロイド。挑ちよう戦せんしがいはある。

「人型機械体アンドロイドというもの自体、そもそも天結宮ソフイアではあまり見かけませんからね。せいぜいお手伝い用ですか」

「ねー。昔は軍用の人型機械体アンドロイドっての量産して幽幻種とも戦ってたらしいけど」

「どれだけ古い昔ですか」

　人型機械体アンドロイドとは、ＡＩすなわち人工知能をもたせた人間タイプのロボットのことだ。知名度は高いけれど、その反面、浮遊大陸オービエ・クレアではさほど生産数は多くない。

「人工知能を組みこむ機械水すい晶しようが、もうほとんど造れないんですよね」

「中ちゆう枢すう部分の稀少石クリスタルでしょ。ね、あんだけ純度の高いものは浮遊大陸オービエ・クレアじゃ取り尽つくしちゃったっぽいし。あとは遠くの浮遊島ラグーンとかで採さい掘くつできるくらいだもんね」

　純度の高い稀少石クリスタルであるほど組みこめる情報量が多い。つまり高度なＡＩを組みこめるわけだ。いま浮遊大陸オービエ・クレアでとれる稀少石クリスタルでは、せいぜい家庭で使う家メ政イ婦ド用ＡＩで精せい一いつ杯ぱい。とてもじゃないが軍用には使えない。

「大昔はそれこそ、何万何十万という軍用の人型機械体アンドロイドを量産して、それぞれに武器を持たせて幽幻種とも戦わせていたらしいですけれど」

　今の浮遊大陸オービエ・クレアではできないことだ。

　そのかわり、軍用人型機械体アンドロイドにかわって人間自らが戦せん闘とうに直面したからこそ、沁しん力りよくの技術や護士の力量が上がったとも言われている。

「エリエは、居住区で歩いてる人型機械体アンドロイドを見たことは？」

「んー。家庭用の家メ政イ婦ドロボットなら友だちの家で見たことあるよ」

「天結宮ソフイアもそんな感じです。機工局のフロアだと秘書タイプの人型機械体アンドロイドも見ますが、やっぱり数は少ないですね」

　そんな人型機械体アンドロイドを修復してくれと皇姫は言う。

　……太古に造られた機械。

　……現代の機械技師と古いにしえの機械技師の、腕うで比くらべなんだから。

「胸が熱くなるというものです」

「お？　華宮ってば嬉うれしそうだね。口がニマニマしてる」

「そ、そんなことはありません！」

　口をへの字に曲げて華宮は首を振ふった。

「それよりさっさと隠しフロアを見つけますよ。こんなところで時間をかけてては皇姫様にあわせる顔がありません」

　皇姫からの依い頼らい。

　まずは、目的のフロアにたどり着くのが難題だ。




〝昇降機エレベータでは表示されない機密エリアが存在します〟




　有り体ていに言ってしまうと、その機密エリアがどこかわからない。その位置を知っているというユトの合流待ちなのだけれど……

「むー。ユトってば早く来てくれないかな」

「そういう話でしたね。よく一いつ緒しよに遊んでる小さな子でしたっけ」

「そそ。あたしが二ア羽ルのビ白レ鳥オでアルバイトしてる時は塔とうの中を探検してるんだって。だから地下フロアもよく知ってるって言ってた」

「ふむ」

　……そう、それが腑ふに落ちない。

　塔の中を一いつ般ぱん人の子供が探検？

　だとしても、一般人が使える中央昇降機エレベータでは地下フロアにそもそも行けない。護士か、あるいは塔の事務職員でなければ入れないはずなんだ。

「あの子がツァリ様の側近である可能性はどうでしょう」

「ユトが？　そりゃどうして？」

「まず、この地下フロアに入れるのが塔の関係者限定です。だとしたらエリエと同じく、塔の関係者から員章をもらわなければならない。かつ、機密エリアの存在を知ってるのは皇姫様かツァリ様、あとは少数の整備技師であるとサラ様自身が言ってたでしょう。ユトという子が機密エリアを知ってるとは言ってない」

「うんうん。それで？」

　首を振りながら聞き返してくるエリエ。

　……まったくもう。

　……ここまで言って、まだ気づかないんだもん。

「一方でツァリ様は、ユトが機密エリアのことを知ってると言いました。ここで、二人の話に食い違ちがいがあるわけです。つまりユトという子は皇姫様でなくツァリ様の側近と考えるのが自然でしょう。皇姫様ご本人があんなに若くていらっしゃるんだから、ユトという子がツァリ様の身内であっても驚おどろきません。そういえば髪色も黒で共通だし、家族とか親しん戚せきとか」

「ほぉほぉ。そういう考えもあったわけね」

「むしろなぜあなたの方がそれに至らないのか不思議ですが……まあいいです。いずれにせよあの子が来てくれないことには困ってしまいますし」

　すぐに追いかけてくるという話だったのに来ない。おかげで機密フロアを見つけようと二人で探検中というわけだ。しかしそうなると、地下をウロウロする不ふ審しん人物に思われてもしょうがないわけで。

「おかげでさっきから何度も警備員に呼び止められてますし」

「ねー。だから言ったじゃない華宮、その怪あやしいヘルメット脱ぬぎなよって」

「怪しいのはエリエですから！」

　不幸中の幸いは、地下の深い場所に潜もぐるほど職員の数も少ないということだ。

　地下の浅いフロアは物資置き場兼けんシェルター。それが地下一階から延々と続いていたのだけれど、その様相が急変したのが地下25階だった。

「ねー。隠しフロアどこだろ」

「そうです。ここらへん、どこを見回したって配線ケーブルと演算機コンピユータしかないんだから。どこかに隠し扉とびらか何かあると思うのですが……」

　地下25階。自分たちが今いるのは、天結宮ソフイアの全システムを一いつ括かつ管理する中央コンピュータ『大たい母ぼ真しん数すう』が設置されたフロアになる。

　巨きよ大だいなフロアをびっしりと埋うめつくす巨大演算機コンピユータ。さらには演算機コンピユータ同士を連結する黒い配線ケーブルが床ゆか一面に根を張っていて、天てん井じようにも演算機コンピユータからの排はい気きを濾ろ過かして冷れい却きやくするためのダクトがびっしりだ。

「んー。構造的に考えてここにあると思うんだけどなあ」

　あたりをきょろきょろ見回すエリエ。

　地下昇降機エレベータで表示されているのは地下25階まで。ということは、表示されない機密エリアがあるとしたらこの真下のはずなのだ。

「たとえば地下11階と地下12階の間に地下11・５階という中間タイプの隠しフロアも考えられますが、可能性は低いでしょうね。このタイプの場合、隠しフロアを素通りするぶんだけ、そこのフロア間の降下時間が不自然に長くなる」

「まあねー。あと単に、地上部分が２９１階なんて高さだし、深さだってもっと地下に長くたっていいと思う。だから隠しフロアがあるとすればこの下かなって」

　足あし下もとの床をコンコンと蹴けりつけてエリエが首をかしげてみせる。

「うん。この下だと思う。すぐ下が行き止まりって感じがしないもん。ねーねー華宮、やっぱりアレが怪しくない？」

「ああ、あれですか」

　エリエが指さすのはちょうど自分たちの真正面。

　隔かく離り壁へきに囲まれた制せい御ぎよ機器を裏に回ったところで、最初に降りてきた昇降機エレベータからはちょうど陰かげになって見えない位置になる。

　──そこに設置された一台の机き上じよう端たん末まつ機き。

　大きさは、天結宮ソフイアの事務員が使用する業務用と同サイズだろう。ただこちらの場合、床の土台と完全に一体化しているのが特徴だ。

「いや、あれはさすがに罠わなですって」

　当然かなり前から華宮も気づいてる。ただ、あんな堂々と機密フロアの操作基き盤ばんを設置することはないと後回しにしていた代しろ物ものだ。

「あたしもそう思うんだけどさ。『大母真数』の制御端末にしちゃみすぼらしいし、逆に空調制御の基盤にしては仰ぎよう々ぎようしいのよね。ちょーっと見てみる？」

「あ、ちょっとエリエ。急に走ると足下のケーブルに足をひっかけますよ。ていうか待って。待ちなさいってば！　私も行きま──────あ痛いたぁっ!?」

　壁かべ際ぎわから突つきでていた金属ダクトに思いきり脛すねをぶつけてしまった。

「……うぅ。ヴァイエルに見られなくて良かった。見られたら何て言われてるか」

「華宮、華宮！　ほら早くおいでよ！」

「はいはい。それでどうですか？　面白い発見で……おや、これは」

　エリエが一心不乱に見つめる端末画面に表示されたメッセージ。それは中々に興味深いものだった。




『希望の場所。

　いと高き塔の上？　いと高き塔の下？　あなたの胸の内側？　それとも？』




「謎なぞかけ。ふむ……少なくとも中央コンピュータの制御関連ではないようですね。単なる悪戯いたずらにも思えますが設置してある場所が場所ですし」

「えいっ」

「ってエリエ!?　ちょっと勝手にボタン押してどうするんですか！」

「だって答え一つしかないじゃん」

　のほほん口調で答えるエリエ。

　直後。

　端末画面が一いつ瞬しゆんブレて、さらに新しいメッセージが表示された。

「ほら華宮、また謎かけだよ」

「いえ。今度は謎かけではないようです。『人型機械体アンドロイドの対話プログラム生成における文法規則の推論アルゴリズムで、以下の文法エラーを修復してちょうだい』……語ご尾びが妙みような感じですが、機械言語に関する問いかけです。しかもかなり本職向けというか、現場の技術屋が必要とする知識を問うてきてますね」

　新たな問題が出てきたということは、次のステージに進んだということを意味する。

　……ということは。

　……この前の選せん択たく肢し、エリエの回答が正しかったということ？

「ちなみにさっきの選択肢は何を選んだのですか？」

「２番。塔の下って答え。だって修復したい人型機械体アンドロイドって下にいるんでしょ」

　それが正解ということは、この端末が機密フロアの操作端末である可能性が高まったということになる。

「しかし次からは気をつけてくださいよ。これに間ま違ちがえると何が起きるか──」

「えいっ」

「だからなんで勝手に入力しちゃうんですかぁぁぁぁっっっっ!?」

　エリエを背中側から引っ掴つかんで基盤からズルズルと引きはがす。

「だって簡単なんだもん。あたしがわからなかったら華宮に聞くからさ。ね？」

「しかし万が一にも入力ミスはありますし、やはり回答前は二人で──」

「おお、また新しい問題が」

「全っ然、人の話聞いてないですね!?」

「だいじょーぶだって。ほらさっそく！　『重心制御野やの軽度エラーによって機き軸じくが左にズレる現象。これを外部施せ術じゆつによって修正する際の最適パーツ群を選んでちょうだい』だって。これえっと、ほら黒金に赤のラインが入った15ミリ合金だよね」

「極きよく螺らシリーズのパーツでしょう。画面に出てるシルエットは旧式ですが、ほかに表示されてるのが全て動力路の接合ネジだから外れです」

「それそれ。あたしパーツの名前って苦手でさ」

「あなたは部品の名前を覚えなさすぎです。……で、また次の問題ですか」

　正解か不正解かも表示されない。

　ただただ、回答を入力すると新しい問題に移行する。おそらくは単に正解不正解だけじゃない。出題から回答までの時間も重要ということだろう。




〝修復してもらいたい人型機械体アンドロイドが眠ねむっています〟




　皇姫の言葉のとおり。

　……私たちは試されている。

　……この下の機密フロアに降りて人型機械体アンドロイドを直せる力があるのかどうか。

　表示される出題に次々と答えていく。

　時間にして三十分弱。出題される問いが二十を越こえて三十にさしかかった頃ころ──

「お、壁かべが開いていくじゃん!?」

「隠かくしフロアに進むための隠し昇降機エレベータ。ずいぶん凝こった設計ですね」

　壁に偽ぎ装そうされていた扉が左右に開き、そこに現れたのは小型の昇降機エレベータ。

　護士の員章をかざす読み取り機がない。つまり今の問題に答えられさえすれば誰だれでも乗り降り自由というわけだ。

「よかった。私たちの権限で動かなかったらどうしようかと思いました」

「ねー。……あとユトか。どうしようかな。先行っちゃってあの子が迷子になっちゃったらどうしよ。ねえ華宮？」

「まるでお母さんかお姉さんみたいですね。でもあの子がもともとは案内役のはずで、それならここで迷子になることはないでしょう。任務は人型機械体アンドロイドの修復なのに、今はまだ人型機械体アンドロイドの場所までたどり着いてないんですから」

「お母さんじゃないよ、ユトは友だちだもん。……ん、でもわかった。ひとまず先に探検してよっか。えっとこのボタンかな。えいっ！」

「だから私にも押させてくださいってば！」

　昇降機エレベータに取りつけられた行き先ボタンは一つだけ。

　と、それをエリエが押した直後に昇降機エレベータが小さく揺ゆれだした。

「おお、出発っぽい。華宮早く早く！」

「……まったくもう。次は私にもやらせてくださいよ？」

　止まることなく地下へ地下へと進んでいく昇降機エレベータ。

　深度表示がないからわかりづらいが、この微び細さいな振しん動どうのテンポからして相当に速い速度で降りていってるはず。

　──リン。

「と、考える間につきましたね。……さて、ここは地下何階になるんでしょうか」

「結構深くまで来たよね。たぶん、本当に塔とうの根っこのところだよ」

　機密エリア。

　その通路構造は、天結宮ソフイアの地上階にあるフロアと何一つ変わらない。白を基調とした壁へき面めんと、硬こう質しつな床が延々と続いているだけだ。

　その先に見えるのは十字路？

　──正面、右、左。

　──だけど正面だけは強固な隔かく壁へきによって遮しや断だんされている。

「露ろ骨こつに怪あやしいですね。この左右の通路も気になりますが、目的の人型機械体アンドロイドが安置されているとすれば当然にこの先のはず。……さあどこに鍵かぎがあるか」

「あ、これ自動ドアだ。ほら近づくだけで開く」

「見かけ倒だおしですかっ!?」

　光に包まれた作業所だった。

　部屋の中央に巨大なモニターが設置され、その真下には人間一人が入れそうな白銀色の機ボ械ツ容ク器スが設置されている。

　そして部屋の壁際には巨大な物置が何十個も。

「ねね、この物置ってば何が入ってるのかな」

「開けてみて良いと思います。……へえ」

　物置の扉とびらを開け、華宮は思わず感かん嘆たんの息をついていた。

　機械工学用の作業道具。そしてネジやボルト、動力用金属板もだ。一つ一つがきちんと手入れされ、劣れつ化かしないよう真空管理してある。

「……すごい。もう取り尽つくされてほとんど市場に出回ってないレアメタルですよ」

「こっちの工具も、ずっと昔に廃はい盤ばんになった奴やつだよ。あたし欲しかったけど生まれる前に生産中止になってたんだよね。これ新品同然じゃん」

　エリエが目を輝かがやかせて周囲を見わたすのも当然だ。

　機械工学の技術屋にはまさに夢のような環かん境きよう。浮遊大陸オービエ・クレア中のありとあらゆるパーツと工具がここに収集されて保管されているなんて。

「本命はこの機ボ械ツ容ク器スだよね、きっと」

「それしかないですからね。で、この蓋ふたをどうやって開けるかというと、……やっぱり。こっちの電子端末は見覚えあります。さっきの問題第二弾だんですか」

　機ボ械ツ容ク器スから延びたケーブルが何本も電子端末につながっている。

　その端末に表示された画面を見つめ──




『あたしからの挑ちよう戦せん状。この封ふう印いん、開けられるもんなら開けてみなさい！

　開けるヒントも解読方法も全部この端末に入ってるから。頑がん張ばって見つけてね？』




「……なんですか。この腰こしの力が抜ぬけそうになる挑ちよう発はつは」

　思わず溜ため息いきがこぼれてしまった。

　しかも、あたしって誰だ。この機ボ械ツ容ク器スを封印した本人しか考えられないけど。

「端末一台使っての鍵探しみたいね。あたしもこういうの好きかも」

「あ、ダメダメ。今度こそ私が最初ですってば」

　端末の初期画面に表示された無数のフォルダ。

　容量だけ確認した時点で、このフォルダ群の中にもさらに細かいフォルダが格納されているのがわかる。

「容量もほぼ０からバカでかいものまで様々、と。……なら端はじっこにあるものから順番に調べてみ──」




『警告。あなたの操作が『巡じゆん回かい電子精せい霊れい』に発見されました。

　電子封印の解除に失敗しました。解除レベルを初期化、全暗号を書き換かえます』




「…………え？」

　画面に映っていたフォルダが一瞬で溶とけるように崩くずれさり、その直後にまったく同じ外見のフォルダが無数に配列されていく。

　……今のは何？

　……私、まだフォルダの一つを確認しようとしただけなのに。

「フォルダの中身だけ全部書き換わってるね。容量もさっきと違ちがってる」

「そうなると挑戦回数が気になるところですが……」

　再びフォルダにカーソルを合わせる。

　さっきはここでフォルダを開こうとして警告された。だとしたら────




『警告。あなたの操作が『巡回電子精霊』に発見されました。

　電子封印の解除に失敗しました。解除レベルを初期化、全暗号を書き換えます』




　今度はカーソルを合わせただけで全初期化。

「華宮、これ」

「わかってます。目に見えるフォルダへの接触アクセスは厳禁ですね」

　モニター上に設置された『目に見える罠わな』。電子封印を開くための鍵は、この端たん末まつのもっと深い電子領域内に潜ひそんでる。

　……既き定てい動作からフォルダを開放しようとすると弾はじかれる。

　……ならば、オリジナルのフォルダ開放プログラムを組んで実行するのが常じよう套とう手しゆ段だん。

　プログラム入力のための領域を作成し──




『警告。あなたの操作が『巡回電子精霊』に発見されました。

　電子封印の解除に失敗しました。解除レベルを初期化、全暗号を書き換えます』




「だからどうしてそうなるんですか!?」

　用意された入力は罠。

　こちらでプログラムを組みこもうとすれば、作成領域を開いた段階で拒きよ絶ぜつ。

　要は、こちらが電子端末のボタンのどれかに触ふれただけで一発退場というわけだ。電子封印の開放も何もない。

「まさかとは思いますが、これ、どっかに別の外部入力基き盤ばんなんてないですよね」

「…………」

「むぅ…………って、今度は一定時間経過でダメ!?」

「…………」

「エリエ、こういうトンチ合戦はあなたの方が得意でしょ。アイデアありませんか」

「わかった」

「え？」

　わかった？　まさかこの解法が？

　半信半疑ながら、それでもエリエの言葉に一いち縷るの希望を抱いだいた華宮が見たのは──

「たぶん、すぐには開けられないっていうのがわかった。これ考えた人すごいよ」

　もっとも予想とかけ離はなれた言葉。

　そして、目を爛らん々らんと輝かせた友人の姿だった。

「というと？」

「一年くらい前だけどさ、これとそっくりの悪戯いたずらパソコン作ったことあるの。その時はシェルティスに試しに挑戦してもらったんだけどさ」

　端末のキーボードに触れるエリエ。

　吐はきだされる警告表示。

　けれどエリエの指先は止まらない。何度も何度も、まるで一つの玩具おもちやに熱中する子供のように、瞬まばたきすら忘れて画面に現れる警告表示を見つめていた。

「シェルティスに？」

「うん。でもこの人のは、そういう悪戯とかの話じゃない。……すごい。あの監かん視しシステムをここまで高次元に実用化してるなんて」

　微び笑しようすら浮うかべ。

「うっわ、すごい楽しくなってきた！　ねね華宮、あたし今すぐ二ア羽ルのビ白レ鳥オに戻もどっていいかな？　あたしここに泊とまる用意してきたい！」

「解除に心当たりが？」

「うん。たぶん実際に作業始めたら華宮の方が得意な分野じゃないかな。ただ、本当にすごい人が作ったんだと思う。あたしが想定してるより難しい場合もあるし、そうしたらどれくらいかかるのか読めないや」

「……弱りましたね。皇姫様との約束もいつ果たせるやら。それにシェルティスを助けに行った本隊だって気になります」

　モニカ、ヴァイエル。

　皇姫サラが直じき々じきについているとはいえ、穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうすることがどれほど危険な行こう為いか知らぬわけでもあるまい。

　……まあモニカは。

　……言って踏ふみとどまる性格ではありませんし。

　向こうから帰き還かんの連れん絡らくがあるのを待つしかないわけだ。

「わかりました。いずれにせよモニカたちの様子も気になりますし、地上に戻りましょう。この電子封印を解除するには時間が──」




「珍めずらしいな」




　……

　……はて？

「エリエ、ずいぶん声が低くなりましたね」

「んーん。あたし何も言ってないよ」

「またまた。だって『珍しいな』ってあなたが言ったんでしょう。ここには私とあなたしかいないわけで、私が言ってないんだからあなたに決ま──」

「紗砂から連絡を受けて来てみれば」

　コツ……カツッ。

　小さく響ひびいてくる足音。そして初めて聞く声。

「！　誰だれですっ!?」

　なかば反射的に華宮は小しよう銃じゆうを入口めがけて構えていた。

　迂う闊かつ。聴ちよう力りよくに優すぐれたネルの民たみでありながら、エリエとの会話に夢中になるあまり足音の接近にまるで気づかなかった。

「それは、俺が敵か味方かという意味での問いかけか？」

　足音が止まる。

　自分たち二人が入ってきた隔かく壁へきのすぐ裏側で。

「……ええ。まずはその確認ですね」

　下がって。

　目線でエリエを後退させ、華宮は正面の自動ドアを凝ぎよう視しした。

「ここは皇姫サラ様を除けば、巫み女こと千年獅の第一位を除いてほとんどの者が知らない機密エリアですよ。そんな場所に現れるあなたは何者ですか」

「お前の言うとおりだ」

「え？」

　自動ドアが開いていく。

　そこに、長身の男が立っていた。

「千年獅の第一位、ファルバレン・シーケンサー。ならば俺がここにいても不自然ではないだろう」

　真っ黒のロングコートを羽織った男だ。

　鋭するどい眼光を灯ともした黒い瞳ひとみに、光を反射しない黒の長ちよう髪はつ。

　年ねん齢れいは二十代中なか頃ごろだろう。眉び目もくのととのった白はく皙せきの面立ちだけれど、表情はどこか哀あい愁しゆうを感じさせる。

「あなたが千年獅の第一位？」

「この場所を知っていること自体が何よりの証しよう拠こ、そう言ったのはお前だ。……ほかに証あかしといえば、せいぜいこんなものくらいか」

　男が何かを放ってくる。

　天てん井じようの光を浴びて輝かがやく銀色のプレート。

　……員章？

　プレートの表面に刻まれた名前。そして千年獅の位である獅し子しを模かたどった電子認証鍵キー。

　これは疑いようがない。まさか、同志である千年獅たちの前にすら滅めつ多たに姿を現さない第一位とこんなところで出くわすとは。

「大変失礼をいたしました。このような場での遭そう遇ぐうでしたので、ご身分を疑った無礼についてどうぞお許し下さい」

「────」

「あ、あの……？」

　員章を返そうとしたのだけれど、肝かん心じんの千年獅の方が無反応。

　その視線が見つめる先は──

「……ヨミ？」

「へ」

　華宮の斜ななめ後ろに立つエリエを見下ろして、彼は消え入るような声で呟つぶやいた。

　開いていた拳こぶしをそっと握にぎりしめ。

　その哀愁を帯びた黒い瞳で。

「あ？　あたし？　いやいや、あたしエリエっていうの。よろしく！　えと……」

「……そうか」

　わずかに天井へと顔をそらす千年獅。

「紗砂め、わざわざ『調整』中に念話を送ってくるから何かと思えば。俺に会わせたい奴やつがいるというのは、そういうことか」

「え？　あ、あの」

「その機ボ械ツ容ク器スは開かない。とっくに試しただろうが強力な電子封ふう印いん付きだ。あらかじめ答えの電子鍵キーを知らなければ手もつけられない」

「む？」

「むむ？」

「──という話を用意していたが」

　千年獅の男が、初めて口元に小さな笑みを浮かべてみせた。

「自力で機ボ械ツ容ク器スを開けたいという表情だな？」

「とーぜん！」

「当然ですね」

「ならば好きにしろ。だが一つ言っておくと、その封印の解除レベル４は本当に解法がない。プログラムの設計者から俺が直じき々じきに聞いた話だ」

「……え」

「……なんですかその理り不ふ尽じん設計は」

「電子封印はレベル１からレベル４まで。うち、レベル１から３までは自力で電子鍵キーを見つけられるが、レベル４だけは設計ミスで電子鍵キーを組みこみ忘れたらしい。……そいつは、いつもそう。肝心な時に何か一つはミスをしでかす奴だったからな」

　自分たちに目を向けて。

　けれど彼の瞳は自分たちでなく、どこか遠い遠い……昔を懐なつかしむように遠いどこかを映しだしていた。

「……なるほど」

　華宮は頷うなずいた。

　レベル１からレベル３までは解除できる設計になっている。それさえ確認できれば十分だ。レベル４に挑ちよう戦せんできないのは残念だが、残りは自力で開けられるわけだ。

「エリエ、いいですね」

「あいよー。ねね、そうしたらレベル４の答えだけ教えて。残りの１から３までは自分で考えるからいいよ。てか言わないでほしいな」

「統政庁」

「はい？」

　思いもよらぬ答えにエリエの声が裏返る。

「統政庁へ行けと言った。あの施し設せつの奥に安置されているミクヴァの緋ひ眼がんに接せつ触しよくしろ。機ボ械ツ容ク器スのレベル４解除コードはそこに隠かくされている」

「……えっと、それ何？」

「機ボ械ツ容ク器スの電子封印プログラムを作成した女が遺のこした、究極の代表作で失敗作だ。塔とうの55階にある塔とう内ない飛行場は知ってるな？　管制室には話をつけておく、すぐにでも統政庁まで飛べるはずだ」

「おお、ありがと！　あの、ええと千年獅の人」

「ファルバレン・シーケンサー様ですよ。まったくもって名前を覚えないんだから。……でも、私も護士候補生なので組織の中では末まつ端たん中の末端ですが、あなたとお会いできたのは光栄です」

　機メ械ツ帽トを外し、華宮は長身の千年獅をすっと見上げた。

「ここでお会いできたのも何かの縁えん。一つ聞いてよろしいですか」

「何だ」

「あなたの本当の名前」

　ぴくっ、と男の片目が細く鋭くなったのを確かに見た。

「……え？　それどゆこと？」

「エリエは知らないかもしれませんが、シーケンサーという家名はもう何百年も前に活かつ躍やくした生きつ粋すいの刀とう工こう血脈ですよ。その美しくも残ざん酷こくなまでに研とぎ澄すまされた黒金の刀とう紋もんは、天結宮ソフイアの錬れん護ご士しにも熱ねつ烈れつな蒐しゆう集しゆう家かがいることで有名です。……が、その家系も三十一代目が子宝に恵めぐまれなかったことから途と絶だえたはず」

　さらに言えば、代々のシーケンサー家にファルバレンなんて跡あと継つぎが存在しないことも調査済みだ。

　普ふ段だんから姿を隠してこんな塔の地下に潜ひそみ、名前もあからさまな偽ぎ名めい。

「あなたの名前が本名ではないと私は考えています」

「…………」

「ですので、もし許されるのなら教えていただきたい。これは単なる趣しゆ味みで興味ですので、そのぶん他人に漏もらすことはありません」

　冷たくも、どこか寂さみしげな眼まな差ざしの千年獅。

　その視線をまっすぐに受けとめて華宮は告げた。

「……博識だな」

　ややあって、千年獅が小さく噴ふきだした。

「先に一つ訂てい正せいしておこう。シーケンサー家にファルバレンという男は存在する」

「かーぐーらー？」

「あ、あれ？　おかしいですね」

「お前の知識が間ま違ちがっているわけではない。ファルバレンという男は、シーケンサー家がまだ刀工の名門として認められる前の時代を生きた男だ。お前が知識として持っているのは初代のエニシエからだろうが、ファルバレンはそのさらに前。……俺の剣けんを鍛きたえた男だ、世間的には無名だったから名を借りるには都合が良かった」

「……つまり」

「俺の名か。修復させた人型機械体アンドロイドにでも聞くがいいさ」

　カツッ。

　硬かたい足音を響ひびかせて、黒コートの千年獅がきびすを返す。

「あ、待って！」

「俺の名より任務を急げ。皇姫がアレの修復を命じたということは、それだけ決戦が差し迫せまっているということだ。下へ手たを打てば間に合わない……だから急げ」

　隔壁の向こうに消えてしまう男。

「……あの人さ」

　ぽつりと、隔壁を眺ながめていたエリエがふり返った。

「シェルティスのお師し匠しようさんじゃない？」

「はい？」

「前にシェルティス言ってたんだよね。塔に入る前はレオンと一いつ緒しよに訓練してたけど、塔に入ってから偉えらい人に双そう剣けん教えてもらったとか。すごく物静かで、なんだかいつも暗く沈んでるように見える人って言ってたから」

「それだけ聞けば間違いなさそうですが……」

「でしょでしょ？　あたしピンと来たんだよねー」

「ですが、その本人がまたいなくなっちゃいましたからね。私たちも上に戻もどりましょう。……しかし統政庁とは。あそこ、私あんまり良い思い出ないんですよね。しかもミクヴァの緋眼て何のことだかさっぱり」

　巫み女この護衛の時にも聞いた覚えはない。

　これは、もしや統政庁の中でも相当に機密度の高い情報なのかも。

「だいじょぶだいじょぶ、統政庁行ったら聞いてみればいいじゃん。誰だれか親切な人が教えてくれるって」

「うーん……。とにかく55階の塔内飛行場ですね。互たがいに用意するものもあるだろうし、二時間後に塔の地上フロアで待ち合わせましょう。なにか質問は？」

「ユトどこに行ったかしらない？」

「……あー。そうでした」

　行方ゆくえ不明の幼女の顔を思い浮うかべ、華宮は盛大に頭を抱かかえたのだった。








　第二章　『人と獣けものと復ふく讐しゆう者の物語』




　　　　１




　昼の陽光に満ちあふれたフロア。

　地表から上空二千メートル近いこの場では、窓ガラスを通過してさしこむ太陽の光までも澄すんで見える。

　天結宮ソフイア２７６階。

　床ゆかや壁かべ、天てん井じよう一面に、沁しん力りよくを宿した青の文もん様ようが刻まれたフロア。

　巫み女こが修行に専念する場であり、巫女の第五位であるユミィにとっては、魔ま笛てきに汚お染せんされた人間の浄じよう化かを行う施設でもある。

「そのはずが……」

　浄化室。

　真っ青な溶よう液えきに満たされたアクアリウムの水面に浮かびながら、ユミィはぼんやりと天井を見つめていた。

「浄化を受けるのがわたしなんだもん。立場ないなぁ」

　自分に侵しん食しよくしようとする魔笛は常時浄化していたつもりだけど、やはり塔に戻ってきたのだから他人の目でも検査してもらった方が安心できる。

　……だけど。

　……この検査、あんまり好きじゃないって言ったら怒おこられるかな。

　髪かみには髪留め、それに法衣から靴くつから何もかも全て。要は魔笛に汚染された可能性のあるものを全て一いつ斉せい浄化するのがこのアクアリウムだ。

「だからって、これじゃなんだかお風ふ呂ろと洗せん濯たくを一緒にされてるみたいだし」

　服や靴と一緒に洗濯されてる気がして、少し悲しい。

　一番気楽でてっとり早いのは巫女仲間──つまりは春蕾シユンレイかメイメルに浄化をお願いすることだけど、二人とも会議中で忙いそがしいということで泣く泣く取った選せん択たく肢しだ。




『検査終しゆう了りよう。ユミィ様、お疲つかれさまでした』




　スピーカーから検査主任の声。

　と同時に、巨きよ大だいなアクアリウムの水面が徐じよ々じよに下がっていく。

『仰おおせのとおり観測パターンを複数組み合わせた精密検査で確認しましたが、魔笛の反応は検知されませんでした』

「ありがとう。これで安心しました」

　溶液のしたたる靴でタイル床を進み、部屋の隅すみに用意された衣服ボックスに法衣も靴も全て投げこんでしまう。こちらは後で洗濯機へ。

　裸はだかになって身軽になった後は、自分はその先にある浴場行きだ。

「ふぅ」

　真っ白い蒸気に包まれた浴室。

　サウナのような熱気が肌はだから身体からだの芯しんに伝わっていく。花の香かおりを含ふくませた空気で心まで安らげる気分になって、それがすごく心地ここちよい。

　……本当に寒かった。

　……穢歌の庭エデンも、それに塔の最上階も。

　氷結鏡界で封ふう印いんされているのだから寒いのは当たり前。巫女として冷気に耐たえる訓練をしているとはいえ、それは苦痛に対して心を閉ざす経験を積むだけ。

　本当は巫女だって辛つらいのだ。

「だけどわたし……生きてるんだよね」

　サラ様がじきじきに助けに来てくれた。それにモニカ先せん輩ぱいまで、仲間らしき男の護士候補生の人も一緒に。それがすごく嬉うれしかった。

「……温かいなぁ」

　……やっぱり、塔とうの人はみんな温かい。

　壁の上部からふりそそぐシャワー。

　熱いくらいに温められた水すい滴てきを頭から足先まで感じながら、自分の肩かたを抱だきよせるように両手を交こう叉ささせる。

「お風呂から出て、そうしたら……」

　本ほん音ねを言えばすぐにでもベッドに飛びこみたい。

　こうして湯を浴びていると、徐々に身体が重くなっていくのがわかる。緊きん張ちようで押しとどめていたぶんの疲ひ労ろうが今になってこみあげてきた。穢歌の庭エデンにいる間、ずっと沁力を放出し続けていたのが大きい。

「まずサラ様とモニカ先輩にお礼を言って、あとメイメルと春蕾も気にしてくれてるだろうから報告しなくちゃだよね……ああ、でも眠ねむいしぃ……」

「そうねー。報告は大事よねー」

「へ？」

　むにっ。

　突とつ然ぜん、真後ろから誰かに抱きつかれた。そう思った時には、ユミィは背後の誰かに左右の脇わき腹ばらをつままれていた。

「あらユミィ、ウエストが二センチも減ってる。ずいぶんほっそりしたわねー。穢歌の庭エデンにいる間ってそんなに過か酷こくだったのかしら？」

「ひっ？　ひぁぁっ!?　その声は……メ、メイメル！　こら。ちょ、や、やめて……く、くすぐったぁひゃぁぁぁぁぁっっ？」

「あら、だけどコッチは少しも萎しぼんでない。普ふ通つうは脂し肪ぼうが減る時ってコッチから減るものだけど、さすが若いだけあるわねー。やわらかいのに張りがあるって素敵。肌のキメも細かいし、水を弾はじく肌っていいわぁ」

「あっ、ふぇっ!?　あ、ひゃぁぁぁっっ、そ、そこはダメ、ダメだっ……てば！」

「そこ？　そこってドコかしら。ちゃんと言ってくれないとわからないわぁ」

「い、いやぁぁぁっっっっっっっ!?」

　…………

　……………………
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「……も、もうダメ。降参」

　ばたん、とくずおれるようにユミィは床に腰こしを下ろした。

「まさか先輩巫女からこんな辱はずかしめを受けるなんて」

「なに言ってるの。爛ランへのお仕置きはこんなレベルじゃなかったわよ。そりゃもう泣いて気絶するまで許してあげなかったんだから」

「……変態」

　黒の紐ひも水着を着用した、鮮あざやかな翡ひ翠すい色の髪の女性をじっと見上げる。

　メイメル・イン・カーネイション。

　巫女の第二位。普ふ段だんはドレス風のゆったりとした法衣を着てるけど、実はものすごくスタイルが良いというのが巫女の間では公然の秘密で。

「ていうかどうして水着なんです!?」

「え。だってあなたがシャワー使ってるっていうんだもの。法衣のまま入ったら濡ぬれちゃうじゃない」

「だからって黒!?　しかも紐!?」

　水着の布の面積が少ないってレベルじゃない。紐で胸と下半身の周りをそれぞれ巻いて、それを水着と言い張ってるのと大差ないくらいだ。

「だいじょうぶよー。ちゃんと大事なところは隠かくしてあるから」

「……まあいいです。とにかくわたし着き替がえます。メイメルもそんな恰かつ好こうしてると風か邪ぜひきますよ」

「あら、それもそうね」

　案外あっさりと頷うなずく先輩巫女。

　そもそも巫女があんな水着なんて着る場面そのものが皆かい無むといっていいはずで、ということは本当に今みたいな悪戯いたずら用に用意したんだろう。

「着替えたかしらー？」

「まだですっ！　ていうか着替えたら廊ろう下かで待っててください。すぐ行きますから！」

　あっという間に法衣に着替え終えたメイメルに怒ど鳴なりつけ、濡れた髪の水気をタオルで丁てい寧ねいにぬぐいとる。

　……もう。

　……ほんと、素直じゃないんだから。

　更こう衣い室に用意された替えの法衣に着替え、メイメルの待っているはずの廊下へ。

「お待たせです」

「あら、早かったわね。もう少しゆっくりしてていいのに」

「心配かけましたので」

　そうなのだ。

　わたしが穢歌の庭エデンから戻もどってきたことを知って、その後はもう検査が終わるのも待てずにわたしの様子を見に来てくれた。

　それがさっきの浴場の一場面。とことん素直じゃないんだ、この女ひ性とは。

「ずいぶん遠出の出張おつかれさま」

　こちらの心境を知ってか知らずか、壁かべ際ぎわのメイメルが微び苦く笑しよう。

「遠えん征せいするときは事前に一言伝えてからになさい。あんまり突然のことだったから驚おどろいたわ。無事に帰ってきたというのも、それはそれで驚いたけれど」

「……向こうで、たくさんのものを見てきました」

「興味あるわね。だけど──」

　腕うで組ぐみするメイメルが、しばし無言で宙を見つめる。

「サラ様には報告を済ませたかしら？」

「いえ。でも、たぶん全部ご存じのはずです。……今回のことでようやくわかりました。あの人が目指してるものが、ようやくかいま見えた気がして」

　穢歌の庭エデンの奥にある景色。

　清せい浄じような大気が、大だい雪せつ渓けいが、古代の教会がそこにはあった。千年という永き月日をかけて氷結鏡界が浄じよう化かしてきた大陸をわたしは見たんだ。

「そう」

　宙を見つめていたメイメルが──

「それは、穢歌の庭エデンの内部が少しずつ浄化されてるという話かしら？」

「～～っ!?」

　声が、喉のどの奥でひっくり返った。

「わ、わたしまだ何も言ってないですよ!?　なのに、どうして!?」

「単に思いつきで言ってみただけ。でも正解かしら？」

「…………」

「普通の沁力結界の中でも魔ま笛てきの浄化効果はある。ならばその究極結界ともいえるものに浄化機能が備わっていないはずがない。だとすれば、氷結鏡界に封ふうじられた穢歌の庭エデンだって浄化されなければ理り屈くつに合わない。でしょ？」

　メイメル・イン・カーネイション。

　巫み女この第二位。〝結界〟の巫女の異い名みようを持つ彼女の、これこそが真価。

　……たぶん、ずっと前から勘かんづいてはいたんだ。

　……だけど確証がない状態で言えるような内容じゃないから。

　彼女は待っていたのだろう。

　自分の予想が裏づけられる今この時、この瞬しゆん間かんを。

「どこまで」

「ん？」

「どこまで、メイメルは推測を進めてるんですか？」

　純じゆん粋すいに聞いてみたいというのが半分。

　そしてもう半分は、彼女に対するわずかな畏おそれ。

　……もしもメイメルの仮説が、「あのこと」にまで及およんでたら。




〝紗砂シヤサの結界は、もとから千年間だと決まっていました〟

〝あなたですよユミィ・エル・スフレニクトール。あなたが次の皇おう姫ひとなって、紗砂から氷結鏡界を継けい承しようするのです〟




　サラ様の氷結鏡界は千年と定められていた。

　その千年が、穢歌の庭エデンを浄化しきる前に終わろうとしている。そうなれば、誰だれかがそれをサラ様から受け継つがなくてはならない。

　……もしもメイメルの仮説がそこまで及んでいるのなら。

　……彼女はなんて言うんだろう。

　皇姫になるということ。

　それは今後数百年、穢歌の庭エデンの浄化が終わるまで結界を祈いのり続けるということだ。

　今の友人、仲間がいなくなって。

　その子供、孫、孫の孫と出会い……そして彼らがいなくなっても、たった一人で天結宮ソフイアの頂上で祈り続ける宿命。

　……わたし…………。

　……まだ、その重さを受けとめられる自信がないよ。

　今は誰も何も言わないでいてほしい。考える時間がほしいから。だからこそメイメルの、心まで見み透すかされてしまうような洞どう察さつ力が怖こわかった。

「わたし？　やーね。別に何も考えてないわよ。いつも思いつきで行動してるだけ。今のだって勘が冴さえてただけじゃない」

「う、うそ！　ほんとは──」

「不安でもあるの？」

　わずかに目を細めたメイメルが。

「何か、穢歌の庭エデンで見たくないものを見てしまった。私にも話せない何かを知ってしまった。そんなことがありそうな表情ね？」

「……っ！」

　……だめだ。

　……この人には、隠そうと思えば思うほど逆効果になる。

「そう困った目で見ないでほしいわー。私だってあなたが見聞きしたことに興味があるだけよ。悩なやませるつもりで言ってるわけじゃないわ」

　手をパタパタとふってメイメルが苦笑。

「それはわかってるんですけど……」

「いいわいいわ。気がかりなこと秘密にしたって怒おこらないから。それより疲つかれは？　あと一時間くらいなら頑がん張ばれる気力ありそう？」

「それくらいなら……」

「良い子ね。じゃあ２８７階に行ってらっしゃい」

　２８７階。

　それってわたしの部屋があるフロア？　でも、それじゃあメイメルが行ってらっしゃいなんて言い回しするはずないし。

「もしかして春蕾？」

「ええ、レオンと一いつ緒しよに待ってるわよ。あなたが戻って検査中だって聞いて、大急ぎで会議も終わらせたって」

「……！　そ、そうだ。春蕾にもすごく心配かけたんでした！」

　なにしろ春蕾とは完全に分断されたかたちだ。

　浮遊島ラグーンに降り立った三体のセラの虚きよ像ぞうとの激げき闘とうがあって、その決戦直後に自分とシェルティスだけが穢歌の庭エデンに堕おちた。おそらくは最初にそれを察知したのが春蕾で、彼女がサラ様に伝えてくれたのだろうから。

「お礼も言わないとって思ってて」

「そうよー。ほら、首を長くして待ってるだろうから行ってあげなさい。その後は休息をとることを忘れずに。あと十分な栄養も」

「は、はい！」

　その場に留まる先せん輩ぱい巫女に一礼し、ユミィは通路を小走りに駆かけだした。
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　天結宮ソフイア55階・塔とう内ない飛行場──

「やっほー華宮カグラ。お待たせお待たせ」

　背中に大きなバックパックを背負ったエリエ。両手を振ふりながらこちらに走ってくる彼女を遠目に見つめ、華宮は小さく肩かたをすくめてみせた。

「やっほーではありません。四分三十秒の遅ち刻こくです」

「なんだ、なら走ってくる必要なかったかな。あと五分三十秒は平気だったみたい。ねー、ユト」

「ねー、エリ姉」

　エリエの脇わきにぴったりとくっつく黒くろ髪かみの幼女。

　身にまとうのは子供用の空色ワンピースだ。十歳にも満たない背せ丈たけとあどけない表情ながら、その大おお粒つぶの黒こく瞳どうは好こう奇き心しん旺おう盛せいそうに輝かがやいている。

「またバカなこと吹ふきこんで。その子が信じちゃったら大変でしょう」

「ん？　バカなことって？」

「……いやいいです。ここは一つ、ユトちゃんを探すことに時間がかかったということで自分を納得させることにしました」

「うん、ユトならすぐ見つかったよ」

「やっぱりただの遅刻じゃないですか!?……さっき確認しておきましたが、私たちの飛ひ空くう艇ていは離り塔とう準備できてるとのことですよ。ただし、乗り遅おくれると次の出発スケジュールまで最低三時間は待ちぼうけだからって念を押されました」

「げ。そりゃ困る。ユトおいで、急ぐよ！」

「だから言ってるのに。ほらこっちです」

　青あお錆さび色いろの対たい衝しようタイルが張られた床ゆかを進んで、向かう先は中央の滑かつ走そう路ろだ。

　すでにエンジン音を響ひびかせる銀色の飛空艇。

　流線型のフォルムに魚のヒレに似た一いつ対ついの翼つばさがついていて、まるで空を泳ぐ魚のようなイメージを抱いだかせる。

「あ、これこれ。あたしとユト前にも乗ったことあるよ」

「ねー。面白かった！」

「またまた何を言うんですか。これは高こう速そく艇ていですよ。それこそ浮遊大陸オービエ・クレアからよほど離はなれた浮遊島ラグーンに向かう用でもなければ乗れない代しろ物ものです。一いつ般ぱん旅客用は向こうの大きい飛空艇でしょうに」

「ううん。これこれ。シェルティスとね、あとレオンも一緒だった。でもやっぱりこういう飛空艇っていいよねー。あたしも一機ほしいな」

「暢のん気きなこと言ってないで行きますよ」

　うっとりと飛空艇を見上げるエリエの服を掴つかんで引っぱっていく。

　梯はし子ごを昇のぼれば、そこはすぐ操縦席だ。

「……あぁ、ついに憧あこがれの操縦席！」

　中央の機長席を見つめ、華宮は感かん嘆たんの声を上げた。

「前々から飛空艇の操縦ってやってみたかったんですよね。こう、空を飛ぶロマンというか。風を感じる瞬間というか。このために護士になったといっても過言ではないのです！…………で。そんな感動的な場面で何をしてるんですかエリエ」

「何って、ほら華宮もシートベルト締しめないと。離り陸りくするよ」

「りりくするよー！　エリ姉、ユトなにすればいいの？」

　ちゃっかり機長席に座ったエリエと、その右みぎ隣どなりの副機長席に座るユト。

「……私には、まるであなたたちが操縦する気まんまんに見えるのですが」

「だって華宮ってば方向オンチじゃん。操縦も苦手でしょ？」

「ユトそうじゅうできるよー」

「心配無用！　とにかく操縦は私です、二人とも席を替かわってください！　ほら早く！」

　機長席のエリエをゆさぶる。

「えー」

「えー」

　おずおずながら顔を見合わせる二人。と思いきや、二人は口をそろえて。

「だって操縦席の方が楽しそうなんだもん」

「それは私も同じですってば───────────っ！」




　　　　２




　天結宮ソフイア21階。

　巨きよ大だいなフロアを一〇〇近い小部屋に区切るという、少し変わったデザインの階だ。

　扉とびら前には開閉機能つきの電子認証装置つき。小部屋と小部屋の間は厚みのある間仕切りによって遮しや断だんされ、大声でいくら怒ど鳴なっても隣となりには届かない。

　この小部屋は全て打ち合わせ用。

　それも天結宮ソフイアで珍めずらしい護士候補生専用のプライベートルームだ。

「ええと、この先を右に曲がって直進で、さらに二つ先の十字路を左に折れて……」

　まるで外観の同じ部屋が一〇〇近く。

　そんな天然の迷路を、ユミィはかれこれ十五分以上迷い続けていた。

「ここをまっすぐで……あ、あれ。一つ前だっけ？……あ、こ、こんにちは。て！　ちょ、ちょっと逃にげないで!?　わたし単に私用なだけですってば───っ」

　すれちがう候補生たちが驚おどろきの表情で後ずさり。

　……や、やっぱり。

　……前に来た時も驚かせちゃったし。でもそんな全力で後あと戻もどりしなくたって。

　広いフロアを十五分も歩けば当然に候補生たちにも出くわすわけで。だけど、出会ったそばから「なんでこのフロアに巫み女こ様が!?」という表情で驚いて逃げてしまう。

　おかげで目の前の通路はすっかり自分一人だ。

「どうしよ。なんだかすごく悪いことした気分。……う、ううん。違ちがうよ、わたしは悪くない。このフロアが迷路になってるのが悪いんだから！…………そういうことに……し、……しておこうかなー……なんて…………」

　はぁ、と大きく溜ため息いき。

　一度来たことのある部屋だからってメモを置いてきたのが失敗だった。おかげで目的の部屋がどこにあるのかサッパリだ。

「ええと……結構新しくできた部隊だから部屋も奥の方だって言われて、それで前の時はあんな感じの通路をこんな感じに進んだ先にそんな感じの部屋が────あっ！」

　部屋の前に表示された電子表示板。

　蛍けい光こう色に点ともってるのは部屋が使われてる証しよう拠こだ。そこに表示されている名前を、ユミィは足を止めて見入っていた。

「あ、よかった。ここだよここ！」

　だけど、呼びだすボタンを押しても返事がない。

　通話ボタンを押して話してみても会話が一向に繋つながらない。あげくの果てに直接扉を叩たたいてみても無反応。

「モニカ先輩、先輩ってば！」

　表示板に「モニカ・イスペラント」の名前が光ってるじゃないか。

　穢歌の庭エデンから戻もどってすぐに魔ま笛てきの汚お染せん検査を受けたはず。その後すぐ21階に来たということは明白だ。

「…………」

　だけど、ここまで反応がないのはどうして？

　会議中？　いや、そうだとしたって相手はモニカ先輩だ、わたしが来たってことがわかればすぐに出てきてくれると思う。

「──────はっ!?　まさか!?」

　脳のう裏りを恐おそろしい妄もう想そうが横切った。

　実はモニカ先輩は、穢歌の庭エデンでわたしを助けてくれる時に幽ゆう幻げん種しゆから深刻な傷を受けていたんだ。それを悟さとらせないようわたしと別れて……！

「そ、それで……一人で傷の手当てをしようとしてここに来たんだわ。だけど出血のせいで動くこともできなくなって……わたしのインターホンに応こたえる力もなく床に倒たおれたまま徐じよ々じよに意識が薄うすれて、体温も冷たく─────────い、いやぁっっっっ!?　ダメですモニカ先輩、死んじゃ嫌いやっ！」

　ど、どどどどうしよう。

　きっと彼女は、この扉のすぐ向こうで助けを求めてるんだ。そうに決まってる。

「くっ！　そうと決まればこんな扉くらい！」

　およそ天結宮ソフイアにある扉で、巫女に開けられない扉はない。どんな強固な電でん子し錠じようだって巫女の権限の前にはあっという間に強制解錠だ。

「開きなさい！」

　電子認証鍵キーの前に自分の員章をかざす。

　待つこと数秒。赤かったランプが緑色に変わって扉が横開きにスライドしていくのを見、ユミィは転がるように部屋に飛びこんだ。

「開いた！　だいじょうぶですかモニカせんぱ────……せんぱい？」

　そこに彼女はいた。

　けれど予想していたように出血多量で倒れているわけでなく、傷の手当てのための道具が転がっているわけでもない。

　熟じゆく睡すいしていた。

　部屋のソファーに横たわって、それはもう見事に爆ばく睡すいしていた。自分がこんなに大おお騒さわぎしても起きる気配がないくらい。

「うーん。…………華宮、それは……だめ、だ。ヴァイエル……また……遅刻か」

　すやすやと寝ね息いきを立てて寝入るモニカ。

　そう表現すれば可愛いけれど、今の彼女は自じ慢まんの鮮あざやかな桜色の髪かみが寝ね癖ぐせでボサボサ。おまけに服装も上から下まで色あせたジャージ姿。さらには今の寝返りで上着がめくれあがっておへそが半分見え隠かくれという有様である。

　それに、寝ね言ごとの口元もちょっと笑顔がだらしない。

「…………」

　自分の中で何かがガラガラと音を立てて崩くずれていく。

　美しくも麗うるわしいモニカ先輩というイメージが、粉々になった瞬しゆん間かんだった。

　……そういえば。

　……モニカ先輩、任務以外だと自分はとことん出で不ぶ精しようだって言ってたっけ。

　前に部屋に遊びに行こうとしたら部屋が汚きたないからって止められた。それは本人の謙けん遜そんだと思って疑わなかったけれど。

「……ん。シェル……ティス……こ、こんな場所で…………そんな……恥はずかしい」

「どんな夢見てるんですかっ!?」

「むにゃ……わ、だ、だめ……だ。……むにゃ……エトコロノソサミが……値上がりで……火山が噴ふん火か……ヴァイエルの財布も爆ばく発はつ…………世界は救われた……」

　寝言がいよいよ訳わからない。

　ただ、それを呟つぶやいてる本人はすごく満足そうな寝顔だったりする。

「…………」

　出直そう。

　そして忘れよう。ここにいたのは綺き麗れいなままのモニカ先輩で、彼女は可愛いピンクの寝ね間ま着きで優ゆう雅がに微睡まどろんでいたんだ。そういうことにしよう。

　でも、なんだかすごく悲しい気分。

「また出直してきますです……」
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「ああ？」

　ふり返ったのとほぼ同時。

　目の前の扉が開いて、そこに立っていたのは大おお柄がらな金きん髪ぱつの青年だった。顔だちは悪くないのに、常時不ふ機き嫌げんですとでも言いたげな表情のせいでちょっと近寄りがたい。たぶん、初対面だったら間ま違ちがいなく身構えていただろう。

　──この人！

　穢歌の庭エデンで、亀き裂れつに落ちそうになった時に助けてくれた護士だ。モニカ先輩と同じ隊で、名前は……たしかヴァイエル。モニカ先輩の寝言にも出てきてた。

「あ、あの……」

「…………」

　こちらはモニカと違って儀ぎ礼れい衣い。ただ、左脇わきに大きな枕まくらを抱かかえているあたり、どうやら彼の目的も会議とか訓練ではない気がする。

「しかも枕が猫ねこちゃんデザイン!?」

「…………」

「あ、あの」

「なんだ、俺の部屋間違いか。邪じや魔ましたな」

「あああ待って！　お願いだから、そんなあっさり行かないで！」

　すぐさま出ていこうとする青年を呼び止めた。

「……偉えらい巫女サマがどうしてこんなとこにいる？　そういやウチの大将と知りあいだったとか何か言ってたか？」

「そ、それです！　そうなんです。と、とにかく部屋に入って話しましょう。……通路だと少しマズイので」

　開けっぱなしの扉のせいで部屋の内部が丸見えだ。

　ほかの候補生に注目されるとかいろいろ問題はあるけれど、しいて挙げればモニカ先輩の見られちゃいけない姿が見られてしまうというのが一番大きい。

「くそが、ったく何なんだよ」

　猫枕を放り投げて彼がおおげさに溜息。

「……あの、あなたはどうしてここに？」

「あ？　部屋で寝てたら教官に見つかって訓練サボるなとか怒鳴られたんだよ。向こうはこっちの事情なんざ知らねぇし説明しても無む駄だだろうが。じゃあ部隊で会議するフリして寝ようとしたら大将に先取りされてるってわけ」

「そうだったんですか。納得です……」

　ようやく合が点てんがいった。

　だからモニカ先輩も自分の部屋から出てきたんだ。

「んで、アンタはどうしてこんな下に降りてきたんだ。アンタなら部屋でいくら寝てようが教官に起こされることねーだろ」

「それはそうですけど……わたし、寝る前に御お礼れいだけ言っておこうって思って」

　穢歌の庭エデンに堕おちた自分とシェルティスを助けにきてくれた。

　いくらサラ様がついていたとはいえ、並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごじゃ済まなかったことくらいわかる。ついさっき春蕾のところに行って、レオンから同じことを言われたばかりだ。お前も疲つかれているだろうが護士を労いたわってやってくれと。

「ごめんなさい。さっきは……本当にちょっと放心状態で。帰ってきたんだって実感が湧わくのが遅おくれて返事もままならなくて」

「気にすんじゃねーよ。俺らは俺らで勝手にやったことだ。なにせウチのメンバーも一人同じ目に遭あってたわけだしな」

「……シェルティスは？」

　すると彼の方もしばらく天てん井じようを眺ながめて。

「まだこっちじゃ見てねえな。こっそり部屋に戻って寝ぼけてるか、そうでなきゃどこか適当に休んでるんじゃねえの。……あー、そういや華宮に戻ってきたこと伝えてねえが、まあアッチはアッチで勝手にやってるだろうしな」

　面めん倒どうくさげな表情で後ろ頭をかきつつ、おもむろに彼がソファーの方へと歩きだした。言うまでもなくモニカ先輩が熟睡してる場所だ。

「あーあー、だらしねぇ恰かつ好こうしやがって。色気の欠片かけらもねぇなこりゃ。だろ？」

「そこで同意を求められちゃうと……」

「おら起きろ大将。そこは俺の指定席だろうが」

　寝ている彼女の頭の下から勢いよく枕を引っこ抜ぬく。

「うひゃらへにゃっ!?」

「顔洗って目ぇ覚ましてこいっての。そんな寝ぼけた顔で巫み女こサマとご挨あい拶さつか？」

「う……大声を出さないでくれ。頭に響ひびく」

　まだ夢うつつな表情でぼんやりと立ち上がるモニカ先輩。

「…………よし、もう大だい丈じよう夫ぶ。それでどうしたんだ」

「どうしたもこうしたも、てめーにご挨拶したいって客が目の前にいるだろうが」

「なに？　なにを言ってる。そんなのどこにも──……」

　目と目があった。

　よれよれジャージのモニカ先輩と、きちんとした法衣の自分。

　それを知ってか知らずか、彼女は無言のままこちらを見つめ、一度自分の目をごしごしとこすって再びこっちをじぃ─────っと眺め。

「～～～～～っ!?」

　声にならない悲鳴を上げた。

「……あ、あの」

「待て。待つんだ！　六十秒。いや八十秒待ってくれ！　ヴァイエル後を頼たのむ」

　椅い子すに放りだしてあった儀礼衣を引っ掴つかむや、こちらの返事も待たずに部屋を出ていってしまう。

「あー。やっと俺の席が空あいた」

　当たり前のようにソファーに腰こしかけるヴァイエル。

「……どこ行ったんでしょう」

「知らねぇ。目的が着き替がえなら本命がトイレ、次点が隣となりの会議室、大穴中の大穴が廊ろう下かでそのまま生着替えってとこか」

「な、生……っ」

「廊下出て周りに人ひと影かげ無いって前提条件で一パーセントくらいか。……とか言ってる間にもう戻もどってきたみたいだけどな」

　部屋の外、猛もう烈れつな勢いで近づいてくる足音が一つ。

「待た……はぁ……っ……せ……った！」

　扉とびらが開き、そこには儀礼衣に着替えた本人が。

　速い。こんな数十秒で、しかもよく見れば化け粧しようも直されてて口元にはうっすらとルージュが塗ぬられてる。まさに一いつ瞬しゆんの早はや業わざだ。

　ただ、強情な寝癖だけはさすがに直せなかったようだけど。

「よぉ。目ぇ醒さめたか」

「う、うるさい！……こほん。……ビックリした。ついさっきまであんなことがあったのに、巫女がこんな下の階に来て平気なのか」

　ほんの少し恥ずかしそうにモニカ先輩が横目づかい。

「魔ま笛てきの検査は？」

「かなり精密にやってもらったけど異状なしでした。自分の感覚でも、特に痛いとか苦しい場所もないから」

「わかった。ならもう休んだ方がいい。医者からも言われただろう？」

「すぐ休みます。でも一言だけ……モニカ先輩もヴァイエルさんも、今回のことは本当に……何でしょう……ありがとうっていう言葉で終わっていいのかもわからないんです。本当に、まさか穢歌の庭エデンにまで先輩が来てくれるなんて思わなくて」

　モニカ先輩じゃなくても同じだ。

　巫女だって千せん年ねん獅しだって、天結宮ソフイアの誰だれもがそうだろう。穢歌の庭エデンの奥まで追いかけて巫女を助けるなんて無理だって思う。なにせ前例がない。かろうじて、穢歌の庭エデンに堕ちて戻ってきたシェルティスの例が一つあるだけだ。

「……たぶん、同じことをやれって言われても二度とできることじゃないと思うんです。誰にもできないことをモニカ先輩たちは成功させたんだなって。そのおかげでわたしとシェルティスは戻ってこれたんだなって」

「大げさだぜそりゃ。俺ら皇姫サマの背中にくっついてただけだからな」

「ううん。そんなことないですよ」

　あくびをかみ殺すヴァイエルに、とっておきの笑顔を向けた。

「地割れに落ちそうになった時、わたしの手をとって持ちあげてくれたのはヴァイエルさんだったじゃないですか。サラ様じゃないです」

「む……」

「たぶん二人とも、どこかでサラ様から表ひよう彰しようとかあると思うんです。だけどわたし、そういう表彰式の前にやっぱり自分でお礼を言いたくて。だから、本当に……嬉うれしかったです。ありがとうございました」

　息を吸って、ユミィは勢いよく頭を下げた。

「……別にそんな。候補生への謝辞より先にすることがあるだろうに」

「ほかの巫女に伝えることは伝えました。そしたらやっぱり、モニカ先輩のところに行ってこいって背中を押してもらって。だから──」

「…………」

　口元を引きしめて横顔を向ける彼女。

　そして。

「……違ちがう」

　擦かすれた小声が、食いしばった歯のあいだから漏もれるように伝わってきた。

「わたしたちは……単に言われたことをしただけだ」

「サラ様？　でもモニカ先輩がいたから──」




「イグニドだ」




　彼女の発した名前の意味が、すぐには理解できなかった。

「異い篇へん卿きようが、どうかしたんですか」

「わたしの態度が謙けん遜そんに見えたかもしれないが、事実だ。わたしは……イグニドに教わったことをしただけ。シェルティスとお前が穢歌の庭エデンに堕ちたことも、そうでなければ知らないまま終わってた」

「……ちょ、ちょっと待って！　頭の中が混乱しちゃって」

　あの黒ずくめの異篇卿が、わたしが穢歌の庭エデンに堕ちたことを先輩に伝えた？

　そんなバカな。

　そもそもいつ、異篇卿がどうやってそれを知り得た？

　あの場にはわたしとシェルティスしかいなかった。後々気がつくとしても春蕾だけで、彼女から情報が漏れるはずもない。

　──いま、明らかに話の風向きが変わってきた。

「ごめんなさい。こんな時に聞くのも本当はよくないんだろうけど……異篇卿から聞いたことを信じた理由って何だったんですか。巫女わたしが穢歌の庭エデンに堕ちたなんて確かめようがないことだし、異篇卿が言うことだからなおさら疑ってかかるだろうし」

「証しよう拠こはねぇよ。出しようがない」

　答えたのはヴァイエルだった。

　ソファーに背を預けていた彼が、いつの間にか身を起こしてこちらを見つめていた。

「だが、話には前段がある」

「……？」

「巫女サマが知ってるか知らねぇが、その話が来る前から俺らは塔とうにいなかった。フェルンの棘とげ森もりっつぅクソ寒い生ビ態オ生ト育ー野プでの見回りだ。見わたすかぎり雪と吹雪ふぶきだけっていう愛あい嬌きようの欠片もない場所でよ」

「はい……」

「そこに現れたのが、あの気に食わねぇ異篇卿だ。……あー。なんだっけ、セラの何とかっていう幽ゆう幻げん種しゆが湧いたから、それを倒たおすのに協力しろっつぅ話を持ってきた。この戦いに負ければ浮遊大陸オービエ・クレアがマズイって脅おどしも一いつ緒しよにな」

「セラの虚きよ像ぞう!?」

「それだ。そのセラの虚像とかっていう幽幻種は、ウチのトラブルメーカーが首にかけてる機械が同じ魔笛を感知したからな。出で任まかせじゃないことは裏付けがとれたわけだ。……その件は天結宮ソフイアでも討とう伐ばつ部隊を用意したんだろ？　だから、そこに合流するかたちでシェルティスアイツが乗っかったってわけだ」

「…………」

　知らなかった。いや、信じこんでいた。

　あの時シェルティスが来てくれたのは、天結宮ソフイアが彼の拘こう束そくを解いてくれたからだとばかり思ってた。

「……ようやく話が見えてきました」

「そいつは何より。だがま、最後まで言っておくと、その件があったから今回の異篇卿の話にも信しん憑ぴよう性せいがあったわけだ。ウチからすりゃあ、すぐに帰るっつって出ていった奴やつが戻ってきてない。何かが起きたことは予想できてた」

「それで──」

「そっからは大したことはしてねぇよ。天結宮ソフイアに戻って塔の頂上にいた偉えらい姫様に頼みこんだら、なんか自分もついてくとか言って穢歌の庭エデンの扉が開いた。……先に言っとくが、異篇卿の目的なんざ見当つかねぇからな」

「何か一つでも言ってませんでしたか」

「そんなヒント残していく相手じゃねえだろ。ただ、あの穢歌の庭エデンの扉を開ける行こう為いってのは穢歌の庭エデンとこっちを繋つなげることだ。下手すりゃ開きっぱなしの扉から幽幻種がワサワサ這はい出てくることになる。それが目的なんじゃねえのか────ってな具合で、あの時は考えてたけどな」

　煮にえきらぬ表情で呟つぶやく彼。

「……まるで、今は違うって考えてるみたいですね」

「矛む盾じゆんする」

　その返事に迷いは一切感じられなかった。

「さっき話したセラの虚像が現れた時、異篇卿はそれを止めたいからってウチの小こ僧ぞうをスカウトしてきた。だけど今度は幽幻種を呼びだしたいってのが目的だとすりゃ、最初のセラの虚像を倒したいって理由と真っ向から食い違う。だとすりゃハズレだ。あの黒ずくめが俺らに情報を伝えてきたのは、穢歌の庭エデンの扉を開けさせて幽幻種を呼び招くことじゃねえって結論にいたるだろ。何かあるんだろうな、全然別の理由が」

「……すごい、頭いいんですね」

　この短時間で、わずかな動機の差さ違いから自分の説を自分で覆くつがえした。

　ぶっきらぼうな物言いと面めん倒どくさがりな印象の裏で、本質はメイメルに似た分ぶん析せき派なのかもしれない。

「モニカ先輩は、本当に仲間の人に恵めぐまれたんですね」

「え？　ま、まあ。このわたしの部隊のメンバーだからな。それはもう知性教養にも秀ひいでた選えりすぐりでなければ」

「一番頼たよりねぇのが大将なんだから、これで下したっ端ぱがダメなら終わってるだろ」

「ヴァイエル貴様ぁぁぁっ!?」

「いてっ、痛ぇ、ボールペン突つきさしてくるんじゃねえよ！」

　ソファーの青年に襲おそいかかるモニカ先輩の図。

　もはや傍ぼう観かん中の巫女わたしの存在は二の次だ。

「あの、モニカ先輩？」

「っ。ああ、話の続きだったな……と言ってもわたしたちが知ってるのもここまでだ。お前とシェルティスを助けて以来、イグニドは姿を見せてない。穢歌の庭エデンの扉はサラ様が閉じることに成功したけど、それで異篇卿の狙ねらいを潰つぶすことができたのかどうか」




〝ねぇユミィ〟

〝まだ私がわからない？　本当に？　本当に私が誰だかわからない？〟

〝シェルティスの次に愛いとしく、そして憎にくらしい。そんなあなたは最後に虐いじめて虐めて虐めつくしてあげると決めているから〟




　……嫌いやなこと思いだしちゃった。

　天結宮ソフイアの、よりによって巫女の自室にまでイグニドが侵しん入にゆうしてきた時のこと。

　あの後で徹てつ底てい的てきに調べたけれど、あらゆる監かん視し機器にも怪あやしい人物が写ってる形けい跡せきはなかった。対策の立てようがない。

　──奇き妙みよう。

　──あの異篇卿はどうやって、誰にも怪しまれずに塔に侵入したのか。

　だけど、そんな不気味さよりも気になるのが存在感。

　何かが違う。怖こわいとか不気味という言葉では喩たとえられない、自分と決定的に相あい容いれない異物感を感じずにはいられなかった。

「どうした？」

「っ」

　すぐ目の前のモニカにまじまじと見つめられ、反射的に姿勢を正した。

「ずいぶん思いつめた表情をしていたけれど」

「だい……じょうぶ、だと思います」

　息も絶え絶えに頷うなずいた。

　いつからだろう。着たばかりの法衣が全身ぐっしょりと汗あせに濡ぬれている。それも氷のように冷たい汗。

「わたしも気をつけます。モニカ先せん輩ぱいも──」

「ユミィ」

　真しん剣けんな面おも持もちで見つめてきた。

「わたしの知る情報はこれきりだけど、逆にお前だけが知ってるような情報はないのか？」

「え？」

「ああ、いや……そんな大げさに捉とらえないでくれ。秘ひ匿とく情報を聞きたいわけじゃなくて、自分一人で抱かかえてる問題があれば相談に乗るから。そういうつもりで言っただけだ」

「……はい」

　声として漏れそうになった動どう揺ようを、かろうじて胸の奥へと押し返した。不幸中の幸いだ。先んじてメイメルに同じことを聞かれてたから、何とか心の準備ができていた。

「ありがとう。今は何とか大だい丈じよう夫ぶです」

「そうか。ならよかった」

　小さく安あん堵どの息をつくモニカ先輩。

　その姿に、ちくりと胸が痛む。

　……ごめんなさい。本当にごめんなさい、先輩。それにメイメル。みんな。

　……今はまだ……わたしの中でも落ちついて話せる自信がないの。

　氷結鏡界の終わり。

　千年が終わり、そして始まる数百年の新たな究極結界。本当にそうでなければいけないの？　それ以外に浮遊大陸オービエ・クレアを救う方法はないの？

　今は、まだ。

　話せない。今はまだ、わたしのことを皆みんなに話す時機じゃない。

「……わたしそろそろ」

「ああ。また何かあれば。……それでヴァイエル、いい加減にそのソファーからどけ。お前のでかい図体があるとわたしが横になれないだろうが」

「ああっ？　こんなの早い者勝ちだろ」

「だから、そこはさっきまでわたしが────っ」

「あ、あのぉ、じゃあわたしはこれで」

　再び口げんかになった二人を背にして、ユミィは会議室を後にした。

「…………」

　そうだ、穢歌の庭エデンから戻もどってきたところでまだ何一つ終わってない。

　探さないと。考えないと。

　氷結鏡界をサラ様から譲じよう渡とされる以外に浮遊大陸オービエ・クレアを救う方法。

　穢歌の庭エデンの深しん奥おうで、白夜色の蛇ミクヴエクスはもう一つだけ方法があると言っていた。その方法はシェルティスが知っている。彼から聞けと。

　……だいじょうぶ。

　……まだ希望はあるよ。シェルティスがすごい解決方法を知ってるかもしれないから。
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「有りはしませんよ」

　はるかにそびえ立つ天結宮ソフイア。

　蒼そう穹きゆうの天上に向けて延びる白はく亜あの塔を仰あおぎ、イグニドは呟いた。

「シェルティスを救う方法。浮遊大陸オービエ・クレアを救う方法。穢歌の庭エデンを消しよう滅めつさせる方法。どれもが誰だれかの犠ぎ牲せいをともなう。この傷だらけの世界は、そう、そんなに優しいものじゃない。なぜそれがわからないの？」

　黒い鍔つば付き帽ぼうが、塔からの吹ふき下ろしの風を受けて飛んでいく。

　あらわになる素顔。

　それを気に留める様子もなく、淡い黄金色オフゴールドの髪かみをなびかせて「彼女」は立っていた。

「愚おろかなユわミたィし。……本当に、あなたが世界で一番嫌きらい」

　かつては純白の法衣を身にまとい。

　それがいまは、こうして漆しつ黒こくの衣装を身につけている。

「……そろそろ時間。ミクヴァの緋ひ眼がんが動きだす」

　ミクヴァの緋眼──統政庁の奥深くに奉たてまつられたソレは、ある機械工学者が千年もの過去に禁断水すい晶しようを真ま似ねて造りだした幽ゆう幻げん種しゆの観測装置だ。だからこそ、オリジナルである禁断水晶の力をもってすれば装置への直接命令が可能になる。

　それができるのは禁断水晶の洗礼を受けた皇姫サラ、機械水晶イリス、ユミィ。

　そしてユミィの対つい存在である自分。

「とはいえ……もうコレができるのも最後かな」

　穢歌の庭エデンの深奥でユミィが禁断水晶に触ふれたことで、皇姫サラの継けい承しよう者の地位は完全にユミィのものとなった。今はまだかろうじて耳を貸すが、いずれミクヴァの緋眼も自分の命令など聞かなくなるだろう。

　──これが最後。

　──だが、この一回で計画は最終段階へと移行する。

「観測結果を解きはなつ」




　Li Xea =F shela , さあ起きてelmei /x-delis tis, 全てのSelahpheno 忘却された sia-s Orbie Eden.子供たち




　イグニドの立つ足あし下もとが濃こ紫むらさき色いろの霧きりに満ちていく。

　大地が煮しや沸ふつするかのごとくうねり、その真下で何かが蠢うごめいているのがわかる。有機的に洗練された四つ足の外観。中には翼つばさを持つもの、竜りゆうの姿を模したものもいる。

　──幽幻種。

　──千年もの間、ミクヴァの緋眼が観測を続けてきた怪かい物ぶつたち。神性を帯びたセラの虚きよ像ぞうという例外を除けば、浮遊大陸オービエ・クレアへ侵入してきた全個体が記録されている。

「再生時間はもって一時間。その間に目指すは塔とうの頂上」

　右手に提さげた鞄かばんを握にぎりしめる。

　開きかけのファスナーからは、真白い衣服がわずかに覗のぞいていた。

「……待ってて。もうすぐだから」

　誰に向けての言葉ともつかぬ決意を風に混じらせて、イグニドは天結宮ソフイアへと歩きだした。








　第三章　『人と神と機械たちの夢』




　　　　１




　凝ぎよう縮しゆくされた蒼あお。

　水すい滴てきがまたたく間に氷の粒つぶと化す氷点下の大気によって錬れん成せいされ、空の色は鮮あざやかな青から神秘的な深みを帯びた蒼となる。

「ちょ、ちょっとエリエ───────────っっっっっ!?」

　そのはるか高き天上を、一機の飛ひ空くう艇ていが凄すさまじい勢いで駆かけぬけていく。

　流線型の機体から白い飛行機雲を描えがきつつ、真下の雲海すれすれを滑かつ空くうする姿はまるで海面を飛び跳はねるイルカのようだ。

「いやっほぉーっ！」

「じゃないですってばぁぁぁっっ!?　ど、どどどうするんですかこの状じよう況きよう！」

「……んー。どうしようねユト」

「ユトわかんないー」

「わからないで済むような問題ですか！　だって、だって私たち」

　飛空艇の操縦室。

　左右に並んだ操縦席の真後ろに座り、華宮カグラは真下の雲海を指さした。

　黒い筋。自分たちの飛空艇の影かげ？　最初はそう思っていたが違ちがう。影の大きさは実に飛空艇の機体の倍以上。影にしては大きすぎる。

「思いっきり疾竜ワイバーンに追いかけられてるじゃないですかぁっ──────！　だから怪あやしい雲海には突つっこむなってあれほど言ったのにぃぃぃぃっっ！」

「すごいよね。まさかあんなところに竜りゆうの群れが隠かくれてるなんて。次は気をつけよ」

「次の前に今！　今どうするんですかぁぁっ！」

　子供の疾竜ワイバーンの真横を通過したのが運のツキ。我が子を襲おそわれたと勘かん違ちがいした親竜が激げき怒どして自分たちの飛空艇を猛もう追つい跡せきというわけだ。

　かれこれ、もう三十分以上。

「お、よかった。そろそろ統政庁の領空だよ」

　機長席のエリエが声を弾はずませる。

「これで一安心。疾竜ワイバーンに空中で撃うち落とされても統政庁に不時着できるしね。ユト、華宮もパラシュートの準備しておいて」

「……全然よくないと思いますが」

　渋しぶ々しぶと脱だつ出しゆつ用パラシュートを装着。副機長席に座るユトにも子供用のパラシュートをつけてやる。

「最後に、あの疾竜ワイバーン目がけてミサイルでも発射する？」

「やめて！　お願いだから刺し激げきしないでくださいってば！　直ちよく撃げきでもしないかぎり竜の鱗うろこには傷一つつかないんですから！」

「ちぇ。つまんないの。……あれ？」

　操縦席の真正面に表示される画面へとエリエが顔を近づける。

「いつの間にか通信入ってきてる。誰だれだろ」

「こんな時にですか？」

　統政庁の領空に入ってすぐの通信だ、統政庁の管かん制せい室である可能性が高い。

「疾竜ワイバーンなんておまけ付きだからでしょうね。余計なお客さんを引き離はなしてから着陸してくれなんて言われたらどうしましょう」

「ね。とにかく通信開いてみよっか。ユト、あたしの前にある赤いボタン押してみてー。いまこっち手操縦で手て一いつ杯ぱいなのよね」

「はーい。えと……これ？」

　エリエの座席にある通話機を操作するユト。

　と同時、流れるような雑音ノイズの中から言葉らしき音声が。

『────────────────────────────────────────────にちは。声は──────届いていますか』

　女性の声だ。

　落ちつきと余よ裕ゆうを感じさせる大人の声。

「聞こえてるよ。ちょっと感度悪いけど、だんだん安定してきてるし」

『─────────それは──よかった。こちら統政庁の管制塔とうですが、こちらで観測したところ、天結宮ソフイアからの渡と航こう者ということで間ま違ちがいないですか』

「そうだよー。もうすぐ着くと思うから誘ゆう導どうよろしく」

『わかりました。ところで念のため確認しますが、あなた方の後ろについてきている大きな生き物。ペットにしては大きいかなと思いまして』

　ほらきた。

　……というか、まあ当然聞かれますよね。

「エリエ、ここは穏おん便びんにお願いします。統政庁の管制塔は、状況に応じて領土への離り発はつ着ちやくを制限できる権限を持ってます。相手の機き嫌げんを損そこねるとえらいこ──」

「それがね、限界速度いっぱいでタイムアタックに挑ちよう戦せんしてたんだけど、ちょっと目を離してる隙すきにでっかい雲海に突っこんじゃってさ」

「何でバカ正直にぶちまけるんですかぁっ！」

『事情は把は握あくしました。それではこのまま直進してください。こちらで着陸のコースを誘導します』

「へ？」

　怒おこられない。これ以上の質問もない。よくて不機嫌声、最悪ならそのまま竜を連れて帰ってくれとまで言われるかと思ったけど。

「あいよ。速度は？」

『そのまま最高速を維い持じ。こちらの電波塔から竜種の嫌いやがる高周波を常時流していますので、もうそろそろ相手も苦しくなっていると思います』

「……なるほど、竜除よけの設備が作動しているわけですか」

　浮遊大陸オービエ・クレアにも地竜と呼ばれる竜種がいるが、基本的に生ビ態オ生ト育ー野プからは出てこない。天結宮ソフイアにとっては馴な染じみの薄うすいタイプの機器だ。

　──と言っている間に、背後の影がみるみる小さくなっていく。

「あ、ねえねえエリ姉。後ろの大きな竜さんが引き返してく」

「竜除け機器か。あとでどんな機械なのか見せてもらいたいな」

　エリエが操縦を手動から自動制せい御ぎよモードへ。

　あとは統政庁の指示にしたがって着地するだけだ。

「さて、前回みたいな騒そう動どうはご免めんですよ」

「ん？　華宮なにか言った？」

「なんでもありません。ほら通信、また入ってますよ」

　機長席の背もたれの部分に肘ひじを載のっけて画面を指さし。

　……このまま竜に追われた方がマシだった。

　……なんてことが起きませんように。

　誰だれにも聞こえないように呟つぶやいて、華宮は眼下の大地を見下ろした。

　統政庁。

　世界でもっとも巨きよ大だいとされる浮遊島ラグーンが、この飛空艇の真下に悠ゆう然ぜんと浮ういていた。




　　　　[image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり]





「やっぱり大地はいいですね。ほっとします」

　舗ほ装そうされた大地を踏ふみしめ、華宮はふっと上空を仰あおぎ見た。

　さっきまで疾竜ワイバーンに追いかけ回されていたのが嘘うそのよう。真っ青な空はどこまでも澄すみわたり、逆に怖こわいくらいの静けさに満ちている。

「ついたー。この浮遊島ラグーンが統政庁ね。あたし初めて来たよ」

「エリ姉エリ姉、ユト知ってるよ。ここ、果くだ物もののジュースがおいしいの。青レモンのジュースが好き」

「へぇ。そんなのあるんだ。そういや運転しっぱなしで喉のどカラカラだよ。そうと決まればさっそくどこかの喫きつ茶さ店てんでも探そっか」

「任務が先ですよ」

　走りだそうとする二人の手を問答無用で掴つかむ。

「統政庁の聖廊に安置されているという至し宝ほう『ミクヴァの緋ひ眼がん』。とにかくそれを見つけるのが先です」

「そうなんだよね。どうしよっか」

「……どうしよっかと真顔で言われましても」

　エリエに問われ、華宮はそれとなくあたりを見回した。

　統政庁の空港。乗ってきた飛空艇はひとまず整備士に調整させて、自分たちは発着ゲートの前まで来たところだ。

　忙せわしなく行きかう旅客。客室乗務員、空港の事務員も混じってる。

「華宮は前に来たことがあるって言ってたよね」

「ええ。しかし以前は巫み女こ様一行の護衛という立場だったので、何から何まで勝手に用意されてたんですよ。ちゃんとガイド役の人も統政庁から派は遣けんされてきたので」

「ほうほう。じゃあ今回も」

「そこが問題なんですよね」

　そもそも統政庁の聖廊というのが何ど処こにあるのかわからない。

　統政庁の庁舎のどこかだとは予想がつく。ただ、その場所を庁舎入口の案内所で聞いて素直に教えてもらえるのかどうか。重要施し設せつだとすれば一いつ般ぱん事務員が知らない可能性だってある。

「流れからして、誰か手配されてると思ったのですが」

　千せん年ねん獅しの第一位が急げというから慌あわてて統政庁まで来た。飛空艇だって事前に根回しされてたし、今回も前みたいに天結宮ソフイアの関係者が協力してくれると思ってた。

「エリエから見て怪しい人はいませんか」

「怪しいっていうんなら、機メ械ツ帽トかぶった華宮が一番あやしいよね」

「阿あ呆ほなこと言ってないで。こっちを頻ひん繁ぱんに見てる人とか、近づいてくる人とか」

「華宮の目の前にいる人は違うの？」

「そうそう…………へ？」

　目の前。

　あわてて正面にふり向くや、その人物と目があった。

「こんにちは、天結宮ソフイアの皆みな様さま。あいにくと歓かん迎げいが私一人で物もの寂さびしいですが」

「その声……あなたはさっきの管制塔の？」

「はい。ぶじ疾竜ワイバーンも離れていったようで何よりです」

　艶あでやかな笑みをこぼす女性。

　黒くろ髪かみを目の上あたりでばっさり切った髪型の女性だ。

　年ねん齢れいはいくつだろう。まだ少女のようにも見えるけど、落ちついた物もの腰ごしと口調のせいでずっと大人びた印象を受ける。目鼻立ちの整った美人系の相そう貌ぼうで、儚はかなく優しげな黒の眼まな差ざしはどこか浮き世離れしている。背は、うちの部隊だとシェルティスと同じか少し低いくらいだろうか。

　モデル体型というか、ほっそりとした身体からだを着物調の服に包んでる。

「紫し苑おんと申します。先ほどそちらの飛ひ空くう艇ていに通信をお送りしました。肩かた書がきは……そうですね、『天の車』という機関名を出した方がよろしいでしょうか」

「……天の車」

　華宮にとってはまだ馴染みの薄い機関名だ。

　……たしか統政庁の特務機関でしたね。

　……まさか、いきなりその名前が出てくるとは思いませんでした。

　そのメンバーが表だって天結宮ソフイアに接せつ触しよくしてきたのは、確か『第九ヒユーイツク』が最初だったはず。異い篇へん卿きようの拠きよ点てんに乗りこむという話を引っさげてきた時だ。

「ただ、私自身は現げん役えきのメンバーではありません。補ほ佐さといいますか参さん謀ぼうといいますか、年長者としてご意見番をしているだけですが」

「年長者ですか？　失礼ですが、そこまでお年を召めしているようには」

　と。

　彼女が意味深に横顔を向けて。

「あなた方がさっき出会った千年獅の第一位と同じです。私も彼も、外見にそぐわずだいぶ老体なので」

「っ！　あの人を知ってるんですか」

「ええ。そして今回は『天の車』でなく、彼の友人として連れん絡らくを受けたというわけです」

　そこまで流れるように言い終えた紫苑が、ふと唐とう突とつにエリエへと向き直った。

「……あなたが……ヨミの」

「え？」

　当のエリエは狐きつねにつままれたような表情。けれどすぐさま、本人は両手と首を真横に大きく振ふってみせた。

「あ、あのさ。それ千年獅の人にも言われたけど人ひと違ちがいだよ。あたしはエリエって名前があるもん」

「はい。それも存じています」

　そんなエリエを愛いとおしげに見つめる紫苑。

「ご無礼をいたしました。あなたが別人とわかっていてなお、懐なつかしくなってしまって」

「あたしと似た人？」

「ええ。とてもよく似てる。顔だちも雰ふん囲い気きも、着ている服に染みついた機械油の臭においまで何もかもが懐かしい。……同じことを、あなた方が会った千年獅も言っていました」

　あの人が？

　地下室で会った時には寡か黙もくで人見知りみたいな印象だったけれど。

「彼から、私が道案内を頼たのまれたというわけです」

「……おお。よかった！　ね、華宮。あたしら困ってたところだったんだよね」

「まったくです。来るときは竜りゆうに追いかけられて、着いたら着いたで途と方ほうに暮れるなんてのはご免ですから。本当に助かりました」

「では参りましょう。まずは統政庁の建物までご案内します」

　薄うす紫むらさき色いろの着物を優ゆう雅がにひるがえす紫苑。

　そのすぐ後ろにエリエとユトが続くのを、最さい後こう尾びで華宮は見つめていた。

　……何でしょう。

　……この紫苑という女性を無理やり疑うわけではないけれど。

「違い和わ感かん？」

　自分でもわからない何かを頭の隅すみに感じながら。




　　　　２




　宵よい闇やみ。

　一片の明かりさえ死し滅めつした無む明みようの空間がそこにはあった。

　どこまで続いているのかもわからない虚こ空くう。ただただ、極大の熱によって炙あぶられて流動する超ちよう高熱の気流が、その地下フロアを満たしていた。

　サウナと呼ぶには熱すぎる。

　喩たとえるならマグマの煮にえたぎる噴ふん火か口こう。一呼吸するだけで喉と肺とが焼けただれる熱気の大おお渦うずだ。

『ナタラーシャ、ここにいる？』

　どこからともなく、楽しげな子供の声。虚空から前まえ触ぶれなく発生しては、無明の空間全方位へとゆっくり伝わっていく。

『うん。ナタラーシャここにいるね。すっごく熱い気流が渦うず巻まいてる。訓練中だ』

『ねえねえどこ？』

『いるならいるって返事してほしいね』

　轟ごう。

　一いつ瞬しゆんの爆ばく発はつ音をともなって、フロアの一いつ箇か所しよに真っ赤な炎ほのおが立ちのぼる。

「お待たせ」

　赤せき炎えんに照らされ浮かび上がる女性のシルエット。

　大きく波打った真しん紅くの長ちよう髪はつが印象的な女性だった。豊満な胸の双そう丘きゆうと折れるほどに細いウエスト、再び盛り上がる腰よう部ぶからふとももの艶なまめかしい曲線が、身体に密着するタイトなワンピースによって浮き彫ぼりになっている。

『訓練終わった？　すごい汗あせだよ』

『うん、すごい汗だね。水飲まないと死んじゃうよ。唇くちびるもカサカサだし、頭痛に目め眩まいも起きてるんじゃない？　もう完全に脱だつ水すい症しよう状じよう』

「慣れっこよ」

　宙を舞まう火の粉こを愛しげに見つめるナタラーシャ。かと思いきや、彼女は突とつ然ぜんの不満顔で仰ぎよう々ぎようしく肩かたをすくめてみせた。

「あーあ、まったく誰だれがこうして私に炎使いの才能を与あたえてくれたのかしらね。おかげで訓練するたびに玉の肌はだがカサカサじゃない」

『ボク、異篇卿はみんな偉えらいと思うよ』

『うん、偉いね。みんな今でもすごく強いのに誰一人訓練を欠かさない。だからボクらも安心できる』

　渇かわききったナタラーシャの唇。

　だが、もっとも刮かつ目もくすべきはその下。彼女の首から下にできた無数の火傷やけどだ。

　強力すぎる炎は、術者自らをも傷つける。無限に高まる熱量を求めれば求めるほど炎は暴走し、ナタラーシャに対してさえ牙きばを剥むく。

『痛くない？』

「痛いわよ。でも利きかん坊ぼうを手なずける代だい償しようだから仕方ないわ」

　手の甲こうにできた傷をペロリとなめる彼女。焼けただれた肌と、そこからにじみ出た赤い鮮せん血けつがあまりに痛々しい。

「それで？　天結宮ソフイアを偵てい察さつしてたんでしょ、進展は？」

『イグニドが塔とうに向かったよ。ミクヴァの緋ひ眼がんを使えば警備を混乱させられるからって言ってた』

『うん、言ってたね。あと別ルートでベルトマーも合流予定』

「そ。じゃあもうすぐかしら」

　渇ききった喉のどで、ナタラーシャは深く深く吐と息いきをついた。

「もうすぐ悲願が叶かなうわ。重界──重層世界『楽園幻げん想そう』によって穢歌の庭エデンを切り離はなし、世界は、幽ゆう幻げん種しゆに怯おびえることのない楽土を取りもどす」

『もうすぐだね』

『うん、もうすぐだよ。あの怖こわい幽幻種を別世界に隔かく離りできる。あとはイグニドが天結宮ソフイアの頂上で氷結鏡界を壊こわしてくるだけ』

　度たび重かさなる結界の破は壊かい。

　セラの虚きよ像ぞうの浮ふ上じよう。

　そして今回、皇おう姫ひサラは自ら穢歌の庭エデンに続く扉とびらを開いてしまった。

『次に結界が壊れれば修復はできないね。もともと千年という期間だったんだから』

『ねー。永かったよね。だから異ボ篇ク卿らは千年間も待つ必要があったんだし。といっても、ボクとノイエは帝てい国こく時代から千年間ずっと寝ねてたんだけど』

「えらく気楽なものよね」

　蒼あおのノイエと碧みどりのノエシス。

　いまこうして話している双ふた子ごは、年齢だけならばナタラーシャの何十倍という時を生きている。皇姫サラとほぼ同世代。違ちがいといえば皇姫が時間の止まった人生を生きてるのに対し、こちらは千年もの間、浮遊大陸オービエ・クレアの地下で眠ねむり続けていたことだろう。

　──双子は時を待ち続けていた。

　──氷結鏡界の千年が過ぎて、新しい結界が紡つむがれる瞬しゆん間かんを。

「まずイグニドが氷結鏡界を破壊するでしょ。となれば皇姫サラに打てる策ては、自分の地位をユミィに譲じよう渡とすること。それに割りこむかたちで、あなたたち二人が先に『楽園幻想』を発動させれば全て完成と」

『うん、間違いないね』

『ねー、間違いないよ。千年前はプロジェクトも未完成だったから紗砂シヤサの氷結鏡界に先を越こされちゃったけど、いまは異篇卿のみんなが手伝ってくれてるからね』

「加勢と言いなさい。手伝うだと私たちが部下に聞こえるわ」

　……とはいえ、それも間違いではないか。

　千年前、世界には穢歌の庭エデンに対たい抗こうするための二つの結界案があった。

　一つが禁断水すい晶しようの力を利用した神性結界『氷結鏡界』。

　もう一つが究極の人工結界『楽園幻想』。

　千年前は、幽幻種の大侵しん攻こうを危き惧ぐした聖女・紗砂によって氷結鏡界が先に発動。未完成であったプロジェクト『楽園幻想』は潰ついえた。

　が、最重要因子である双子が生きているかぎり『楽園幻想』は発動できる。

「もっとも欠くことのできない二人があなたたち。だからセラの虚像にもノエシスが狙ねらわれちゃったのかしら」

『うげ……やめてよナタラーシャ』

『ね。あれはもう嫌いやだよ。本当に怖かったんだから』

　露ろ骨こつに苦々しい声の双子。

「なら立場を自覚なさい。勝手に浮遊島ラグーンなんかに出ていかないこと。イグニドも言っていたでしょう。次が正しよう真しん正しよう銘めい────」

「最終戦だろうな」

　白銀の剣けん閃せんが、暗くら闇やみに渦巻く熱波を切りさいた。

　ナタラーシャの炎の輝かがやきに照らされて、獅し子しを思わせる金きん髪ぱつの大たい剣けん使いが現れる。

「あらアルマデル様、そちらも一区切りで？」

「お前の話し声がした。それにノイエとノエシスが、念話を俺にも寄こしてきていた。イグニドが塔に向かった件は聞いている」

　異篇卿の第一位。

　その額を伝って顎あご先から落ちていく無数の汗。彼の目元が疲ひ労ろうでくぼんで見えるのも、おそらくは見間違いではないのだろう。

　──この方はいつもそう。

「剣けん士しとして誰よりも高みに立っていらっしゃるのに、誰より強いのに誰より過か酷こくな苦行を自らに課す。真ま似ねできませんわね」

「お前には似合わない台詞せりふだな」

　低い声でアルマデルが苦笑。

「……あいつも、治ち療りようを終えて復帰した頃ころか」

「あいつ？」

　誰のことだろう。

　治療という言葉が合う異篇卿には思いあたる節がない。せいぜい薬くす漬りづけのマハくらいだが、彼女の病やまいは治療で治るようなものでもない。

「楽しみではある」

「楽しみ？」

　その意味をしばし無言で考えて──

「千年獅。ということでレオンという剣士ですわね」

　思いあたったのは銀ぎん髪ぱつの大剣使いだ。

　アルマデルに生き写しの相そう貌ぼうである千年獅。あまりに似ているので何らかの関わりを疑いたくもなるが、当人が気にしていないようだからとナタラーシャも配はい慮りよしていた。

　……アルマデル様は覚えていらっしゃらないと言っていた。

　……断だん崖がいの下で、頭部に大きな傷を受けて倒たおれていた以前のこと。

「あの剣士と相まみえるのが楽しみと？」

「ナタラーシャ、お前は巨蛇ミクヴエクスとの戦いであいつを見ていたな。どうだ？」

「生き残った」

　思い描えがいた言葉全てが、ただその一言に集約される。

「あの戦いくさ、私もベルトマーも無我夢中でしたわ。死にものぐるいで魔ま笛てきを捌さばき、針の穴のような隙すきを突ついて反はん撃げきする。ひたすらそれの繰くり返し。────あの剣士もまた同じ。そして生き残った。それが答えになるでしょう」

「そうか」

　短く、自分に言い聞かせるように呟つぶやいてアルマデルがきびすを返す。

「どちらへ？」

「続きだ」

「……愚ぐ問もんでしたわ。ごゆっくり」

　大剣を提さげて消えていく剣士に向かって微び笑しよう。が、その姿が見えなくなったのを見届けて、ナタラーシャは息を吐はいて肩を落とした。

「あーあ。また言いそびれちゃった」

『だね。言いそびれちゃったね』

『うん、ナタラーシャ、前からずっと考えてたのにね』

　クスクスと双子の忍しのび笑い。

『大事な戦が控ひかえております、酷こく使しした身体からだを休めるのも大切ですわ』

『私の部屋によく冷やしたシャンパンを用意してます』

『黄金色に輝く最高の色合いはその気き泡ほうまで宝石のように美しく、グラスを傾かたむけるだけで漂ただよう蜂はち蜜みつのように甘い香かおりと熟成された気け高だかき酸味』

『まさに王者の勝利酒。共に酌くみ交わし、今こ宵よいという限られた一時だけでも、夢のように甘美な時間を共にいたしませんか？』

「……あんたたち、よくそんな歯の浮うくような台詞せりふすらすら言えるわね」

　口をへの字に曲げて頭上を睨にらみつける。

　もちろんそこに双子の姿があるわけでもなく、どこまでも深い闇やみが広がるだけだ。

『ナタラーシャが自分で考えた台詞だよ？』

『うん。毎回恥はずかしそうにして最後まで言えないんだもん。聞いてるボクらの方が最後まで覚えちゃった。ねね、かわりに言ってきてあげようか？』

「うるさい。いいの、放っておいて！」

　あっち行けと手て振ぶり。

『わー。ナタラーシャが怒おこったよ』

『ねー。怒ったね。早くにーげよっと！　じゃね、ボクらも調整の続きがあるから』

　笑い声をこだまさせて遠ざかる気配。

　念話と遠視が切れたのだ。最後に言い残していったとおり、双子もまだ『重界』の調整に勤いそしむのだろう。

「……まったく」

　調整といえば聞こえはいいが、実際は拷ごう問もんにも似た訓練を行うだけだ。

　あの歳で、よく自分からすすんで苦行を受けいれられると心から思う。そして、そう感じてしまうからこそ、ナタラーシャもまたアルマデルに声をかけられないでいる。

　──あんな子供が毎日泣きながら調整してるってのに。

　──暢のん気きにアルマデル様と酒飲んでるわけにはいかないか。

「全部片付くまでは断酒、かな？」

　今は炎ほのおでいい。

　我が身を焦こがすほどの想いを伝えられないのであれば、無ぶ様ざまに煤すすを上げて燻くすぶるより、いっそ我が身を無心の業ごう火かと化して吼ほえ哮たける。

「マハ、当然に理解しているわよね」

「……身に沁しみて」

　黒の世界にぼんやりと浮かび上がる白の女性。

「かろうじて、今日まで生きていることができました」

「病のこと？」
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「私と、そして世界が、です」

　雪よりも白い彼女。

　純白の新雪よりも透すきとおった白はく髪はつを腰こしまで伸のばし、その肌はだもまた白はく磁じのように白い。　だがそれは決して褒ほめ言葉でなく、いっそ病的なまでに血色が悪いという意味でしかないことをナタラーシャは知っている。

　はっきりした目鼻立ちといい顔かたちの造形は整っているだけに、その痩やせこけた全身がなおさら痛々しく感じられてしまうのだ。

　──それがマハ。

　──双子同様に千年前から眠り続け、目覚めた者。

「あの日……千年前のあの日……私を含ふくめた世界中のあらゆる人間が、世界の終わりを覚かく悟ごしました。空という空、陸という陸、海という海を埋うめつくす幽ゆう幻げん種しゆたち。倒しても倒しても現れる凶きよう悪あく無比な怪かい物ぶつ。中には今の浮遊島ラグーンを丸ごと呑のみこんでしまうような巨きよ大だい幽幻種まで。いつまた、あの日と同じ恐きよう怖ふが訪れることか……その悪夢に、今もわたしは囚とらわれ続けています」

「────」

「かつて、世界は皇姫サラの氷結鏡界によって救われました。ですが、それは千年という延命の時を稼かせいだだけ。……幽幻種とは世界を蝕むしばむ病。世界が死に至る前にできることは、もはや穢歌の庭エデンという病びよう巣そうを世界から切除する以外にないでしょう」

　ふぅ……

　小さく、小さくかすかにマハは深呼吸。

「それが、ノイエとノエシスを中心に進められていたプロジェクト『楽園幻げん想そう』。ナタラーシャさんもご存じのように、ノイエをこちらの世界に、ノエシスを穢歌の庭エデンに配置し、二人を核かくとすることで世界を分断する計画です」

　双ふた子ごは、その瞬しゆん間かんを境に双子でなくなる。

　分断された世界の結界を支えるということは、分化した世界で永遠に生き別れる定めが待っているということだ。

　重層世界『楽園幻想』。

　穢歌の庭エデンという病巣そのものを別世界に隔かく離りする究極の人工結界。

　穢歌の庭エデンという病巣を治ち癒ゆして消しよう滅めつさせることを目的とする氷結鏡界と、真っ向から対立する方法で穢歌の庭エデンを除去する術式だ。

「双子はああ言ってるけど、成功するんでしょうね」

「必ずや」

　その言葉だけは。

　何者にも怯おびえず、揺ゆるがない気き迫はくを帯びていた。

「想定どおりの状じよう況きようであれば双子に失敗はありません。不確定要素となりえるのは外部からの妨ぼう害がい。つまり幽幻種と天結宮ソフイアと統政庁の介かい入にゆうだけ」

「それを返り討つのが異篇卿わたしたち。覚悟なさい、誰だれを相手しようと敗北は許されない」

「はい」

「それが統政庁の『天の車』、あなたを助けた第一のゼアドールであっても。同じように頷うなずけるかしら？」

「～～～～～っっ!?」

　マハが声にならない声を上げた。立っているだけで辛つらそうだった彼女が、まるで電流でも浴びたかのように目を見開いて。

「ゼ、ゼアドール様がどうしたって言うんですか!?」

「どうしたも何も、あの大男にお熱なんでしょう。みんな知ってるわよ。あの無口な鈍色ベルトマーが、あなたの部屋を覗のぞいた後に大笑いして戻もどってきたんだから」

「私の部屋を!?」

　真っ白な顔色を真っ青にしてマハが立ちつくす。

「ビックリしたわよ。異篇卿の敵である統政庁の、よりによって天の車の代表格じゃない。それが、あの大男の似顔絵が壁かべのいたるところに貼はりつけてあるし、着てる服と同じものまで取り寄せて天てん井じように吊つってあるし」

「……あ……ああ」

　顔に手をあててよろめく本人。

「ち、違ちがうのです。私はただ……あの方に思いがけぬご恩がありまして、ただそれを忘れられないだけで」

「机の上に、あの男に向けた恋こい文ぶみを置き忘れていたのは失敗だったわね」

「手紙まで!?」

「鈍色ベルトマーがそう言ってたけれど」

「…………」

　無言で押おし黙だまる。

　かと思えば、ぞっとするほど危険な笑みを浮かべながら。

「極きよつ刑けいです。今すぐあの加虐主義的銃使いサデイステイツクガンマニアを亡き者にしなければ……」

「アイツなら留守よ。空白イグニドの援えん護ごで天結宮ソフイアに向かってるわ。知ってるでしょ」

「……ああ」

　惚ほうけた表情で天井を見上げるマハが、ふと自じ嘲ちよう的な笑みをみせた。

「そうでした。もう……皇姫サラの宮まで突とつ入にゆうしている頃ころでしょうか」

「ええ。最初から時間なんてないのよ。迷ってる時間も、遠い僻へき地ちの男に恋なんてする時間も」

「…………」

「どう？」

「……ナタラーシャさんは厳きびしいお人です」

　口の端はしを噛かんだままマハがふり返る。

「ゼアドール様は、元よりわたしには過ぎた御お方かた。……いっそ嫌きらわれた方が痛みは少ない。潔いさぎよくあの方の心から立ち去る覚悟はできています」

「報むくわれないわね。同情だけはしてあげる」

　豊満な胸の下で腕うでを組み、ナタラーシャはゆっくりと頷いた。

「ゆめゆめ、その覚悟忘れぬように」
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　統政庁──

　人が居住できる浮遊島ラグーンでもっとも巨きよ大だいな島を統治する一大機関だ。その主目的は、投票で選ばれた議員たちによる司法と立法管理。特に最高決定権者である元老院の発言は、浮遊大陸オービエ・クレアにも大きな影えい響きようを与あたえると言われている。

「まさか、またここを歩くことになるとは思いませんでした」

「話は聞いています。以前に巫み女こ様がいらっしゃった時の騒そう動どうは大変なものでした」

　先を歩いていた紫苑が、小さな微び笑しようとともにふり返った。

「異篇卿が現れて、あろうことかミクヴァの緋ひ眼がんへの接せつ触しよくまで許してしまった。驚おどろいたのは元老院の老人たちです。もう何十年も、統政庁はまともに外敵の侵しん入にゆうを受けたことはなかった。盗とう賊ぞくは元より、たった一体の幽幻種さえも。なのにそれが突とつ然ぜん、この統政庁の機密エリアに侵入だなんて──」

「まあ。こんな広かったら普ふ通つうは幽幻種だって迷子になりますからね」

　統政庁は地上三階、地下一階の四階構造。

　地上２９１階という天結宮ソフイアからすれば低く感じるが、そのぶん横に広いのが統政庁だ。今は地上一階に立っているが、向こうの壁が霞かすんで見える。その壁の向こうにもまた無数の部屋があるというのだから恐おそろしい。

「エリエ、ユトをきちんと掴つかまえておいてくださいよ。ここではぐれたら見つけられませんから…………あれ。エリエは？」

　すぐ後ろをくっついて歩くのは黒くろ髪かみの幼女一人。

　その保護者というか引いん率そつ役であるエリエが見あたらない。

「トイレ行くときは言ってくださいって言ったのに。ユト、エリエどこ行きましたか」

「んーん。ユト知らない」

　首を横にふる幼女。

「エリ姉なら、さっきの曲がり角くらいから見えなくなったの」

「自分が迷子になってどうするんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ほら、後ろから走ってくる子。ちゃんと追いついてきました」

　紫苑が扇せん子すでもって指ししめす方向。そのはるか先の通路から、こっちに向かって走ってくるツナギ姿の女の子が。

「はぁ……はぁっ……いやー、危なかった。ユトに発信器つけてなかったら完全に迷子になるとこだった」

「どっちが引率かわかりませんね。それで、統政庁ここの広さは堪たん能のうできましたか？」

「うん。すっごい広いんだよ、ここ！」

　興奮冷めやらぬ様子でエリエが一いつ杯ぱいに両腕を広げた。

「もうね、端はしから端まで思いっきり走っても誰にもぶつからないくらい広いって気持ちいいね。さっき入った会議室なんて、部屋の中なのに運動会ができそうなくらい広くてさ。そこに椅い子すがずざざーって感じで並べてあるの。椅子だけで何百個あるのかな」

「大会議室ですね。実際はなかなか使う場面がなくて物置場のようなものです。ちなみにあの部屋にも隠かくし通路がありますよ」

「へえ」

　にわかにエリエが片かた眉まゆをつりあげた。

「もしかして、前から四列目の長机の真下の床ゆかあたり？　あそこだけ歩いた感かん触しよくがほかと違った気がしたんだよね。ああ、たぶん素材が違うんだろうなって思ってたけど」

「────」

　先を歩いていた紫苑がふり返る。

　物静かな表情の中に、驚きよう愕がくと賛美の感情をまじらせて。

「……驚きました。あの些さ細さいな金属質の差さ違いを感じとるなんて」

「エリ姉すっごーい！」

「へっへっへ。まあねー。でもいいの？　そういうのほら、天結宮ソフイアとかだと機密情報とか言ってなかなか教えてくれないから。ねえ華宮？」

「天結宮ソフイアの組織人である私に同意を求めないでくださいって」

　だけどエリエの言うことはもっともだ。

　たとえばつい直近だって、皇姫サラからの依い頼らいにあった人型機械体アンドロイドの安置場所は、塔とうの中でも皇姫サラを含ふくめ数人しか知らないという。

　隠し通路だなんて外部の人間に教えていいの？

「ここはまだ、隠し通路といったって緊きん急きゆう事態用の非常通路みたいなものですよ。近道みたいなものです」

　ここはまだ。

　わざわざ言葉を句切って紫苑がそう強調してみせる。

「ただし、この先の第四棟とうは同じ隠し通路といっても重みが違います。ここからはさすがに声を出さずに。静かに私の後ろについてきてくださいね」

「ほいほい。華宮もしっかりね」

「……ですから私は最初からそうしてますってば」

「ええ。華宮さんは心配してません」

　横顔だけ向けて紫苑が含み笑い。そんな彼女がどこからともなく取りだしたのは電子認証鍵キーのついたカードキーだ。

「参りましょう。統政庁の第四棟。ここは天結宮ソフイアだと沁しん理り局ですね。主おもに幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきと沁しん力りよく術式の分ぶん析せきを行う研究施し設せつになります」

　緑色の非常灯に照らされた鋼鉄製の機械扉とびら。重厚で重々しい。研究施設というよりは、頑がん丈じようなシェルターあるいは監かん獄ごくの入口のような圧あつ迫ぱく感かんがある。

　──カード擬ぎ装そうチェック……『正常』──

　──ＩＣレベルチェック……『一等級』──

　──ゲートを開放します。二十秒以内に入棟してください──

　紫苑のかざしたカードキーに呼応して扉の中央部が点灯。さながら海が割れるように、堅かたく閉じた機械扉が両開きに開いていく。

「ここが第四棟の１区画目、目的の31区画はこの棟の奥です」

「へえ。ふむふむ、まっすぐ行って突つき当たりを右に曲がって会議室を通り抜ぬけると。ほらユト、あたしたち今ここみたいだよ」

「あれ。エリエ、そのパンフレットどうしたんですか」

　大きなフロアマップを両手に広げたエリエ。

「さっきあたしがはぐれた時ね、迷子に思われたらしくて職員ぽいお姉さんにもらったの。これ意外。ちゃんと第四棟の内部も載のってるね」

「もちろん。立場上は公的な庁舎ですので、基本的には一いつ般ぱんの方が見学できるようにされています」

「……で、その31区画っていうのはどこ？」

「マップに載っていない場所は、逆を言えば一般人が見学できないということです。暗あん黙もくの機密エリアなので」

　いくぶん抑おさえた声で紫苑が返事。

　通路が入り組んでいるぶん人ひと影かげは少ないが、そこら中に監かん視し装置が取りつけられている。

　……音声まで記録されてる。

　……一般人も見学可能と謳うたうけれど情報管理は徹てつ底ていしているわけですね。

「もうすぐです」

　まっすぐ北へ、北へ。

　通路ごとに一人か二人は事務員を見かけるけれど、大たい抵ていは機材やら資料を運ぶのに忙いそがしそう。ということは、機密エリアというのも天結宮ソフイア同様に、内部関係者でもごく一部にしか伝わっていないということか。

「ユト、抜き足差し足だよ。しーずかに歩かないとダメだよ？」

「わかった！　ユト静かに歩けるよ！」

「……だから、それがうるさいんですよ二人とも」

　いっそ口にガムテープでも貼はっておくべきでしょうか。いや、いっそ接せつ着ちやく剤ざいの方が──そんなことを本気で華宮が考えている間に。

「お待たせしました」

　優ゆう雅がな足取りで進んでいた紫苑が、扉の前で足を止めていた。

「ふむ。一見すればどこにでもある非常扉に見えますね。さっきまで歩いてきた間も同じ非常扉を見ましたが……？」

　華宮がじっと目を近づけるのは黒い箱状の認リ証ー機ダ器ーだ。

　扉脇わきにある普通の非常扉なら鍵なり閂かんぬきがついているものだし、こんな怪あやしい認リ証ー機ダ器ーなんてついてない。

「ちょっと失礼」

　体重をかけて扉を手で押してみる。

　ギィッ……金属特有の軋きしみ音をたてて扉が開いた向こうには、非常通路らしき直線通路がまっすぐにどこまでも延びている。

「普通の避ひ難なん出口？……あぁ、理解しました。これは認証式の接続通路ですね。何の照合も行わなければただの非常扉で、特定の職員権限で認証を行った場合だけ、別に用意された通路に連結される仕組みと推察しますが」

「そのとおり。実際に避難訓練にも使用される非常扉ですが、認リ証ー機ダ器ーにカードキーの情報を読みとらせると──」

　──カード擬装チェック……『正常』──

　──ＩＣレベルチェック……『一等級』──

　──ゲートを開放します。二十秒以内に入棟してください──

　扉の奥で巨きよ大だいなモーター音。それと共に足あし下もとが小さくゆれ、何かと何かが連結した結合音が轟とどろいた。

「このようになるわけです」

　紫苑が開いた扉の先には小部屋。

　そこに設置されているのは一台の昇降機エレベータだ。

「この下に、ミクヴァの緋眼が設置された聖せい廊ろうと呼ばれる場所があります。ですので、この昇降機エレベータを降りれば着いたも同然」

「失礼。この昇降機エレベータがずいぶん小さいようですが？」

　おそらくは侵しん入にゆう者対策なのだろう。

　多数の敵が一度に聖廊へ押し入ってくるのを防ぐための工夫。ただ、そこまで用心していながらも、かつて異篇卿の侵入を許してしまったわけだ。

「一人ずつですね？」

「はい。まず私が降りてお待ちしていますので、今のうちに降りる順番だけ決めておいてください」

「ほいほい。そしたら最初はあたしかな？　で、次がユトで最後が華宮？」

「即そつ決けつかつ妥だ当とうですね。異論ありませんよ」

　紫苑を乗せた昇降機エレベータがゆっくりと動きだす。

　下へ、下へ。

　……昇降機エレベータが降りていった方からすきま風を感じる。

　……聖廊……かなり大きな空くう洞どうという可能性がありますね。

「まさかこんなところまで来るなんて。思えば遠くにきたものです」

　華宮はぼそりと呟つぶやいた。
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　華宮が昇降機エレベータを降りてすぐ。

　紫苑、ユト、そして完全にまちくたびれた様子のエリエが立っていた。

「おーそーいーっよ、華宮ってば！」

「文句は昇降機エレベータに行ってください。それはそうと」

　眼前に広がる光景に、思わず機メ械ツ帽トをとってあたりを凝ぎよう視しした。

「これは……なかなか威い厳げんのある雰ふん囲い気きですね」

　聖廊。

　それは巨大な部屋であり通路だった。

　覗のぞきこめば髪かみの毛一本一本が映るくらい磨みがき上げられた石床。天てん井じようには巨大な照明がいくつも設置されていて、部屋全体が眩まぶしいほどの光に満ちている。

「見学したい気もありますが任務優先。紫苑さん、案内をお願いします」

「はい。といっても、あとは直進するだけです」

　幅はば十メートルほどの通路が延々とまっすぐ延びている。

　通路の脇には巨大な石柱がいくつも並び、それが上部でアーチとなって天井を支えている。神しん殿でんか何かの入口を彷ほう彿ふつとさせる設計である。

「…………」

「どうしましたか？　そんなに周りを確かめるようにして」

「全然、監視カメラがないのも不思議だなって。見たところ無人のようですし、どうやって警備をしてるのか個人的に興味がありますね」

　有人警備あるいは機械兵による巡じゆん回かい。

　監視カメラ。

　赤外線センサー。

　天結宮ソフイアではこれらを組み合わせて使っている。華宮の知るかぎり、それ以外で防犯に有効な方法というと──

「ここの警備なら、ものすごく単純なものですよ」

「え？」

「向こうの扉まで行けばわかります。彼の方もとっくに私たちが降りてきたことに気づいているはずだから」

　紫苑が指さす先に、眩しい真しん鍮ちゆうと銀で細工を施ほどこした荘そう重ちような扉が見えた。

　あれがミクヴァの緋ひ眼がんが保管された部屋？

　と──




「紫苑。その小こ娘むすめたちが、言っていた客人であるか？」




「ん？　こらエリエ、急にそんなドスのきいた野太い声を出すのやめてください」

「あたしじゃないよ。じゃあユト？」

「ユトちがうよー」

「ふむ。私たちではない。……では大穴で紫苑さん？」

「いいえ」

　てっきり軽く流されるかと思いきや、律りち儀ぎに首までふって返事する彼女。

「私の同どう僚りようです。ほらそこの円柱の後ろ」

　紫苑が指さしたのは、華宮から見て前方左手に位置する巨大な石柱だった。そちらを凝視するまでもなく、巨大な影かげがゆっくりと這はい出るように浮うかび上がってくる。

「此こ度たびの件、話は聞いている」

　まず見えたのは、大人の背せ丈たけよりも巨大な金属製の鎚矛メイスだった。

　棒状の柄えがまず男性の胴どう体たいよりも太いという並外れた規格だ。さらに先せん端たんに取りつけられた円柱式の柄つか頭がしらにいたっては、もう華宮が両手を回しても抱かかえられるかわからない。

　……本当に人間の武器ですか？

　無茶苦茶な重さだろう。総重量にいたっては想像もつかない。アレをふりまわすのなんて人型機械体アンドロイドにも難しいはずなのに。

「吾わが輩はい、ここ統政庁の聖域を任されし『第一』のゼアドール。お前たちが客人であるか？」

　その巨大すぎる武器を軽々と携たずさえた偉い丈じよう夫ふが現れる。

　華宮が見上げるほどの背丈に、身体からだを内側から押しあげるように発達した筋組織。焦しよう土ど色の髪は短く逆立っていて、鋭えい利りな灰色の瞳ひとみをこちらに向けている。

「うげ。ねぇ華宮ってば、あたしああいう暑苦しいタイプだめなんだけど」

「ユトもだめー」

「心の底から同意ですね。……なんですか。あの大男」

　これが任務の過程でなかったら逃にげだしていたかもしれない。

　天結宮ソフイアの護士にもいないであろう巨きよ漢かん。そしてその体格にふさわしい……いや、それ以上に強きよう烈れつな重圧をはらんでいるのを嫌いやでも感じさせる。

「第キ七イに、あなたに話を伝えておいてほしいと言っておいたのですが。無事に用件が伝わっているようで安心しました」

「うむ。だが通行を許可するのは、吾輩の問いに答えてからにさせてもらおう」

　仁に王おう立だちした姿勢で腕うで組ぐみするゼアドール。

「吾輩が前もって聞いているのは、紫苑、そなたが聖廊に客人を招く予定があるという話までである。ゆえに統政庁の元関係者とばかり想像していた。が、こうして顔を見てみれば女子供ばかり。中には天結宮ソフイアの護士らしき者もいるようだが？」

「ええ。なぜならこれは任務ではありませんので」

「なに？」

「今日この日に限っては、『天の車』の参さん謀ぼうでなく一個人として聖廊に来ました。そしてこの三名も大事な賓ひん客きやくです」

「……第キ七イめ。判断は吾輩に任せると言ったのはこういう事情か」

　腕組みする大男が眉み間けんに皺しわを寄せて目を閉じる。

「はい。最初に第キ七イに話をしてみたのは反応を確かめたかったから。次に『第九ヒユーイツク』、そして最後に、一番説得が大変そうな誰だれかさんにという具合でした」

「…………むぅ」

　目を閉じて低いうなり声を漏もらす大男。

「ここの構造を熟知したお主のことだ。ここで吾輩が許可しない場合にも、潔く戻もどったように見せかけて今度は隠かくれて潜もぐってくるのであろう？」

「それは断られてから考えるつもりでした」

「よく言う」

　口をへの字に曲げて第一ゼアドールが溜ため息いきをつく。

「……当分の間、面めん倒どう事ごとは極力回かい避ひするというのが元老院の意思である。ならば、既すでにミクヴァの緋眼を知っているお主と、その客人を通したところで異論は出まい」

「ありがとうございます」

「が、場合によって報告の必要はあるであろう。吾輩も同席させてもらおうか」

「問題ありません。ね、華宮さん？」

「っ、いきなり私ですか!?」

　ぼんやり二人の話を追っていくだけで大変だったのに、まさか話の決定権が自分に回ってくるなんて心の準備ができてない。

　……人型機械体アンドロイドの電子封ふう印いんを解除するコードが今回の目的です。

　……そして、ミクヴァの緋眼とやらで入手できるのはレベル４の解除コードのみ。

　レベル１からレベル３までは自分で解除する必要があるということだし、レベル４の解除コード単体ならば価値は無いに等しいはず。

「だいじょうぶ、問題ないと思います。ねえエリエ」

「うん。ここで手に入るのって解除コードのレベル４だけでしょ。レベル１から３までは、あたしらが頑がん張ばらなきゃいけないわけだし」

「なぜそれを躊躇ためらいなくバラすんですかぁぁぁぁぁぁっっっっっっっ!?」

　悲痛な叫さけびを轟とどろかせた頃ころには既に遅おそい。

　……絶対、あの大男にだって聞こえてましたよね。

　……どうやってごまかせば。

「そこの娘むすめ！」

　案の定、丸太のように太い鎚矛メイスを向けて第一ゼアドールが吼ほえる。

「名を名乗るがいい」

「あたし？　あたしエリエだよ。こっちの子がユトね」

「ふむ。娘、エリエと申すか」

　何も知らない子供なら泣きだしてしまうであろう強烈な眼光を突つきつける第一ゼアドール。無言でこちらを食い入るように見つめ────

「自ら目的を明かすとは、娘にしては見上げた胆たん力りよくと褒ほめておこう」

「はい？」

　今度は華宮が聞き返す番だった。

「さすがは紫苑が連れ添そうだけのことはある。良い。吾輩、あらためて貴様らの通行を許可しようではないか」

「え……っと。罠わな、とかではないんですよね？」

「義は通す。吾輩、たとえ傾けい国こくの美女をもってしてもその甘かん言げんに惑まどわされることは無し。ただ己おのれの信念にのみ忠じる覚かく悟ごである。すなわちエリエとやら、貴様のその潔い姿勢に吾輩も応じようではないか」

　引いた鎚矛メイスを、今度は聖廊の奥へと向ける守護者。

「ありがとうございます。第一ゼアドール、あなたが先頭に？」

「吾輩は最後で良いのである」

「ではお言葉に甘えて。皆みなさん、ついてきてくださいね」

　何事もなかったかのように落ちついた歩調の紫苑。もしかしたら、こうなることも薄うす々うすながら感じていたのかもしれない。そんな雰囲気だ。

　最さい奥おうの扉とびら。

「開けますよ」

　ギィィィ……紫苑の言葉に従うかのように、奇き怪かいな軋きしみ音をまき散らしながら扉が自動的に開いていく。

　音声認識？　あるいは別の生体認証？

　華宮としても興味のある分野ではあるが、今はそれに気を割さく場合ではない。

「ここが」

「はい。目の前のアレがミクヴァの緋眼です」

　あらゆる輝かがやきが満ちる部屋。

　赤、青、緑、黄、白。色いろ鮮あざやかな五色の光に祝福された広大な間取り。中央には卵形の巨きよ大だいな緋ひ色いろ結けつ晶しよう。幅はばだけで数メートル。高さは十メートル近くあるだろう。あまりに巨大で、しかも卵形だから見上げても天てつ辺ぺんが見えない。

「……まるで生きてるみたいですね」

　結晶の中心が、心臓が鼓こ動どうするかのごとく点てん滅めつをくり返している。まるで何かが生まれる前兆のようだ。

「これが通常なんですか。なんだか特とく殊しゆな起動のようにも見えますが」

「いえ、これは──」

　緋色の結晶を見上げる紫苑が、その眼まな差ざしをわずかに細くした。

「起動している？　ミクヴァの緋眼が既に作動しています。第一ゼアドール、私たちの前に誰かがここに来ましたか」

「否いな。吾輩が座して見張るかぎり、何者もこの聖堂には立ち入ってはおらぬ」

「ならば何者かの遠えん隔かく操作ですね。一人か二人ほど心当たりもありますが、いまは私も使命を果たすことを優先させるとしましょう」

　使命？

　状じよう況きようにそぐわぬ言葉を発した紫苑に、真っ先に反応したのが華宮だった。

　……彼女が私たちを案内してくれたのは、千せん年ねん獅しの第一位にそう頼たのまれたから。

　……使命という言葉はあまりふさわしくない気がしますが？

　思えばさっきから妙みように引っかかる部分もある。

　違い和わ感かんと呼ぶのが適切かどうかはわからないが、何かがしっくりこないというか、紫苑の後ろを歩いていて落ちつかない。
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　紫苑が何かを口ずさんだと同時。

「エリ姉！　ほら、あれ！」

「……おぉ。なんか光ってたのが消えたね」

「一度、作動を落ちつかせました。こうしないと『彼女』と話ができないので」

「ん？　彼女って？」

「────」

　エリエの問いに、紫苑の返事はどこか切なげな微び笑しようだった。

　そして。

「ヨミ、おまちどうさま。ようやくあなたの研究を託たくすことのできる人間を見つけました」

　彼女の応こたえは華宮に対するものでなく。

　目の前にただ設置されているミクヴァの緋ひ眼がんに対するものだった。

「だいぶ時間がかかってしまいました。千年の結界も、じき終わりを迎むかえるでしょう。世界が穢歌の庭エデンに怯おびえる現実は何一つ変わってない。だけど──だけど、間に合いました。あなたの『希望』は、もう一度この世界に降り立つでしょう」

　変化は、その時だった。

「ミクヴァの緋眼が!?」

　驚きよう愕がくの声を上げる第一ゼアドールの眼前で。

　緋色一色だった表面が、うっすらと蒼あおを帯びた銀色に移り変わっていく。真っ赤な瞳を想わせた機械結晶が、光に照らされた純白の卵のように。

『…………あー……もしもし。……聞……える？　前に……試し……最初はだめだったんだけど……そろそろ聞こえるかしら？』

　ジッ。

　一いつ瞬しゆんノイズが走ったその刹せつ那な、結晶の表面に何かが映しだされた。

　映像データ。

　それは白衣を着た一人の女性だった。

『や、初めまして。あたしヨミ。ヨミ・レッセントっていうの。あなた……と言っても男か女かわからないけど、あなたが紫苑の選んだ機械技師さんでいいのかな？　え、違ちがう？　違うんだったらごめんね。とりあえずこれ自動再生なんで、あたしも誰に向かって喋しやべってるかわかんないのよね。人違いだったら苦情は紫苑が聞くから彼女にお願い』

　片目をつむって彼女がウィンク。

　そのどこか悪戯いたずらっぽい表情、化け粧しようっけのかけらもない素そ朴ぼくな素顔、おさまりの悪いオレンジ色の髪かみがとても強きよう烈れつな印象で────

「む？」

「お？」

「……エリエ、ですよね。どう見ても」

　ぽかんと口を開けた本人と画面を何度も見比べて、おそるおそる華宮は呟つぶやいた。

「エリエったらいつの間にあんな撮さつ影えいしたんです？」

「え。いや、そんな記き憶おくないんだけどね。てかあたし、あんな白衣なんて着たことないし。合成映像か何かじゃないの」

「ちがうの」

　その声は。

　聖廊でただ一人、沈ちん黙もくを保っていた黒くろ髪かみの幼女のものだった。

「ユト知ってる。……あれはエリ姉じゃないの。別の人。エリ姉の、何代も何代も前のご先祖さま」

『さ、とにかく本題に入りましょうか。まずあなたは、どこまであたしのこと知ってるかな？　このミクヴァの緋眼をあたしが設計したことは知ってる？　ほかには、天結宮ソフイアの基き礎そ構造と中央コンピュータ『大たい母ぼ真しん数すう』も、このヨミ様デザインだったりするのよね。あ、でもとっくに世代交代してるかな？　そしたらわかんないかー。ま、とにかく、周りからはそれでスゴイスゴイ言われたこともあったけど、あたし本人からしたらそんなのどーでもいいの。あなたに頼みたいことはもっと別でさ……」

　のほほんとした表情から一転、画面の中の彼女が口元を引きしめた。

『あたしの子供をね、助けてもらいたいの。とびきり自じ慢まんの人型機械体アンドロイド。幽ゆう幻げん種しゆと戦うための機械なんだけどさ。その子の名前は『希望イリス』。ちょっと誇こ大だい妄もう想そうかもしれないけど、本当にあたしたち人類の希望になりますようにって名付けた人型機械体アンドロイド。今は……どうしてるかな。本体の機械水すい晶しようだけは取り外すことができたから紗砂に預けておいたんだけど。まだあの子が持ってるかしら？』

「イリス……？」

　エリエと華宮の呟きは、同時だった。

　本体の機械水晶。そしてイリスという名前。さらには紗砂という名前もそう。

　全てが聞き覚えのある言葉。

　全てが、シェルティスの胸むな元もとに輝く機械水晶イリスにたどり着く。

『イリスはずっと戦ってきたわ。幽幻種と戦って戦って戦って、最後にとてもひどい傷を受けた……もういい加減、親としては静かに眠ねむらせてあげたい気持ちもある。だけど、あの子自身がその決断を頑かたくなに受けいれようとしなかった。……イリスはまだ、志こころざしなかばなんだって。ごく個人的な問題かもしれないけど、イリスは自分のご主人様にあたる人間を助けたいって聞かないの。凪なぎ・一いち咲さき・ジールって奴やつをね』

「ご主人様？」

　そう言われた時、華宮が真っ先に思いついたのはシェルティスだ。

　でも違う？　ということはシェルティスが機械水晶イリスと出会う前の、本当に最初の主あるじだった人間ということなのだろうか。

『イリスが壊こわれて廃はい棄き場に棄すてられてたところを、ジールが拾って修復したの。だから彼がイリスの主人。それがあなたたちにどう関係しているかというと、今の浮遊大陸オービエ・クレアは、その二人のおかげで生まれたようなものなの。この世界がこうして残っているのは紗砂のおかげだけど、それもあの二人がいなかったら成功しなかった。プロジェクト・エデン──紗砂の氷結鏡界で穢歌の庭エデンを封ふう印いんできたのも、最後の最後にアイツとイリスが死にものぐるいで奮ふん闘とうしたおかげだってあたしは思ってる』

「……エリエ知ってました？」

「んーん。イリスって最初からああなんだって思ってた」

　神しん妙みような面おも持もちでエリエが首を横にふる。

　シェルティス以外に、それよりも前にイリスの主人であった凪という人物がいるらしい。それも気になるところだけど、いずれにせよペンダントの姿となった今のイリスからは想像のつかない話だ。

「でも、私もさすがに古いにしえの機神イリスの名くらい知ってます」

　──昔の英えい雄ゆう譚たんとばかり思ってました。

　──あの機神が本当に、かつて存在していたというのですか。

　ようやく全ぜん貌ぼうが見えてきた。

　天結宮ソフイアの地下深くに眠る人型機械体アンドロイドが、まさにその機神イリスなのだ。そして今、自分たちは機神の開発者本人から直じき々じきにその修復を頼まれている。

「私たち……とんでもないモノの修復を頼まれたようですね」

「んー。それよりさ、あたしはイリスに身体からだがあったんだって方がビックリ。正直、最初はあの電子封印解くことが楽しみでしょうがなかったけど」

　輝くミクヴァの緋眼を瞬まばたきもせずに見つめるエリエ。

「イリスの動く姿、見てみたいよね。シェルティスもきっと驚おどろくよ。ね、ユト？」

「…………」

「ユト？」

　エリエに密着する黒髪の幼女が、無言で彼女の手を握にぎりかえしていた。

「……うん。エリ姉お願い」

『いま、ジールは穢歌の庭エデンに囚とらわれてるわ。イリスは、アイツを取りもどすことを諦あきらめてない。あの子にもう一度身体を与あたえてあげてほしいの。……あたしからもお願い。ジールと、そしてイリスを助けてあげて。見知らぬあなたに気安くお願いできることじゃないけれど、紗砂と紫苑が探してきた人間に、あたしも全てを託したい』
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『この一旋律ワンフレーズが、機ボ械ツ容ク器スの電子封印を開ける最後の鍵かぎ。詳しよう細さいな修復方法も一いつ緒しよに入れてあるわ。それで『希望イリス』は再び甦よみがえる。……お願い、できるかな？」

　気まずそうに、気まずそうに。

　映像の中のエリエが目をそらして後ろ頭をかく。

「──ん。だいじょぶ、あたしはうっかり屋だけど華宮がしっかりしてるから。あたしの苦手な精密部分も華宮にお願いできるし。安心してよ！」

　そして、その映像を見つめるエリエの返事は対照的に満面の笑みだった。

「ね、華宮？」

「え。あ、ああ。はい。もちろんですよ」

　エリエに見られないよう、できるだけさりげなく顔を伏ふせる。

　……最初、皇姫様から頼まれたのはエリエだったのに。

　……それを、私が無理言ってついてきたというのに。

　今の彼女の一言は……なんだか嬉うれしかった。

　私、信しん頼らいされてるんですよね？　エリエから、一緒に機神イリスの修復に挑いどむための仲間として想われているんですよね？

　それが嬉しかった。

「──任せてください。細かい修復作業と制せい御ぎよ操作、それと論理情報の構築は私が得意とする分野です。エリエは全体の設計図からの工程管理と修復方法の決定、各システムの概がい要よう構築を」

「おおっ、華宮がやる気だ？」

「当然です」

　共同作業。

　それもエリエと一緒の作業なんだ。気合いが入らないわけがない。

『……ありがと。念のため聞くけど、うんて言ってくれたのよね？　ね？　これで音声認識が誤りだったらめちゃくちゃ恥はずかしいんだけど』

「心配いりませんよ、ヨミ」

　背後にいた紫苑が至し宝ほうへと歩みよる。

「ここにいる二人があなたの意志を継ついでくれる。資格も素養も十分すぎる二人です。私もあなたも、もしかしたら紗砂も……もう前に進みでる必要などないのかもしれません。この時代に、こんなに心強い者たちがいてくれるのだから」

『……紫苑、また小言ね？　何となくわかるわよ』

「いえいえ。そんなことはありません」

　見た目はしっとりとした表情ながら、おかしくてたまらないとでも言いたげに紫苑が口元に手をあてる。

『ま、いいわ。とにかく話を要約するわ。ごめん！　そしてお願い！　ありがと！……ていうところで。どう、マグナ？　よく撮とれてた？　だめよ、これ後ですっごく大事なデータとして保存しとくんだから。綺き麗れいに撮れてなかったら撮りな────…………』

　声がおだやかに、おだやかに、静せい寂じやくの中へと溶とけこんでいく。

　鮮せん明めいだった映像が徐じよ々じよに色と光を失って、白黒のおぼろげな、まるでずっと昔の写真のように輪りん郭かくを失って……最後にそれもまた消えていく。

　銀色のミクヴァの緋ひ眼がん。

　過去の映像を失った機械結けつ晶しようだけが静かに佇たたずむその聖域で──

「かつて……」

　紫苑が、目を閉じたまま天を仰あおいだ。

「この映像を撮影してすぐ、ヨミは一体の人型機械体アンドロイドを呼びました。それは過去に禁断水アマリリ晶スの洗礼を受けた機神で、イリスほどではないけれど通常の人型機械体アンドロイドより強きよう靭じんな耐たい久きゆう力を持っていた。ヨミは、その機神に一つの指令を下したのです」

　指先でミクヴァの緋眼に触ふれながら。

　彼女は、詩を詠うたい上げるように言葉を続けた。

「それはこの映像が撮影された数十年先、数百年先にわたる指令でした。すなわち────ヨミがいなくなった後、再び不完全神性機関の力が必要となった時に、彼女にかわって不完全神性機関を修復できる人物を探しだすこと。そして、その人物をミクヴァの緋眼に接せつ触しよくさせて彼女の伝言を授けること……」

　無言のうちに。

　華宮は、エリエと顔を見合わせていた。後ろでは第一ゼアドールも神妙な表情で。

「永かった」

　輝かがやく天てん井じようを見上げる紫苑。

「今、ようやくその指令を果たすことができました」

「…………」

　……そうでしたか。

　ずっと紫苑に対して感じていた違い和わ感かん。

　その正体にたどり着き、華宮は深く深く息を吐はきだした。

「紫苑さん、あなたは──」

「お察しのとおり。私もまた人間ではありません。ヨミの時代、つまりは千年前から生き存ながらえてきた人型機械体アンドロイドです」

　儚はかなげな表情で紫苑が微笑ほほえんでみせる。

　……この人が人型機械体アンドロイド。

　……機械のはずが、なんて柔にゆう和わな笑みなんだろう。

　華宮の知っている人型機械体アンドロイドというのは、たいていが無表情か過度な笑顔という両りよう極きよく端たんだ。眼まな差ざし、頬ほお、唇くちびる、眉まゆの一つ一つの組み合わせにおいて人間に遠く及およばない。

　……そう思っていたけれど。

　……この人は違ちがう。

　その仕草、眼差し、言葉遣づかい。

　これほど人間と酷こく似じした人型機械体アンドロイドを華宮は知らない。おそらくは天結宮ソフイアの技師が総そう掛がかりでも見破れまい。そんな彼女に対して華宮がわずかにでも違和感を覚えたのは、きっと奇き蹟せきに近いことだったに違いない。

「けれど第一ゼアドール、あなたは動じていないようですね？」

　紫苑が横目に見つめるのは同どう僚りようだった。対して、鎚矛メイスを壁かべに立てかけた大男はその視線を正面から受けとめて。

「人と人にあらざるもの。それは自おのずと内側より感じられるものよ」

「……あなたは最初から私のことを？」

「無論」

　ということは、この第一ゼアドールという守護者は最初から紫苑の正体を見破っていたことになる。それもおそらくは直感だけで。

「そうですか。難しいものですね。千年かけて相応に自己学習も重ねたつもりでしたが。……やっぱり機械は人にはなりきれないものですか」

「人とは『成る』ものだ。真ま似ねるものではない」

「？」

「そして『成る』とは、己おのれの内より生じるものであろう」

　聖域の守護者の言葉は簡潔だった。

「いくら真似たところでお主が人にあらざる身に変わりはあるまい。吾わが輩はい、先のヨミという娘むすめは知らぬ。が、あの娘はお主が人でないからこそ指令を託たくしたのではなかったのか？　ならば、人の何を真似る必要がある」

「────」

「吾輩よくはわからぬが、お主は幾いく百年にも及ぶ使命を果たしたのであろう？　それは人の誰だれにも成せぬ所行である。誇ほこるがいい。それを成しえたお主は、既すでに誰よりも尊とうとき人に『成っ』ている」

　それが、誰より愚ぐ直ちよくな男からの応こたえ。

「……お心、痛み入ります。私には勿もつ体たいないほどの言葉です」

　言の葉一つ一つを噛かみしめるように、両手で胸を押さえる人型機械体アンドロイド。

　そして、彼女はそのままの姿勢でこちらを向いた。

「エリエ、華宮。ヨミからの伝言、確かにあなたに伝えました。あとは、この時代を生きるあなたたちが選ぶべきものです。……あなたたちに託します」








　幕間　『こんなにも近い場所で』




　どれほど、彼女の視線を感じていただろう。

　責めるわけでなく。

　怒おこるわけでなく。

　自身もまだ極度の疲ひ労ろうから回復していないだろうに。今すぐにでも休息が必要なのにもかかわらず、それでいて急せかすこともなく。

　皇おう姫ひサラの双そう眸ぼうはただ静かに、まるで真冬の湖こ畔はんのように自分を映しだしていた。




〝第七真音律エデン・コードを穢歌の庭エデンの最深部で発動させることで何が起きるのか、あなたが隠かくしている秘密を、今ここで私にだけは教えてほしいのです〟




「…………」

　無言で、シェルティスは自分の靴くつ先を見下ろした。

　第七真音律エデン・コード。

　穢歌の庭エデンに堕おちた時に宿した魔ま笛てきで、それは必ずしも秘密にしていたわけじゃない。

　一度目は天結宮ソフイアの大聖堂の扉とびらを開くため。

　二度目は異い篇へん卿きようの黄マ金ハの沁しん力りよく術式を無効化するため。

　どちらも魔笛であることの性質を利用して、それと真逆の性質をもつ沁力を中和する目的で使ったことを覚えてる。

　だからユミィは知ってるし、黄マ金ハとの決戦で連れ添そった華宮カグラだって知っている。

　……だけど。

　……普ふ通つうに幽ゆう幻げん種しゆの魔笛だって似た効果がある。

　第七真音律エデン・コードには第七真音律エデン・コードだけの特とく殊しゆな力があることまで皇姫このひとは知っているんだ。




〝お前は穢歌の庭エデンを堕ち続けた〟

〝それは禁断水すい晶しようにすら予測不可能の事象であり、同様に幽幻種にとっても予測不可能の事象だった。そしてたどり着いたのだよ〟

〝セラの悲ひ哀あいが眠ねむり続ける最深部。真なる穢歌の庭エデンへ〟




　穢歌の庭エデンの深部で、黄昏竜アマデウスはそう言っていた。

　あの言葉の意味全てを正しく理解できているとは自分も思ってない。だけど、伝えようとしていた警告そのものは漠ばく然ぜんとながら伝わってきた。




〝穢歌の庭エデンに満ちる魔笛に晒さらされた人間がどうなるか〟

〝お前の命を蝕むしばんでいるのが魔笛なら、お前の命をかろうじて繋つなぎとめているのも魔笛。

　セラの意志がお前の命を救ったのだよ〟




　セラという「何か」が穢歌の庭エデンの深しん奥おうで眠っている。

　禁断水晶や黄昏竜アマデウスを含ふくめた全ての神性存在がセラの代行者であるということは、神性存在すらも及ばぬ高次の「何か」なのかもしれない。

　ただ一つ確かなことは、セラが穢歌の庭エデンの主ぬしであるということだ。

　……僕の命は、セラに一度助けられてる。

　……それは僕が、本当に偶ぐう然ぜんに、ユミィを庇かばおうとして穢歌の庭エデンに堕ちたから。

　禁断水晶につづく扉を通過したことで穢歌の庭エデンの中間層を飛びこえた。その落下は数あま多たの幽幻種の追つい跡せきを振ふりきって一気に深しん淵えんへと至る。




〝お前は、授傷の獣きずだらけのけものですら到とう達たつできなかった穢歌の庭エデンの最深部にたどり着いた〟

〝セラは自らの眠りの中で、お前という唯ゆい一いつの理解者の存在を知った〟




　……だとしたら。

　……セラが僕の命を繋ぎとめた魔笛が第七真音律エデン・コード。

　その意味も理由も、全ては穢歌の庭エデンを浄じよう化かすることに集約されるのだろう。

　幽幻種となりはてた授傷の獣きずだらけのけものたちを浄化し、全ての魔笛を福ふく音いんへと生まれ変わらせるための再生の言葉。それが第七真音律エデン・コード。

　そのためにセラは人間を生かし、自らの旋せん律りつを授けた。

「────」

「私にも、言えないことですか」

　まだ誰にも言ってない。

　穢歌の庭エデンの最深部で第七真音律エデン・コードが発動すれば穢歌の庭エデンは消しよう滅めつする。

　ただし全ての魔笛が消えるということは、三年前に失いかけた僕の命を繋ぎとめる魔笛も消滅する。黄昏竜アマデウスはそう言っていた。

　……ユミィにも、機械水晶イリスにも言えてない。

　……レオンやエリエ、それにモニカにだって伝えられてない。

　もちろん誰かには最初に伝えなくてはいけないだろう。だけどそのための言葉が、今はどうしても浮うかばなかった。

『私、しばらく静音設定でいましょうか』

「……いや。そのままで」

　声を掠かすらせながらも振りしぼった。

「…………言えない、わけじゃないんです」

「というと？」

　聞き返す皇姫サラ。

「まだ僕の中で整理ができてなくて……みんなに……大事な人たちには伝えておかないといけないってわかってる。けど、知ったばかりで何から話していいか」

　第七真音律エデン・コードの話をするからには、もう一つ避さけては通れない話題がある。

　すなわち、自分の命を犠ぎ牲せいにする以外に穢歌の庭エデンを消滅させる方法は無いのか？　という議論だ。

　──ある。

　だがそれは、ユミィが皇姫の地位を譲じよう渡とされた後に数百年という永きにわたって独りで氷結鏡界を祈いのり続けるという方法だ。

　……ユミィ本人だってそれを知ってるかどうか。

　だけど第七真音律エデン・コードのことを知れば、ユミィは間ま違ちがいなく自分が犠牲になる方法を取るに決まってるじゃないか。

　笑顔で。

　そう、笑顔でユミィは頷うなずくに決まってる。

　わたしが頑がん張ばるから。シェルティスが犠牲になることなんてない、って。

「…………」

　噛みしめた唇くちびるの奥で、わずかに感じる冷たい血の味。

　……そんなのダメだ。

　……だけどダメだと言ったってユミィは止まらない。

　その議論が避けられないからこそ、第七真音律エデン・コードのことだって迂う闊かつには話せない。

「…………一つだけ確かなことは」

　今言えるのは。

　これだけだ。

「穢歌の庭エデンの深奥までたどり着けば、第七真音律エデン・コードが発動して穢歌の庭エデンが消滅するということです」

『っ！』

「……やはり、そうですか」

　自らに言い聞かせるような口調で皇姫が呟つぶやいた。

「禁断水晶から、それに近いことは示し唆さされたことがありました。だから私は、ツァリに頼たのんでずっとあなたのことを調べていた。すると面白いことに、それに先んじて、ある千せん年ねん獅しが似たようなことをしていたことがわかりました」

　そう打ち明けられて。

　たった五人しかいない千年獅の中で思いあたるのは一人だけだ。

「ファルバレン師？」

「はい」

　間かん髪はつ入れずに皇姫が首しゆ肯こう。

「彼は、あなたが実際に穢歌の庭エデンに堕ちる前からあなたに接せつ触しよくしていた。禁断水晶でさえ予測していなかった事象をどうやって先読みしたのか……と聞いてみましたが、何のことはなく、本当に偶然あなたと面識があっただけのようですね」

「……たぶん、あの人は監かん視しとか似合わない人です。僕が教わったのも双そう剣けんのことだし、見張られてるって感じじゃなかったから」

「でしょうね。アレはひどく気分屋なので。いつの間にか堂々と姿を現して剣けん術じゆつの指導役になっていたようですね」

「あの人は……よく暗いって思われてるけど、仲良くなると饒じよう舌ぜつでした」

　千年獅の第一位ファルバレン・シーケンサー。

　──双剣のことを教えてくれた人だ。

　自分のことや経歴は決して語りたがらない。

　だけど剣のことや幽幻種のこと、それに浮遊大陸オービエ・クレアのことは生ビ態オ生ト育ー野プの隅すみ々ずみにいたるまで知りつくしていると言っても過言でない人だった。

「そういえば僕が錬れん護ご士しになった頃ころくらいから姿が見えなくて。在ざい籍せきしてるとは聞くんですけど、いまどこで何をしてるのか」

「天結宮ソフイアの地下です。イリスのボディパーツの警備をしつつ、彼自身も身体からだに不安を抱かかえている身なので調整中というところでしょうか」

　自分の足あし下もとを指さす皇姫。

「穢歌の庭エデンと第七真音律エデン・コードの関係はわかりました。そして、あなたと第七真音律エデン・コードにも浅からぬ因果がありそうですが、それはまだ聞きません。あなたが一つ一つ話を整理していって準備ができた時にあらためて」

「……はい」

　急がないといけないのは確かだ。

　氷結鏡界が千年を経過しようとしていることを皇姫は誰だれより知っているはず。穢歌の庭エデンが浄化しきれていないことを知って、この人はどうするんだろう。

　やっぱりユミィに地位を譲渡するのか。

　それとも、まだ何か彼女なりの策が残されているのか。

「私にはもう何もありません。たった一つの過あやまちが全てを奪うばい取っていきました」

　渇かわいた笑みの少女。

「私のおかした過ちは、千年の氷結鏡界で穢歌の庭エデンを浄化しきれると信じきっていたこと。……いえ、もしも千年前の穢歌の庭エデンであれば、もう百年以上前に浄化は終わっていたはず」

「千年前の穢歌の庭エデンって……それって、じゃあまさか」

　冷たい汗あせがじわりと手の平を伝っていく。

　途と方ほうもなく暗く、そして冷たい漆しつ黒こくの世界。あの世界はまさか──

「……拡張していると？」

「そうとしか考えられません。氷結鏡界によって閉ざされている間も、セラの憎ぞう悪おは鎮しずまることなく穢歌の庭エデンを覆おおい続けた。より強力な幽ゆう幻げん種しゆたちが生まれ、それから噴ふん出しゆつする魔ま笛てきによって穢歌の庭エデンの闇やみはさらに深くなっていった……」

『……やっぱり』

　溜ため息いきをつくようにイリスの相づち。

『それを聞いて納得しました。穢歌の庭エデンの奥で私が見た世界喰くらいの王は、あれはツァリが倒たおしたものが復活したわけじゃない。別個体が生まれて育ったものですね』

「……ただ、そのうえで計画を練り直すこと自体は可能です」

　皇姫の視線が再びこちらに。だが、その瞳ひとみに映るのは希望でも熱意でもなく、懺ざん悔げを想わせる乾かわいた感情だった。

「シェルティス、あなたも知っているであろう計画です。私の皇姫の地位をユミィに譲渡して、新たに氷結鏡界で穢歌の庭エデンを閉ざします。次の結界で、今度こそ穢歌の庭エデンを消滅できる。──なんて、そう言うことが、どれだけ冷れい酷こくなことを意味しているか」

　頷くことも、言葉で返すこともできなかった。

　……やっぱりそれしかないのか。

　……穢歌の庭エデンで言われたとおりだ。結界を譲渡できるのはユミィしかいない。

　皇姫サラですらそれ以上の代だい替たいプランはない。

　ただありのままの事実が、だけど、なんて残ざん酷こくな現実なことか。

「次の結界はおそらく千年には及およばないでしょう。四百年か五百年か。最長で七百年という計算結果が出ています。だけど、それがどれほど苦しいことか。……皇姫なんて役、経験するのは一人でいい。一人で終わらせられるのならどんなに良いことか。だからシェルティス、あなたが宿した第七真音律エデン・コードに一いち縷るの望みを抱いだいていました」

「……わかって……います」

「先ほどの、第七真音律エデン・コードで穢歌の庭エデンを浄化できるという話は預からせてください。そのうえで、あなたがまだ打ち明けられないという話を待ちたいと思います」

「…………」

「そしてもう一つ。ここで話された内容を知っているのは私たちだけ。ですが、いまの私たちと同程度の情報を有しているであろう者たちがいることを忘れないで」

「……統政庁とか、ですか」

「異篇卿です」

　──そっちか。

　黒い鍔つば付き帽ぼうをかぶった男のことが真っ先に脳のう裏りをかすめていった。

「僕もそれは聞きたかった。天結宮ソフイアでも統政庁でもないのに、どうしてあいつらは幽幻種や巫み女こ、それに氷結鏡界についてああも異常に詳くわしいのか」

「それは────」

　皇姫が先を続けようとした、その直前だった。




『警告。

　塔とうの地上階にて幽幻種の出現が確認されました。

　野外訓練場の護士候補生はただちに訓練を中止、現場に急行してください。

　塔内を巡じゆん回かい中の正護士については、準備をととのえ次第、速すみやかに一次隊の応おう援えんに向かってください。

　なお、現時点で敵個体数は不明です』




　予期せぬ放送が、天結宮ソフイア全体にもたらされた。

「塔の中に幽幻種!?」

『待ってシェルティス。不自然です』

「不自然て何がさ。この放送そのものが？」

『いえ。魔笛の発生は確かです。私が怪あやしいと言ったのはタイミング──紗砂シヤサ？』

「同感です。いま、本当に前まえ触ぶれなく天結宮ソフイアの敷しき地ち内に幽幻種の反応が生まれました。……おかしい。仮に魔笛を抑おさえてたって、これだけの数が押し寄せてきたら居住区でほぼ確実に見つかるはずなのに」

　……二人の言うとおりか。

　天結宮ソフイアの周りは人口の密集した第二居住区でぐるりと囲まれてる。

　前回の時と同じように穢歌の庭エデンから浮ふ上じようしたのなら、幽幻種が攻せめてくるにしたって第二居住区の道路なり家か屋おくなりを通らなければ近づけない。なのに、居住区の誰からも警報がなされないまま幽幻種が塔まで押し寄せてきた？

　そんなことがありえるのか？




『警告。

　塔の７階、19階、32階にて幽幻種侵しん入にゆうの痕こん跡せきあり。

　現在、状じよう況きよう確認のため錬護士が向かっています。職員は避ひ難なんプログラムに従って避難準備を開始してください。塔内を見学中の一いつ般ぱん人は、ただちに各フロアの中央昇降機エレベータ前に集合してください』




『報告。

　塔の17階で幽幻種の大量侵入が確認されました。

　現在、中央昇降機エレベータ付近で護士候補生数名が交戦中。近きん隣りんフロアにいる正護士および巫女見習いはただちに応援に向かってください』




　最後の放送にぞっと背筋が凍こおりついた。

「17階。……モニカの部屋があるフロアだ！」

　交戦中？

　侵入した幽幻種の数は？　応戦してる候補生は？　負傷者は？

「くそ、いったい何だって言うんだ。イリス！」

『発生源が塔の敷地内であることは間ま違ちがいないでしょうね。……しかし』

「やはり異常です。魔笛の反応は地表からだけど、地下からは魔笛を感じない。地表から突とつ然ぜんに出現してるとしか────メイメル、聞こえていますね」

　念話。

　皇姫が呼んだ名は、巫女の第二位として知られる女性のものだ。

「状況は？……わかりました。今回の侵入は完全に予想外ですが、塔への侵しん攻こうそのものは仮想訓練どおりに。ええ、難題ではありますが、一般人の避難と敵の排はい除じよを並行して行うよう」

『地上フロアで幽幻種の個体反応が依い然ぜんとして増加中。さすがに無限とは考えられませんが、このまま増え続ければ居住区に侵入する個体も現れるかと』

「そうなる前に潰つぶします」

　一度静かに息を吐はく皇姫。

『穢歌の庭エデンから戻もどってきた矢先に難題発生ですか。ほらシェルティス、出番ですよ。幽幻種との戦せん闘とうなら独どく壇だん場じようでしょう』

「そんな余よ裕ゆうぶってられないけどね」

　双そう剣けんの柄つかを取りだす。

　輝かがやく氷ひよう晶しようの刀身がみるみる合成されていくのを横目に──

「ただ、こんな奇き怪かいなことしでかす相手は僕も一人しか知らない」

　あの時と同じだ。

　統政庁の聖廊で、初めてアイツと出会った時と同じ現象。




〝Li Xea =F shela , さあ起きてelmei /x-delis tis, 全てのSelahpheno 忘却された sia-s Orbie Eden.子供たち〟

〝千年の獣けもの。『緋ひ眼がん』の記録を利用して詠よびかけてみました〟




「同じ現象、統政庁の聖廊でも見た覚えがある」

『！　それです。ミクヴァの緋眼が観測してた記録を虚きよ像ぞうとして開放したんです！　だとすれば首しゆ謀ぼう者しやは────』

　異篇卿第七位「空白イグニド」。

　あいつが来ている。塔の内部。もうきっとすぐそこにまで。

「わかってるよイリス」

　奥歯を噛かみしめた。

　結局まだ僕は、あの異篇卿のことを何一つわかっちゃいないんだ。

「アイツだけは絶対、僕が相手をしないといけない」








　第四章　『こんなにも近い二人で』




　　　　１




　天結宮ソフイア２６９階。

　フロア全体が巨きよ大だいな会議室として利用される場だ。会議と名のついた集会が行われるスペースとしては塔でもっとも高い階層にある。

　使用者は例外なく、巫み女こか千せん年ねん獅しあるいは錬れん護ご士し。

　会議の話題にのぼる内容も、その多くは機密性の高い未公開事例として知られている。

「……そのはずが、こんな事態の集会場として使うはめになるとはな」

　たてつづけに鳴り響ひびく警報。

　時折それにまじるのは避ひ難なん誘ゆう導どうの放送だ。

「春蕾シユンレイ、もう一度確認しておくが、つい直前まで幽ゆう幻げん種しゆの気配は微み塵じんもなかった。そういうことだな？」

「…………気配、なかった」

「あまり覚えのない事象だな。幽幻種が姿そのものを隠かくす術すべを覚えたか、あるいは本当に湧わいて出てきたか」

　寄りそう春蕾の肩かたに手をやって、レオンは窓の外を見下ろした。

　──のんびり会議という余裕はないな。

　さすがにこの高度から地上階は確認できないが、今まさに正護士を中心とした第一次部隊が侵攻する幽幻種と交戦中らしい。しかし数が多すぎて、上層階へ向かおうとする個体を抑えきれないという報告も受けている。

　いずれ、遠からぬうちにこのフロアまで昇のぼってくるに違ちがいない。

「爛ラン、ホルンは？」

「２８８階。巫女のフロアで最後の防衛役をやるってよ。そりゃ姉貴が結界を支えてる真っ最中だしな。部下にはもう防衛命令を出したとさ」

　屈くつ伸しん運動をしながら、爛。

　彼女の部隊である第二師隊──錬護士と正護士そして巫女見習いによる精せい鋭えい部隊は、とうに点呼を終えて整列済みだ。

「あと、例のごとく第一師隊は巫女・千年獅ともに不在な。そっちは錬イ護シ士ユ筆タ頭ルが指示出すことになるだろ」

「相も変わらずか、巫女の第一位エルミーテイアに千年獅フアルバレン……」

　あの二人が姿を見せることは滅めつ多たにない。

　千年獅フアルバレンにはシェルティスが双そう剣けんを習っていたという話も聞くが、レオン自身はもっぱら上位の護士たちと剣を交えることで技能を磨みがいていた。

　レオンが千年獅になってからも、言葉をかわしたのは数回だ。

「体調管理と聞くが、二人ともそこまで深刻な容態なのか？」

「いいんじゃねーの。こんな事態でいきなり顔出して指し揮きを取るなんて言われたら逆に不慣れが出ちまう。ならイシュタルに任せた方が部し下たも安心するだろ」

　屈伸に続き、今度は柔じゆう軟なん体操を始める爛。

「こういう事態はとにかく平常運転が一番いーんだよ。いつもの上ボ司スにいつものオレらってな」

「それは同感だが、肝かん心じんのいつもの上ボ司スとやらは？」

「はいはーい。お待たせしたかしら」

　高速昇降機エレベータがフロアに到とう着ちやくし、メイメルが落ちついた歩調で歩いてくる。

「いつもの上ボ司スのメイメルよー。みんな揃そろってる？　さて、それじゃ手短に話をするわ。現状は知ってのとおり、前触れなく現れた幽幻種に侵攻されてる真っ最中。以前に結界を破られた時と似てるけど、前回と違って居住区にまで幽幻種は進んでないわ。よって塔とうの守りに最大集中する」

　口早に。

　けれど落ちついた口調で淡たん々たんと巫女が続けていく。

「もっとも戦せん況きようが厳きびしいのが地上階で、幽幻種の出現箇か所しよも地上である可能性が高いわ。だから第一師隊と第四師隊をそこに向ける。第四師隊の指揮はレオンで、第一師隊がイシュタル」

「わかった。だが地上階は塔の内も外も衝しよう突とつが激しいはず。部隊をわけた方がいいな。塔の内部全ぜん般ぱんをオレと第四師隊が引き受ける」

「りょーかいですぅ。じゃあイシュタルが塔の外ね」

　一人気の抜ぬけたテンポで手を上げる錬護士筆頭。が、その瞳ひとみの奥には決して見み透すかすことのできない不敵な輝きがともっている。

「重点ポイントは塔の玄げん関かんと外部連れん絡らく通路かな？　あとメイメル様、居住区に侵攻が広がった時にはこちらで勝手に判断しちゃっていいですかー？」

「そうしてちょうだい。第二師隊の総指揮は私、第五師隊はユミィのかわりに爛がやる。それでユミィだけど……」

　ちらりと、意味深な目線でメイメルが周囲を見やる。

　ユミィは穢歌の庭エデンから戻ってきたばかりだ。レオンの目からも明らかなほど、本来の体調とはかけ離はなれていた。

　……とはいえユミィの洗礼系の術式は貴重だ。

　……前線に出すか？　それとも本人の復調を重視して退ひかせるか。

　ふと隣となりを見やる。春蕾も同じことを考えているのだろう。困こん惑わくした表情でメイメルを見つめていた。

「あの子は指揮官なんて柄がらじゃないでしょう。大変だけど、高速昇降機エレベータを利用して激戦フロアを駆かけまわってもらうわ。本人にはその旨むねとっくに伝えてあるわ。魔ま笛てきに汚お染せんされたフロアと護士を片かたっ端ぱしから浄じよう化かしてもらうことになるわね」

　なるほど。

　前線には出す。が、指揮官としての負担は軽減させて、本人の得意な浄化術式に専念してもらうということか。

「いま結界はヴィオラ・ノヴァが支えてるわ。その直接の防衛はホルン・ノヴァが２８８階で請うけ負おうことになる。彼女の第三師隊が２００階より上を守るから、私や爛の防衛は必然的に１９９階までということになるわね」

「わかった。それだけ聞けば十分だ」

　集つどった部下たちに目配せで合図。

　すぐにでも高速昇降機エレベータで地上階へ向かおうとして────それを、ほかならぬメイメルに呼び止められた。

「あと最後に連れん絡らく事じ項こう。現在、サラ様が結界の任を終えて休まれてるのは皆みんなも知ってのとおり。そのサラ様ご本人からさっき念話があったわ。曰いわく、サラ様ご自身も参戦されるとのこと」

　ざわり。

　平静を保っていた精鋭たちの間に、ここで初めてざわめきが生まれた。

　皇おう姫ひが直じき々じきに戦線へ？

「そうよー。普ふ段だんはヴェールでお姿を隠してるけど、事態が事態だから軽装でいらっしゃるでしょうね」

「待てメイメル。皇姫の参戦は心強いが、俺たちは……」

　自分も爛も、そしてこの場の錬護士に正護士たち。誰だれ一人ひとりとしてヴェールの下の皇姫を見たことがない。おそらくはホルンも同様だろう。

「ええ、この場でサラ様のお顔を知ってるのは私くらいでしょ？　サラ様が参戦されても、あなたたちにとっては見知らぬ一いつ般ぱん人がいきなり戦場に現れたように見えて混乱しかねない。なのでサラ様のお姿を先に伝えておくわ。各自、肝きもに銘めいじておきなさい。天結宮ソフイアを統すべる方を見まちがえるなんて無礼はダメよ？　特に爛」

「オレかよ!?」

「だって驚おどろくと思うわよ」

　意味深な目つきで自分の専属護衛を見やる巫女。

「サラ様のお姿は十四歳の少女。背せ丈たけは春蕾と同じくらいね。青みがかった水鏡色の髪かみで、お召めしものは質素なシャツとスカート」

「──十四歳っ」

「まあ、見た目はね」

　なぜか意味ありげにメイメルが肩をすくめてみせる。

「各自、それらしき少女を見かけたらサラ様と心得なさい。あと今回は、黒の旧式儀ぎ礼れい衣いの双剣使いを護衛として連れてこられるそうよ」

　ざわめき、再び。

　特に千年獅を目前とした錬護士にとっては気にかかる情報だろう。皇姫の護衛？　だとすれば伝説の主しゆ天てんが表に出てくるという意味なのか？

　そんななか──

「へぇ」

　錬護士の中でただ一人、場の隅すみで目を閉じていたイシュタルだけが薄うすく片目を開けて。唇くちびるを、うっすらと不敵な笑みのかたちにつりあげた。

「レオン君、心当たりありそうじゃない？」

「どうかな。よく見た顔の予感もするが、また厄やつ介かいな話に巻きこまれているんだろうさ」

　苦笑で応こたえ、レオンは眼前の部下たちの前できびすを返した。

「いくぞ。第四師隊は地上階だ、到着し次第すぐに第一次部隊に合流する」
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　天結宮ソフイア・非常階段──

　非常灯の照らすわずかな光に混じって、血色の瞳が爛らん々らんと輝かがやいた。

　一体、二体……その背後にさらに一体。

「そこか！」

　螺ら旋せん階段の手すりを飛び越こえて真下へ。階段を這はい上がってくる怪かい物ぶつを前に、シェルティスは虚こ空くうで剣を振ふりあげた。

　ずっ……ずずっ……ずずずずず…………！

　金属製の階段がみるみる腐くさり溶とけていく。階段だけではない。その周囲の手すり、壁かべも魔笛が触ふれたところから侵しん食しよくされていくのがわかる。

『シェルティス、真下！』

「────」

　階段を蹴けって飛びあがる四つ足の幽ゆう幻げん種しゆ。

　その強きよう靭じんな前まえ脚あしを左の剣で受けとめる。空中で身体からだが真上に弾はじかれる勢いを殺さずに旋せん回かい、横壁を蹴って急降下。空中に留まったままの幽幻種をすれ違いざまに薙なぎ払はらう。

　踊おどり場に着地。

　二体。一体は空中に身を躍おどらせて、一体は床ゆかを這うように疾しつ走そうしてくる。

「ふっ！」

　呼気を吐はいて身を屈かがめ、上空の幽幻種の真下を駆けぬける。と同時に背後へと向き直り、追いついてきた個体へと斬きりつける。

　薄うす紫むらさき色いろに輝く刀身が、展開された魔笛障しよう壁へきを何の抵てい抗こうもなく切断。

『──────っ!?」

　自身の魔笛によって魔笛を無効化。

　理解が追いつかずに硬こう直ちよくする個体の虚きよをついて一いち撃げき。さらに踊り場から階段を駆け上がり、空中にいた最後の一体が着地したと同時、その背中へと剣を振り下ろした。

　砕くだける核かく晶しよう。

　跡あと形かたもなく消えていく三体を確認して、ようやく安あん堵どの吐と息いきを────と思った刹せつ那な、胸むな元もとの機械水すい晶しようが勢いよく点てん滅めつした。

『シェルティス、そっち！　二階分下の階段にも一人倒たおれてます！』

「キリがない……」

　薄うす暗ぐらい非常灯だけが灯ともす空間を、息を切らしながらもシェルティスは螺旋状の階段を真下に駆けた。

　──手すりに寄りかかるように倒れた男性事務員。

「これで!?」

『これで近くは最後です。彼を早く紗砂シヤサのところへ』

「了りよう解かいっと」

　昏こん睡すい状態の事務員をおぶって、今度は階段をひたすら上に。

『慎しん重ちようにね。彼の身体が階段の手すりに触れたら、そこも魔笛に侵食されます』
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「軽く言ってくれ……るッ！」

　魔笛に汚染された負傷者たち。

　それぞれ症しよう状じようも昏睡や麻ま痺ひ、細さい胞ぼう壊え死しなど多た岐きにわたるうえ、同じ症状でも軽重が違ちがうからさらに厄介極きわまりない。

「でも危なかった。イリスが気づいてくれなかったら放置するとこだった」

『非常階段の魔笛反応が不自然でしたからね。おおかた、幽幻種に襲おそわれて逃にげてきたけれど中央昇降機エレベータが人でいっぱいで乗り込めない。やむなく非常階段で避ひ難なんしてたところを見つかって襲われたんでしょう』

　非常階段とて安全ではない。

　それはつまり、塔のかなり内部にまで怪物の侵しん入にゆうを許しているということだ。

「…………」

　階段を上り続ける。

　走りだして一分もたたず、真上の踊り場に水鏡色の髪をした少女が見えた。

「近辺はこの人が最後です」

「ごくろうさま。こちらの床が空あいてますので、彼をここに寝ねかせてあげて」

　踊り場の床ほぼ一いつ杯ぱいに寝かされた負傷者たち。

　男も女も関係ない。中にはエリエやユトくらいの子供もいるのは、塔の内部を見学しにきていた一般人だろう。その隅に、背負っていた事務員を寝かせてやる。──と同時、彼の全身がほのかな緋ひ色いろの輝きに包まれた。

「残りの負傷者は、とりあえずの浄化は完かん了りようしています」

　そう告げる皇姫サラの全身からも同じ色の沁しん力りよくがゆらめいている。

　……なんて力強い輝きだ。

　……沁力の光がこんなにも煌こう々こうと。

　沁力の光はさながら蛍ほたるの光のように儚はかない。そのイメージが間ま違ちがっていたことをシェルティスはあらためて悟さとった。ユミィの光も眩まぶしかったのを覚えてるけど、術式の洗練度合いという意味ではやっぱりこの人が突とつ出しゆつしてる。

「終わりました」

「え、もう？」

「はい。取り憑ついていた魔笛は消えました。あとは本職の医い療りよう部隊に任せましょう」

　さらりと告げる皇姫。

「厳しいようですが、この負傷者たちはここに寝かせたままに。私たちまで医療部隊の到とう着ちやくを待っている時間はない」

「────」

　こくんと首しゆ肯こう。

　この非常階段の高度、天結宮ソフイアのフロアでは35階前後だろう。最初に警報の鳴った17階が気になって仕方ない。

　……モニカやヴァイエルだって戦ってるはず。

　……あの二人も穢歌の庭エデンから戻もどってきたばっかりで疲ひ労ろうしてるはずなのに。

「イリス、観測結果は？」

『依い然ぜんとして地上階から多数の出現反応。かなり強力な反応を示す個体もあることから、地上階での防衛戦はかなり熾し烈れつなものとなっているはずです。負傷者も、護士一般人問わず数多く出てるおそれがあります』

「いきましょう。ここからなら非常階段を利用した方が早い」

　言うが早いか、きらめく髪をなびかせて階段を駆かけ下りる皇姫。

「いまさっきメイメルから念話がありました。第一師隊と第四師隊が地上階の防衛に専念するそうです。塔とうの中層階を第二師隊が固め、上層階には第三師隊の精せい鋭えいたちが集結している……と」

「そうすると僕らは」

「本来なら地上階の戦線に加勢したいところですが、あいにく護士が密集しすぎている。私もあなたも、それでは思う存分動けないでしょう。ですので地上階の少し上のフロア。一階で倒し損ねた幽幻種を一体でも多く食い止めます」

「────」

　皇姫の背中を追いかけながら、シェルティスはわずかに目を見開いた。

　純じゆん粋すいに意外だった。氷結鏡界を支えることならともかく、こうした混戦での状じよう況きよう判断も目を瞠みはるものがある。

「あなたの視点で、地上階周辺で心当たりのあるフロアは？」

「22階。ここが問題なかったら10階に降りるという段取りで」

　22階は塔で唯ゆい一いつの医院だ。

　単純な負傷者だけでなく、魔ま笛てきに感染した場合もまずはこちらの簡易浄じよう化か施せ術じゆつを受けることになっている。このフロアが陥かん落らくすることだけは避さけたい。

「妥だ当とうな線だと思います。ではそちらへ」

　皇姫が階段を蹴るテンポを上げる。

　……体力や瞬しゆん発ぱつ力りよくなんかはさすがに巫み女こ見習いくらいか。

　……いや、それでも頑がん張ばってる。

　結界を一月近く支えておいて、かつ穢歌の庭エデンへも駆けつけてくれた。

　体力だって限界のはずなのに、鉄の意志でそれを堪こらえてる。何より特筆すべきは、その苦く悶もんをまるで表情に出さないということだ。

『22階です。次の踊り場に非常扉とびらがありますので、そこから内部へ』

「わかった」

　柄つかを握にぎる手に力をこめる。

　具現化した双そう剣けんをたずさえて、シェルティスは最後の階段を駆け下りた。
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　天結宮ソフイア・地上階ロビー。

「くるぞ！　負傷者を後ろに退さがらせろ！」

　声のかぎりに叫さけぶや、レオンは後方の部下をおきざりにタイル床を蹴りつけた。獅し子しのごとき力強い足音を響ひびかせて跳ちよう躍やく。

　わずか一跳とびで、その靴くつ先は遥はるか前方の幽幻種へと迫せまっていた。

「はっ」

　その接近を感知した怪物が障しよう壁へきを展開する間もなく。銀色の大たい剣けんが、霧きり状じようの獣けものを核晶ごと真っ二つに切りさいて霧む散さんさせる。

　──まだだ。

　レオンの疾走は止まらない。

　頭上から落下してくるシャンデリアを勘かんだけで回かい避ひし、それを落とした天てん井じようの幽幻種めがけ再び床を蹴る。

　天然石の円柱の窪くぼみにつま先を引っかけて、さらに真上に跳躍。

『──────ッッッッ！』

　幽幻種と剣士の姿が交こう叉さする。

　剣と牙きば。

　魔笛をも断つ銀ぎん閃せんが煌きらめいて──剣士が再び床に足をつける時には既すでに、幽幻種の姿は霧となって照明の輝かがやきの中に溶け消えていた。

　──まだ、至らない。

　部下の制止の声すら残ざん響きようさながらに霞かすんで届かない。

　ただ剣けん戟げきのために。自身の全感覚神経が剥むきだしになった錯さつ覚かくを覚えるほど、自分でも驚きよう異い的な集中力にレオンは包まれていた。

　眼前の三体。

　真横から襲いかかってくる二体。

　さらには空中から襲ってくる竜りゆうの姿をした大型の幽幻種、背後で部下が戦っている幽幻種四体の動きさえ、まるで心が読めるように把は握あくできる。

「……至らないが、悪くはない」

　異い篇へん卿きようの大剣使い白銀アルマデルから受けた傷を癒いやすために身体からだを休めていたが、その間、全神経をイメージトレーニングだけに集中したのが功を奏した。

　白銀アルマデルの挙動一つ一つ。

　それと戦う自分の挙動一つ一つ。

　記き憶おくしているかぎりを脳のう裏りで再現し、イメージの世界で何十戦、何百戦という錬れん磨まを重ね続けてきた。

「セラの虚きよ像ぞうは、ここにはいないのか？」

　あの怪かい物ぶつが一体でも出現すればまたたく間に窮きゆう地ちだろうが、それでもどこかで、絶対の難敵に挑いどむことを望む自分がいる。

　──確かめたい。

　──俺の生身の強さをじゃない。決して揺ゆるがぬと決めた俺の決意の強さを。

「春蕾」

　後ろに控ひかえる少女に、そっと言葉をかける。

「あの時は済まなかった。……俺から離はなれないでくれ。俺も、お前を決して離さない」

「…………うん」

　その頷うなずきに背を押され、さらに大剣を振ふるう。

　地表から際限なく幽幻種が出現するというのは異様な現象だが、それすら今は苦悶と感じない。より強力な個体、より差し迫った死線と向き合ってこそ確かめられるものがある。

「春蕾、結界を」




【 Lin Endes pel On Nes我、万象連ネ祝詞ヲ開放 】




　後ろに控える春蕾の唱うたう開放序詞。

　彼女を中心に蒼あおの光が半球状に広がっていき、ロビー周辺に蠢うごめく幽幻種たちを次々と覆おおい包んでいく。直後。

　──ぎちっ。

　耳みみ障ざわりな不協和音を立てて、幽幻種の展開する魔笛障しよう壁へきが大きく軋きしんだ。

「……レオン！」

「ああ」

　崩くずれかけた障壁ごと、レオンの大剣が幽幻種を一刀のもとに斬きりふせる。

　それを見てとった幽幻種が跳び退のくのも逃のがさず、続けざまに一体。宙へ逃にげる個体をさらに剣の峰みねで撃うち落とす。

「さすがの結界だな」

　沁力結界によって障壁を弱めることで、レオンの一いち撃げきはそのまま幽幻種にとっての必殺となる。もちろんほかの護士たちの攻こう撃げきも脅きよう威いだろう。

「結界の維い持じ、どこまで保もつ？」

「……勝つまで頑張る」

「いい返事だ」

　頼たのもしい応こたえに背を押され、巨きよ大だいなロビーを縦じゆう走そうしようとして──

　レオンは不意に足を止めた。

　視界の隅すみに人ひと影かげ？

　ロビーの壁かべ際ぎわから壁際へ、まるで逃げ隠かくれるように移動する何者かが目についた。今まさに受付センターのテーブル裏に身を潜ひそめた何者かだ。

　この混乱に乗じた火か事じ場ば泥どろ棒ぼう？　あるいは本格的な侵しん入にゆう者か？

「…………レオン、誰だれかいる」

「わかってる。何者だ、その受付センターの陰かげに隠れているのは！」

　侵入者の類たぐいであれば逃すわけにはいかない。とはいうものの、相手が何者かわからない状況で無む闇やみに近づくのは危険をともなう。

「時間が惜おしい。春蕾、その裏を透とう視しで確認できるな？」

「わ、わわ。待ってレオン。わたしだってば！」

　淡い黄金色オフゴールドの髪かみがふわりとなびく。拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり姿を現した人影の正体は、自分のよく知る巫女だった。

「……なんだ。ユミィ、驚おどろかせるな」

「驚いたのはわたしの方！　みんな戦ってるから邪じや魔まにならないようにって思ってたのに、いきなり大声で怒ど鳴なられるんだもん」

　肩かたを怒いからせて声を張り上げる少女。

「すまん。だが良いタイミングだ。中央昇降機エレベータ前もそうだが、イシュタルの統率する第一師隊で魔笛汚お染せん者が出ている。安全な場所に移して片かたっ端ぱしから浄じよう化かを頼む」

「やっぱり地上階が苦しいのね」

「ああ。特に塔の外扉周辺だな。個体数が多すぎて第一師隊だけで止められる数じゃない」

「わかったわ。でもちょっと待って。22階に運ばれてくる負傷者が多すぎて対応できてないの。わたしそっちに行かないと……」

　言うなり、こちらの返事も待たずにユミィが高速昇降機エレベータの方へと走りだす。

「お、おい待て、ユミィ？」

「ごめんなさい！　でもだいじょうぶ、こっちには巫女見習いの別働隊を要よう請せいしてるから。もうすぐ来るはずなの！」

「──どこも手て一いつ杯ぱいか」

　額の汗あせをぬぐい去り、背後の部下たちを見やる。

　錬護士を中心に構成された精せい鋭えいたちだが、さすがに焦しよう燥そう感かんがにじみ出て見える。なにしろすぐ横で仲間が魔笛を受けて倒たおれていくのだ。平静を保てという方が酷こくだろう。

　──こうした精神の疲ひ弊へいをぬぐい去るのは難しいな。

　──メイメルやヴィオラは部下を鼓こ舞ぶするのが得意と聞くが。

　大声を出して部下を励はげませというのは、春蕾にはいささか難題か。

「春蕾、負担をかけるが沁力結界の強化と範はん囲い拡張を────…………春蕾？」

「…………」

　すぐ隣となりに寄りそう巫女が、不安げなまなざしで高速昇降機エレベータを指さした。つい直前にユミィが走っていった方向だ。

「……レオン、いまの……」

「ユミィか。仕方ない、どこも苦しい戦せん況きようだ」

「…………違ちがうの」

「違う？」

「…………いまの、ユミィだけど……ユミィなんだけど……」

　何かを言いかけて春蕾が口ごもる。

「どうし──っく！」

　天井すれすれから一体、さらに真正面から一体の幽幻種が迫ってくる。どちらも獅子の形状をとってはいるが、その体高だけでレオンの背せ丈たけほどもある巨きよ体たい。

「どけっ！」

　地上の一体をすれ違いざまに斬り飛ばす。勢いのついた大剣を膂りよ力りよくで無理やりに押さえこみ、頭上へとすくい上げるように振りあげた。

　急降下する幽幻種。

　巨体の爪つめと大剣の切っ先が衝しよう突とつ。力と力、鋭するどさと鋭さが均きん衡こう────のように見えたのは一いつ瞬しゆんだけ。大剣が幽幻種の核かく晶しようを破は砕さいするまでコンマ一秒とかからなかった。

　──白銀アルマデルの剣と比べれば。

　──あの男の振るう太た刀ちは、巨蛇ミクヴエクスの鱗うろこをも砕くだいてみせた。

　セラの虚像の装そう甲こうにすら通用する最強の矛ほこ。それに再び挑むためには、こんな幽幻種の爪を相手に苦戦はできない。

「じきに別働隊が来る。それまで全力で耐たえぬけ！」

　衝突で痺しびれた腕うでを気にも留めず、レオンは声を振りしぼった。

「全個体を倒そうとするな、全ぜん滅めつでなく勢力をそぎ落とすのが地お上れ部た隊ちだ！」

　正面扉とびらが大きく歪ゆがむ。

　扉横の壁かべが溶とけるように崩れ落ち、ぽっかりと空いた巨大な穴から新たな幽幻種たちがロビーへと侵しん攻こうしてくる。

　──その全個体が。

　──緋ひ色いろの光に包まれて霧む散さんした。

「なにっ」

　洗礼系の浄化術式だろう。

　その魔ま笛てきごと幽幻種をも一瞬で浄化する高位術式。となれば使用者は巫み女こか、あるいは上位の巫女見習いに限られる。

「巫女見習いの別働隊か？」

「レオン、春蕾も！　みんなだいじょうぶ!?」

　非常階段の扉が開き、駆かけてきたのは白衣の巫女だった。

「……ユミィ？」

「はぁ……っ……メイメ……ル、から念話が……あっ……て、ここが一番大変だから助けにいって……あげ……てって言われて」

　身体をくの字に曲げて息するユミィ。

　おそらくは一心不乱に階段を駆け下りてきたのだろう。酸欠で青ざめた顔がそう物語っている。が……

「お前、もう22階の方は平気なのか？」

「え？」

　呆あつ気けにとられた表情でユミィが顔を上げた。

「いまさっき22階の加勢にいくと言ったのはお前だろう」

「わたし？　ううん、わたしがいたの21階の会議室だもん。とにかく突とつ然ぜん幽幻種が現れたからモニカ先せん輩ぱいたちの加勢してて、そうしたらメイメルから念話があって地上階に降りてきたの」

「……確認するが、お前がさっき地上階に降りてきたのは」

「？　あの……ごめんねレオン。ちょっと話がわからなくて……あの、わたし地上階に降りてきたの今日はこれが初めてなんだけど」

「なにっ？」

　思わず声が強くなった。

「待てユミィ、お前はついさっき地上階に来て、22階の支し援えんに向かうと俺に言ったはずだ。俺だけじゃない、春蕾だって聞いてる」

「わ、わたしが!?　そんなこと言ってないよ。もし22階に行くならわざわざ地上階なんて遠回りする必要ないもん。21階からすぐ22階に行くよ」

「────どういうことだ」

　話が真っ向から食い違う。

　さっきユミィは地上階にいて、今から22階に向かうと言い残して高速昇降機エレベータへと向かっていった。なのに今は、そもそも地上階に降りてきたのが初めてという。

「それは」

「…………さっきのユミィ、おかしかった」

　ぼそりと、やりとりを見守っていた春蕾が不安げに呟つぶやいた。

「……ユミィだけど、ユミィじゃなかった」

「どういう意味だ。まさか侵入者の変装か」

　いや、だがそんなわけはない。

　白の法衣くらいなら準備できるかもしれないが、姿形や背丈まで似せるのは不可能だ。今こうしてユミィを見ていても、さっきのユミィと何ら変わらない。

　少なくとも外見と声はまったく同じ。

　……だが、確かに今のユミィの方が発言に説得力はある。

　あのタイミングでユミィが地上階にいる理由がない。突然に幽ゆう幻げん種しゆの侵攻に襲おそわれたなら、俺や爛のようにまず２６９階に集まるだろう。

　そうでなければ、異変が起きたその場に踏ふみとどまるか。

　つまり21階にいたという証言も説得力があるのだ。異変が起きてすぐ、自分たちよりも先に地上階に降りていたという方が不自然だろう。

「……心当たり、一人だけいる」

　そうして黒くろ髪かみの巫女が告げた者は。

「…………イグニド。黒ずくめの異い篇へん卿きようが、もしかしたら」
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　天結宮ソフイア21階。

「よぉ大将、そっちどうだ」

「重傷を負って動けない……なんて言ったら、少しは楽をさせてくれるのか？」

　前方の通路を睨にらみつけたままモニカは返した。

　肘ひじ先に受けた傷に手をあてる。わずかに付着した魔笛に洗礼系の術式を放射。濃こ紫むらさき色いろの霧きりが剥はがれていくのを確かめて、ようやく安あん堵どの息をついた。

「この階のはあらかた駆く除じよしたらしい。私もお前も運が良い」

「不幸中の幸いってのは、総じて見ると結局は不幸って意味だがな」

　ふてくされ気味に呟くヴァイエル。

　こちらも二、三箇か所しよの擦すり傷が見えるが士気に影えい響きようは見られない。おまけに皮肉を垂れる余よ裕ゆうくらいはあるということだ。

　──だけど別のフロアではこんな余裕もないはずだ。

　予期せぬ幽幻種の侵攻だが、自分たちは場所が幸いした。この21階が護士の会議フロアであったため、候補生の仲間が多かったわけだ。

　さらにいえば巫女ユミイがいたことも大きい。

　大規模な浄化術式で敵のほとんどを無効化したことで、苦戦らしい苦戦はなかった。

「教官からの指令は見たな」

「あー？　フロアの無事を確認したら非常階段で地上階に降りてこいってのか。言われるまでもなく下の方が断然やべぇってのは予想がつくけどな」

　悪態をつきながら、それでもヴァイエルがのそりと歩きだす。

「しかしどうなってんだ。以前に襲しゆう撃げきを受けた時は、それでも事前報告があっただろうが。俺らはたまたま装備もあったから助かったがよ、これで寝ね込こみを襲われてたらどうしようもねぇぞ」

「それは後で確認がとれる。どのみち今は対策より対応だ」

　十字棍ロザリオを握にぎりしめ、モニカもヴァイエルの横に並び立つ。

　……だけど、確かに奇き妙みようだ。

　……幽幻種の発生について何の事前予報もないなんて。

　中央観測システムが機能していなかったか。あるいは五人の巫女と皇姫が誰だれ一人ひとり、出現の予兆を観測できていなかった？　そんなことがありえるのか？

「しまったな。ユミィに聞いておけばよかった」

「わかるわけねーだろ。あの巫女サマが一番信じられないって表か情おしてたじゃねえか。突とつ発ぱつ的な模も擬ぎ訓練じゃないかって疑ってたくらいだし、ありゃ本気で何も知らされてなかった感じだぜ」

「……そうか。そうだったな」

　頷うなずこうとした矢先──

　モニカが、真横の分ぶん岐き先にある高速昇降機エレベータに目をやったのは偶ぐう然ぜんだった。

「ん」

「どうした？」

「いや……高速昇降機エレベータが動いてただけなんだが。そこに乗ってたのが」

　塔とうの上へと昇のぼっていく筐きよう体たい。

　いま、昇降機エレベータのガラス部分から顔を覗のぞかせたのはユミィではなかったか？　ついさっき、地上階の加勢にいくといって一足先に非常階段を下りていったのに。

「……何かあったのかな」

　何かが起きつつある。

　けれど、その違い和わ感かんの正体に気づかぬまま、高速昇降機エレベータはあっという間にモニカのいる21階を通りすぎていった。
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　天結宮ソフイア48階・機工局。

　事務員の多くが避ひ難なんを終えて無人となったフロアで、正護士の少女が事務デスクから事務デスクへと高速で飛び移っていく。

　その数秒先を、こちらは床ゆかを這はい回りながら追つい跡せきする幽幻種。

　デスクも椅い子すも関係ない。触ふれたもの全てを侵しん食しよくし、腐くさらせながら進行してくる。

「……そろそろね」

　背後に迫せまる怪かい物ぶつの気配を感じつつ、イーシャは自分の真横を見やった。

　自分と並走して通路を移動する男の影かげ。

「そっちに向かって飛ばすわよ！」

　──「展開・放射」──

　一ひと抱かかえはある鉄球が四つ。

　イーシャの足あし下もとから浮うかびあがった超ちよう重量の物体が彼女の武器。人にん形ぎよう遣つかいの沁力を帯びて自在に動く人形だ。

「ぶっ飛びなさい！」

　空中で軌き道どうを変えた鉄球が幽幻種めがけ降りそそぐ。

『ッッッッッッ！』

　一つ目二つ目を避よけた幽幻種に三つ目の鉄球が直ちよく撃げき。

　ぐらりとよろめいた巨きよ体たいめがけ、さらに四つ目の鉄球が追撃ではるか向こうの壁かべ際ぎわまで吹ふき飛ばす。

「ジン！」

「上出来だ」

　高々と宙を舞まう怪物めがけ、通路を並走していた正護士が二丁拳けん銃じゆうを突つきつける。

　一いつ斉せい射しや撃げき。

　沁力の刻印を受けた弾だん丸がんだ。機き関かん銃じゆうさながらの連射で撃うちだされた弾丸が幽幻種の装そう甲こうをまたたく間に削けずりとり、中心部の核かく晶しようを貫つらぬいた。

「よし、これで四体目！　順調じゃない」

「気を抜ぬくな」

　隣となりに着地するイーシャに目もくれず、相方である正護士は自身の足下を見下ろした。

「戦績が良いのは敵が多いから。裏を返せば、地上の精せい鋭えい部隊で倒たおしきれなかった個体がそれほど多いということになる」

「……わかってるわよ。わたしだってお姉様が第一師隊の指揮やってるんだもん。こう見えて気が気でないんだから」

「そうだったな」

　拳銃に弾丸を込めながら首しゆ肯こう。

　イーシャ・イス・イシマエルは錬護士筆頭イシュタルの実じつ妹まいだ。

　何かにつけ優ゆう秀しゆうすぎる姉と比べられるが、イーシャ本人はそれで落ちこむわけでもなく、姉に対しての崇すう敬けいと親愛の情はさすが家族というところだろう。

　と──

「てめーら、不安なら地上階いってくるか？」

　肩かたを回しながら近づいてくる儀ぎ礼れい衣い姿の少女。その背中には千せん年ねん獅しの証あかしである獅し子しの紋もん章しようが縫ぬいつけられている。

「あら、ボス。巡じゆん回かいなんかなくてもこちらの警備は万全ですわ」

「あー、ちゃうちゃう。不安なのはこっちじゃなく地上階。春蕾から念話があったけど、どうも地上階の戦力が足りてねぇんだとよ。負傷者が出ればどうしても数が足りなくなるからな。第一師隊も第四師隊も、相当数の退場者が出てる」

「あー……ですわよね」

　離はなれていた鉄球を呼びよせながら、イーシャ。

「今しがたメイメルがユミィを地上に派は遣けんした。それはいいんだけど、ユミィは千年獅がいないし、護衛役に第二師隊ウチから腕うで利ききを十人ばかし送りこむかなってわけ」

「承知いたしましたわ。お姉様の第一師隊じゃないのは残念ですけど」

「てめーが第一師隊に入ったらイシュタルが骨ほね抜ぬきになるだろうが。……ま、事情はわかったな？　わかったらさっさと行ってこい」

「はい、ですわ」

　反射的に走りだそうとしたものの思いとどまる。

　中央昇降機エレベータは幽幻種の魔ま笛てきにやられて動かない。非常階段か、あとは巫み女こ専用の高速昇降機エレベータを使うかの二択たくになる。

「ボス、緊きん急きゆう事態ってたしか」

「巫女の昇降機エレベータか？　おう、階級制限はとっくに解除されてるから使えるぜ」

　ならば話は早い。

　低層階ならまだしも、この48階から非常階段を使うのは単なる時間の無む駄だだ。

「ジン、こっち！」

「お前の鉄球で重量オーバーにならなければ、な」

「へ、平気だってば！」

　通路を駆かけぬけ、フロアの端はしの高速昇降機エレベータへ。

「って、全部動いてる最中じゃない！」

「考えることは皆みんな同じか」

　全部で十台ある高速昇降機エレベータがどれも移動中で使えない。この48階より上からも地上階への支し援えん部隊が呼ばれていて、彼らが先に使ってしまったのだ。

「やむなし。非常階段コースだな」

　二丁拳銃をホルダーにおさめ、ジンがやれやれと肩をすくめてみせる。

「ちょっと本気!?」

「一フロア五秒で駆け下りる。二百四十秒、つまり四分で下りられるならば十分に合格ラインだ。多少もたついても五分はかからない」

「うげ」

　思わず顔をしかめてしまい──

「……あら？」

　ふと、イーシャは一番端で動いている高速昇降機エレベータに目をやった。

　上じよう昇しよう中。

　ほかの九台が下降中なのに、この一台だけが塔を上へ上へと向かっている。護士が乗っているなら地上階に向けて降りていくはずなのに？

「ジン、こっちの昇降機エレベータだけ昇ってきてる」

「地上階に支援部隊を運んで、また次の支援部隊を乗せるために昇ってるだけだろう」

「そりゃそうも考えられるけど。ま、いいわ。考えても仕方ないし。さっさと非常階段いきましょ。ほら早く、……ジン？」

「指令だ」

「指令？」

　懐かい中ちゆうから銀色のプレートを取りだすジン。

　員章だ。護士一人につき一つが用意され、電子認証鍵キーによる本人確認のほか、電メ子ー文ルを使った簡易な指令の伝達にも使われるのだが。

「……なにこれ」

「ずいぶんと意味深な内容だな。送信者はレオン師隊長と春蕾様の連名か」




『各位

　巫女ユミィについて、地上階以外のフロアで発見し次第、事情聴ちよう取しゆを。

　塔外からの侵しん入にゆう者の可能性あり。

　なお、該がい当とう人物は高速昇降機エレベータで高層階に移動中と思われる』




「どうするの」

「命令は探たん索さくじゃない。たまたま同じフロアに居合わせたら、の話だ。俺たちは非常階段で下を目指す。その時に見つければ声をかける。それ以外は任務外。そういうことだ」

　ジンの解答はまさに模も範はん的だろう。

　ただ──

「…………」

　ちらりと、イーシャは背後の高速昇降機エレベータを盗ぬすみ見た。

　一台だけ上昇を続ける昇降機エレベータ。

　あの中に乗っているのは、いったい誰だれなのか。その疑念がいつまでも頭の片かた隅すみにこびりついて離れなかった。
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　天結宮ソフイア１８２階・沁しん理り局。

　沁力の理ことわりを担になう──そう名付けられた部局。

　事務員の過半数は、かつて巫女見習いとしての経歴を持つ者たちだ。

　主おもな職務は巫女と巫女見習いたちの訓練スケジュールと施し設せつ管理。また、上級研究員たちによって沁力術式や魔笛の解かい析せき研究が行われている。

『シェルティス、奥の通路を右に。その突き当たりの部屋です』

「こっちか！」

　抜き身の双そう剣けんを携たずさえ、シェルティスは無人の通路を駆けぬけた。

　開いたままの機械扉とびら。

　そこから漏もれだすのは火事の煙けむりでなく、毒々しい濃こ紫むらさき色いろの霧きり。それも気味が悪いほどに密度が濃い。

「っ！」

　霧に覆おおわれた扉脇わきに倒れた女性職員たち。

　さらには儀礼衣を羽織った護士たちも、皆同じようにうつぶせに倒れたまま動かない。

『魔笛の侵食が深刻です。早く、せめて霧の外に出さないと』

　……この職員だって元は巫女見習いだったはず。

　それが、逃にげる間もなく魔笛を浴びせられて昏こん倒とうしている。防ぼう御ぎよのための術式が間に合わなかったのか。それとも──

『来ます！』

　イリスの警けい告こくと同時、シェルティスは壁際に飛んでいた。




　Oe/ Dia■■、 =U hiz……■、 gazzinis■■■、 sis wei■…… sighn. Quo■……■■ zess wiz■、■、 xes kyele■……■




　ジジッ……放電にも音をざわつかせ、フロアに響ひびきわたる呪じゆ詛その音ね色いろ。紫色の閃せん光こうがあふれ、線のように細い光の糸がよりあって光の波を構成していく。

　それが、波は紋もんのごとく一気に拡張して通路を駆けぬけた。

　床ゆかが、壁かべが、天てん井じようが。魔笛の光が触ふれた部分がどす黒く変色し、腐ふ敗はいし、融ゆう解かいしていく。

「こいつ──っ！」

　竜りゆうに酷こく似じした姿の幽ゆう幻げん種しゆ。

　一いつ対ついの翼つばさと巨きよ大だいな四し肢し、それに濃紫色の霧から突き出た蜥蜴とかげの頭部。

　四肢一本分がちょうど成人男性の背せ丈たけほど。地竜にも匹ひつ敵てきするほどの巨体で、さらに今の強力な魔笛は。

「あの時の統率個体!?」

『照合結果、完全一いつ致ち。やっぱり、これで確証が持てました。ミクヴァの緋ひ眼がんが過去に記録した幽幻種データを投とう影えいしたんです』

「……イグニド、か」

　統政庁の時と同じだ。

　だけど今、なぜこのタイミングで？

『投影データの持続期間は長くありません。せいぜいもって一時間』

「一時間こいつに暴れられたら大惨さん事じになる！」

　……みんな、こいつにやられたのか。

　塔とうに侵しん攻こうしてきた時と同じ。

　一〇〇〇を超こえる小型幽幻種を呼びよせる統率個体。この怪かい物ぶつだけは、今、ここで止める以外に選せん択たく肢しはない。

「────」

　床を蹴けって天井へ。

　上下真逆の視界、続いて天井を蹴ってすぐ横の壁へ。さらにその横壁からまたその横壁を蹴りつける。上下左右に敵の視線をゆさぶって、巨きよ体たいの死角である足下へ潜もぐりこむ。

　刹せつ那な。

『シェルティスッッッッ！』

　ぞくっ。

　首周りに冷たい汗あせが噴ふきだした。

「ぐっ…………がっっっ!?」

　──ぽたっ。

　白しろ塗ぬりの床に零こぼれる赤い飛ひ沫まつ。

　上着の肩かた口ぐちから胸むな元もとまでが鮮あざやかなほどに切りさかれ、露ろ出しゆつした肌はだからじわりと鮮せん血けつがにじみ出す。

　統率個体の突つきだした腕うで、あと一歩踏ふみこんでいたら直ちよく撃げきしていた。

　……これだけ揺ゆさぶって。

　……まだ見えてるのか。

　あの巨体で、この通路だ。

　幽幻種の飛ひ翔しようを妨さまたげられるのは利点だが、同時にこちらも通路の幅はばでしか動けないのが難題だ。上下左右にゆさぶって照準を避さけようにも限度がある。

　その結果、死角に潜りこむ前に動きを捉とらえられて反撃された。

　……厄やつ介かいこの上ない。

　かつて相まみえたのは、塔の外。

　最上階へと飛びあがる間際に追いついて、翼を切断。地上に墜つい落らくさせることで勝利した。その方法がここでは使えない。

『この直線通路では敵の攻こう撃げきを回かい避ひできません。広いスペースにおびきよせないと』

「──ああ」

　轟ごう！

　風のうなり声が届いたと同時、横壁に身を密着させる。

　幽幻種の怪かい腕わんがその背中すれすれを擦こすって通過。空くうを切った反動で敵が硬こう直ちよくするのを見計らい、シェルティスは後方へ駆けだした。

　背後に感じる圧あつ倒とう的てきな敵意。

　地じ響ひびきとともに統率個体が迫せまってくる。この通路いっぱいの巨体だというのに異常なほど俊しゆん敏びんな反応だ。

　……そう、この瞬しゆん発ぱつ力りよくと反応値だ。

　……間ま違ちがいなく、あのデカさで小型幽幻種より遥はるかに速い。

『シェルティス、追いつかれます！』

「それでいい」

　中央昇降機エレベータ前の十字路を左に大きく曲がる────まで見せておいて、左側通路の角を足場に真逆の方角へと跳ちよう躍やく。対岸にあたる右の通路に向かって飛びこんだ。

「追ってこい」

　統率個体の動きが一いつ瞬しゆんブレた。

　鋭するどすぎる敏びん捷しよう性でシェルティスの最初の左折に反応し、それが突とつ然ぜんに右折に変わったことに一瞬理解が遅おくれ、身体からだの制せい御ぎよが間に合わなかったのだ。

　フェイントを理解した怪物が、その頭部を右通路へ。

　が、右通路に人間の姿はない。

　ならば左通路？　否いな。

　正面通路、そして後方通路にも姿はない。何らかの方法で逃げたか──怪物がそう判断しかけた刹那、その巨体を鋭い斬ざん撃げきが貫つらぬいた。

「答えは右だ」

　激げき昂こうする統率個体の真下をくぐり抜ぬけ、敵背面へと跳とび移る。巨大な両りよう翼よくの妨ぼう害がいを振ふりきってさらに上部へ。

　──身を潜ひそめたのは右通路にあった非常階段。

　──非常階段の扉の内側で息を押し殺し、統率個体の注意が逸それるのを待つ。

　跳躍。

　静かに。けれど力強く。

　統率個体の体内にある核かく晶しようめがけ、シェルティスは両手に握にぎる双剣を振り下ろした。

『～～～～～～～～～ッッッッッッ！」

　耳をつんざく絶ぜつ叫きようがフロア全体を震ふるわせる。

　数秒、そして十数秒が経過。

　咆ほう哮こうの残ざん響きようが嘘うそのように静まりかえった通路で、幽幻種の姿は消しよう滅めつしていた。

「……ふぅ」

『無事で何よりです』

　まったくだ。

　暢のん気きな機械水晶イリスの相づちに溜ため息いきで返事して、あらためて十字路を見わたした。

「このフロアはこれで終わり？」

『はい。でも、魔ま笛てきは浄じよう化かしないと面めん倒どうです。特にさっきの部屋で倒たおれてる人たちは、今すぐにでも汚お染せんを洗い流さないと』

「……そ……れは、問題ありま……せん」

　ギィ。

　非常階段の扉がゆっくりと開き、弱々しい足取りで水鏡色の髪かみをした少女が顔を覗のぞかせた。ただし、血の気けを失った青ざめた顔色で。

『紗砂!?　まだ休んでないとだめってあれほど──』

「……休きゆう憩けい……は……とり……ました」

　たどたどしい口調の少女。

　通路の壁によりかかるようにして、皇姫サラはかろうじてその場に立っていた。

「ごめんな……さい。……ずいぶん……強力なこ……こたい……を任せ、てし、しまいました…………」

「──いえ」

　小刻みに笑う彼女の膝ひざを見下ろす。あまりに細く華きや奢しやな足を見つめながら、シェルティスはおずおずと首を横にふった。

「僕もイリスと同意見です。17階、22階、１３１階、それにこの１８２階。強力な幽幻種の反応が出たところを片かたっ端ぱしから潰つぶすことはできたけど、いくらなんでもこれ以上はあなたの負担が大きすぎる」

　幽幻種の排はい除じよ、魔笛に汚染されたフロアの浄化。さらに移動手段もほとんど非常階段を使ってだ。単純な上り下りだけでも相当な負担になっている。

　──消しよう耗もうしきったこの人には酷こくすぎる。

　本当なら無理にでも休ませないといけない。ここで皇姫が深刻な衰すい弱じやくに陥おちいってしまえば、おそらく回復には一週間以上を要するだろう。それだけ長い間、天結宮ソフイアは統率者を失うことになる。

　止めないと。

　だけど────だけど────どうやって止めればいい？

「……こんな時に」

　小刻みに震える手を握りしめる。

　……僕じゃこの人を止められない。

　レオンでもヴァイエルでもいい。彼らなら力ずくで皇姫を抱だきかかえて医務室へ運ぶことができる。が、ここにいるのは自分だけだ。彼女に触れる前にエルベルト共鳴に弾はじかれる。

「……っ……はぁ……」

　昏こん睡すい状態の事務員に寄りそう皇姫。

『紗砂！　もうダメです、これ以上無理をすれば本気で取り返しのつかないことに！』

「……だま……りな、い……ダ家メ政イ婦ド……私は……私がやらなかっ……たら…………誰だれが、誰が……この者を……助け、ら、れるの……』

　執しゆう念ねんを超こえた狂きよう気き。

　その姿を前に、シェルティスが抱いだいたものは感動よりも恐きよう怖ふに近かった。

「私、が──」

「わたしではだめですか？」

　よろめく皇姫を、真後ろから伸のびた手が抱きかかえた。

　と同時。

　倒れていた事務員たちが、魔笛の浄化を示す緋ひ色いろの沁力光に包まれる。

「……ユ……ミィ？」

「サラ様が穢歌の庭エデンに助けにきてくれたことと比べれば、本当に微び力りよくです。だけどわたしだって、サラ様のお手伝いをしたいから」

　にっこり笑顔で応こたえる白衣の巫み女こ。

　輝かがやく光の粒つぶがふわりと躍おどり、衣服にまとわりついた濃こ紫むらさき色いろの霧きりを押し流していく。

　一人、二人、三人と──倒れていた者の血けつ色しよくが次々と戻もどり、汚染されたフロアも元の壁かべ色を取りもどしていきつつある。

「ユミィ!?　え、これは」

『私が呼んだんです。呼びかけたのはずっと前からでしたけど』

「これでも早い方よ。地上階から１８２階だもん、時間かかるに決まってるじゃない」

　皇姫を支えるユミィが頬ほおをふくらませる。

　と思いきや、すぐに表情を険けわしいものにして。

「シェルティス、その傷」

「え？　あ、う、うん。別にかすり傷だから」

「うそ！　だって、もう少し深かったら大出血でしょ！　浅いとかそういう問題じゃ────」

　口早に言いかけながら、ユミィがそれをぐっと喉のどの奥へと押し返す。

「……ふぅ」

　胸に手をあてて何度か頷うなずいて。

「ううん。やめる。怒おこったり心配したりより、今は塔とう全体が大変だもん」

「あらぁ、いい判断よユミィ。痴ち話わ喧げん嘩かは二人っきりでってね」

　誰？

　全員の視線が集中する先に、淡あわいドレス調の法衣をなびかせる巫女が立っていた。

「……メイメル？　どうしてここに」

「２００階までは第二師隊の防衛範はん囲いだもん、指揮官のわたしがここにいるのは自然でしょ。エリア内で強力な幽ゆう幻げん種しゆが出たって報告があったから大あわて。でもま、ちょっと来るのが遅おそかったみたいだけれど」

　浄化されたフロアを見わたしてメイメルが苦笑。

「ところでユミィ、一つ教えてもらっていいかしら」

「？」

「簡単なことよー」

　くすっ、と愉ゆ快かいげな笑みを浮うかべる巫女が唇くちびるに指先をあてて。

「あなたは本物のユミィ？　それとも偽にせ物もの？」

「────」

「レオンから、塔の護士に電メ子ー文ルが一いつ斉せい送信されてきたわ。巫女ユミイに似せた侵しん入にゆう者が塔に入りこんでいる可能性があるってね。知らないわけないわよね」

　のほほん口調ながらも、そう告げる巫女の目は笑っていない。

　……あの件、本当だったのか。

　レオンから電メ子ー文ルが回ってきた時は半信半疑。

　だけど、いくら似せていたって偽にせ者ものは偽者だ。こんな目の前にいる本人を前にして見まちがえるはずがない。

「本物は地上階にいるとも書いてあったわねぇ」

「そ、その地上階から来たんです！　イリスからサラ様が大変だって聞いたから！」

「でも、ここに来る時だって同じように何度も呼び止められたんでしょう？」

「…………」

　矢や継つぎ早の詰きつ問もんに声を失うユミィ。何よりその沈ちん黙もくが、メイメルの追つい及きゆうの鋭さを物語っている。

「で、でも員章があったから！　員章なら私本人しか持ってないはずだから。それでみんな信じてくれました！」

「それくらい偽ぎ造ぞうでなんとでもなるわー。員章の偽造、法衣の偽造。極きよく端たんな話、あなたが穢歌の庭エデンに堕おちた時から、実は幽幻種が本物のユミィそっくりに化けていた。なーんて、疑おうと思えばいくらでも疑う余地はあるでしょう？」

「っ！」

「……というのも、このフロアに来るまで考えてたのよねぇ」

　腕うで組ぐみするメイメルが天てん井じようを見上げる。

「判断に迷うところではありますが、結論として今ここにいるユミィは本人。ということでよろしいですか、サラ様？」

「────」

　通路の床ゆかに座りこんだ皇姫が、こくんと首を縦にふる。

「いま……彼女の力は、禁断水晶との接せつ触しよくで無二のものとなっています。その波長を……私が間ま違ちがえること……は、……ありません」

「なら良かった。安心しましたわ。ちょうど上のフロアでもユミィを見つけたって」

　あとずさったメイメルが、どこからか小型の通信機を取りだした。

「上層階のホルンなんだけど。はーい、こちらメイメルよー。お待たせしてごめんね。なにせこっちもユミィを見つけたところだったから」

　そう告げる巫女の唇が笑みのかたちにつりあがる。

「かるーく接触しただけだけど本物っぽい感かん触しよくよ。つまりそっちは……え？　そっちも、外見も声も本物としか思えない？…………それはどういうことかしら」
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「それ以上昇のぼってくれば、撃うつ」

　その言葉とともに、ホルンは自動拳けん銃じゆうの銃口を向けた。

　──眼下に立つ巫女ユミイへ。

「ホルン!?　え？　あ、あの……な、なんで銃を!?」

「黙だまれ」

　距きよ離りを詰つめることなく、銃の照準をまっすぐ彼女の胸むな元もとへ。

「高速昇降機エレベータでの移動は、時間を短縮できるかわりに目につくリスクを負う。特に、レオンからあんな電メ子ー文ルが出てしまってはな。最悪、昇降機エレベータを途と中ちゆうで停止させられて護士に身分確認を求められるかもしれない」

「あ、あの……？」

「そこで高速昇降機エレベータを２８７階まで設定しつつ、その途中の階で自分は降りる。そこから非常階段で上がってきたのか。どうりで部下が発見できなかったわけだ」

　２８８階と２８９階とをつなぐ非常階段。

　その踊り場で、ホルンはユミィを見下ろした。

「上手い策てだが、見つかった場合は言い逃のがれができないのが難点だな？」

「ち、ちがうの！　そうやって疑われてるのわたしも知ってたから、わざわざ非常階段に切りかえたの。この事態に味方同士で疑いあってたらダメだもん、それはホルンもわかってるでしょ」

「お前が立っている階段は２８８階。それも、私が止めなければさらに上に昇ろうとしたな。いったいどこまで昇る気だ。この先はヴィオラ姉様一人がいるだけだぞ」

「そのヴィオラを守るために来たんだってば！」

「姉様の護衛は私だ」

「……ホルン」

　唇を噛かみしめて、白衣の巫女が悲しげな瞳ひとみで見上げてくる。

「戦ってるのは、あなただけじゃないんだよ。もうわかってるでしょ。あなたが異篇卿と戦って重傷を負った時、イシュタルが助けてくれたことを忘れたの？」

「────」

　銃口が、一いつ瞬しゆんふるえた。

　鉄の意志で制せい御ぎよしつづける絶対の照準を歪ゆがめた一言。

　……この女。

　……こいつが……本当にユミィじゃなく、偽者だというのか？

　意図してのことだろう。

　今、ユミィはごく自然に、自分が本物であると証明してみせたのだ。

　自分が異篇卿との戦いで重傷を負ったことを知るのは同どう僚りようの千年獅と巫女、あとは部下を除けば医師くらいのもの。つまりは天結宮ソフイアの関係者だけだ。

　──イシュタルと合流したことは部下にも伝えてない。

　それこそ巫女と千年獅以外は知りようのない事実だ。

「……ああ。お前が異篇卿ならそれも可能か」

「ホルン、本当にもう時間がないの！」

　胸に手をあててユミィが叫さけぶ。

　その声も、法衣も、体型や背せ丈たけまで本物以外に考えられない……。

「たしかに塔の守りもある。非常階段で時間を浪ろう費ひするのは避さけたい」

「……だから、最初からそう言ってるのに」

　うんざりした眼まな差ざしで見上げてくるユミィ。意図してやってるのではなく、あくまで自然な感情を映しだした表情だ。これも偽者の演技とはとうてい思えない。

「お前のそういう子供っぽさは変わらないな」

　だが、まだだ。

　まだ銃じゆう把はを握にぎる力は緩ゆるめない。

「四年前もそうだった。私がまだ錬れん護ご士しで、お前が巫女見習いだった時だ。メイメルの紹しよう介かいでお前が姉様と一いつ緒しよにランチにいった場所は？」
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「喫きつ茶さ店てん『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』。メイメルの千年獅だった女ひ性とが開いたお店」

「そこでお前が頼たのんで、一口食べて吐はきだした料理は？」

「ムームー貝の踊り焼き。あんまり強きよう烈れつな臭においだから腐くさってると思ったの」

「…………」

　今度こそ間違いようがない。

　……疑うも何も、ないな。

　これが本人でないというのなら、もはや偽者でなく本人のスペアだ。いっそ本人が二人いたと言われても驚おどろかない。

「わかった。メイメルに連れん絡らくし、お前が本人だと伝えておく。ここ以外で見つかるとすれば、そっちが偽者だろう」

「ほんと!?……あー、よかった」

　ほっとした面おも持もちで巫み女こが胸をなでおろすのを後しり目めに、こちらは腰こしのホルダーから通信機をひき抜ぬいた。

「──メイメル、私だ。２８９階でユミィを見つけたので聴ちよう取しゆした。ああ、本人で間違いない。これより下の階で見つければ偽者と疑ってかかれ」

『あら、最高のタイミング』

　通話機の向こう、巫女の息づかいが伝わってくる。

「……どういう意味だ。まさか」

『ええ、こっちもユミィを見つけたところ。かるーく接触しただけだけど本物っぽい感触よ』

「バカを言うな。こっちは声も見た目も本人そのものだ。私が異篇卿と戦ったことや、お前の紹介で姉様とユミィが食事した情報も正確このうえない」

『そっちも、外見も声も本物としか思えない？…………それはどういうことかしら』

　そっちも。

　つまり向こうも、メイメルをして偽者の正体を見破れないことになる。

　いったいどうして。

　目の前にいるユミィこそ本物に違いないのに。

「そういうことならソイツを連れてこい。二人並べて、誰だれの目にもわかるよう正体を暴いてやる。そういうことでいいな」

「え？」

　話を振ふられると思わなかったのか、当人は呆あつ気けにとられた表情だ。

「ということだメイメル。そっちのユミィとやらを今すぐ──」

「……イヤ」

「ん？」

「今はまだ、この姿でユミィと会う気はないの」

「……なにっ？」

　眼下の巫女が身を低くする。

　次の瞬しゆん間かん、ユミィはホルン目がけて階段を高速で駆かけ上がってきた。

「時間も惜おしいし。非常階段ここがあなた一人なら力ずくで通る方が楽じゃない？」

「貴様、何者だっ!?」

　構えていた銃口を向ける。

　幽ゆう幻げん種しゆでもないかぎり相手は人間。偽にせ者ものだとしても急所にあたれば死に至る。だがもし、万が一にもコイツが幽幻種の偽ぎ装そうだった時は？

　体内の核かく晶しようを狙ねらわなければ止められない。止められなければ自分が危あやうい。

　どうする？

　ホルンが逡しゆん巡じゆんに費やした時間は一秒未満。その限りなくゼロに近いはずの時間が過ぎるより先、巫女の背後に新たな人ひと影かげが。

「……くだらん…………時間の、無む駄だ……だ」

「結果はそうでしたが、惜しかったでしょう？　現にホルンだってわたしのこと信じてくれそうだった。そう、疑える材料なんて何一つないんだから」

「……さっさと行け…………帰りの迎むかえはないぞ」

　銃を携たずさえた痩そう躯くの男。

　頭部からつま先まで、周囲の階段と同化した迷めい彩さいスーツをまとっている。

　唯ゆい一いつ目につくものは男が両手に握る二丁拳銃だ。どちらも濁にごった白で塗と装そうされ、さらに各所に瘤こぶ状の突とつ起きまであって動物の骨そっくりにデザインされている。

「貴様──っ！」

　完治したはずの脇わき腹ばらに痛みが甦よみがえってくる。

　目の前の男を、ホルンは知っていた。

「今回は、あの鎗やり使いの女の邪じや魔まは入らないと思え」

「ベルトマァァァァッッッッっ！」

　真横に跳ちよう躍やく。

　と同時、闇やみにとけこむ色の弾だん丸がんが頬ほおをかすめていく。

「じゃあねホルン、またいつか」

　自分が跳とびさった踊おどり場を、ユミィの姿をした何者かがゆうゆうと駆け上がっていく。

「お前……何者だ、異篇卿か!?」

「わたし？」

　ふり返らずに、扉とびらの前で足を止める彼女。

「わたしは本物のユミィだよ。あなたたちが本物だと思ってる方が虚きよ像ぞう。でも、誰もそのことに気づいてくれない。だから全部元通りにする」

「なにっ」

「さよならホルン。最上階にいるお姉さんのこと、心配した方がいいと思うけど」

　扉が開き、２８９階につながる通路へと彼女が消えていく。

「────」

　その背を追うことはできなかった。

　一つ下の踊り場から、常に銃じゆう口こうを突つきつけられている。背を向けるような隙すきを見せれば、即そく座ざにあの不ふ可か避ひの弾丸を撃うちこまれていただろう。

「追……わなかったのは、いい……判断、だ」

「お前も人を褒ほめることがあるとはな」

「褒める？　ちが……う……今のは……挨あい拶さつだ。開幕の……な…………」

　カンッ。

　カン、カカンッ。

　ぶらりと両の銃を提さげ、その男があまりに無防備に階段を上がってくる。

「そんな悠ゆう長ちようでいいのか？　巫女の偽者が現れたことは私の部下にも周知済みだ。異常を感知すればすぐに駆けつけてくるぞ」

「そうだ……な。まさに……駆けつけてくるだろう、な。昇降機エレベータが使え……ないならば、なおさらだ」

「どういう意味だ？」

「そう易やす々やすとは……上がって来られない。塔とうという構造が……徒あだとなるわけだ。ゆえに、この場で専属護衛のお前さえ止めておけば……最上階の巫女は無防備となる」

　言葉の内からにじみ出る異篇卿の自信。

　昇降機エレベータが使えない？　わざわざご丁てい寧ねいにそんな小細工まで用意してきたか。

「──調子にのるな」

　目元を覆おおう遮眼帯ブラインダーに手をかけて、ホルンはそれを勢いよく剥はぎ取った。あらわになった切れ長の双そう眸ぼうで、近づいてくる男を睨にらみつける。

「ここで貴様を潰つぶして姉様のもとへ向かう。それだけだ」

「できるか、な……」

　押し殺した声で笑う異篇卿。

「『灰よりも暗き灰』の秘ひ蹟せき執しつ行こう者。異篇卿第四位、『鈍にび色いろ』……の……ベルトマー…………これより参ずる」
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　天結宮ソフイア２７６階。

　五人の巫女それぞれに一フロアずつ与あたえられた専用の訓練フロアである。

　メイメルであれば結界系、春蕾であれば領域系、そしてユミィであれば洗礼系。それぞれ最適な設備が用意され、その系統に習熟した巫女見習いたちがオペレーターとして配属されている。

　そのフロアで──

『急いで！　最上階、ヴィオラ・ノヴァが祈いのってる最中のはずです！』

「わかってる」

　シェルティスは通路を駆かけた。

　普ふ段だんなら他人とすれ違うことすら稀まれなはずが、今は通路のそこかしこに護士と巫女見習いの人だかりだ。

　──誰もが通信機に向かって怒ど鳴なってる。

「昇降機エレベータが動かなくなったってどういうこと？」

『制せい御ぎよシステムに外部データが混入した形けい跡せきがあります。大規模な震しん動どうデータを読みこませて、昇降機エレベータを緊きん急きゆう停止させたんです』

「そんな方法があったのか……」

　皇姫の昇降機エレベータだけは、どんな緊急時も皇姫サラ本人以外には使えない。使えないということは、第三者が止めることもできないというわけだ。

　──だけど、安全確保のための緊急停止だけは別。

　地ち殻かく震動があったとシステムを誤認させれば、システムは搭とう乗じよう者を守ろうとして昇降機エレベータを緊急停止させる。

「中央コンピュータに外部データを読みこませることは、可能？」

『塔の内部に侵しん入にゆうすれば、という条件があります。かなりの上級権限でないと難しいでしょうが、もしユミィの偽者というのがそれほど精せい巧こうに似せてるなら、制御システムエリアに侵入することはできたでしょう』

　レオンが見つけたユミィの偽者は地上階にいた。それが地下の制御エリアから地上階に戻もどってきたところなら辻つじ褄つまがあう。

「……わかった。ありがと」

　息を吐はき、目の前の扉を蹴けり開ける。

　非常階段。

　ここから２９０階まで昇のぼって、最後に２９１階への専用昇降機エレベータを使えば目的地。巫女が祈りを捧ささげている最上階「楽園」だ。

　──ホルンが、メイメルとの通信でもう一人ユミィを見つけたと言ってた。

　──その通信が突とつ然ぜんに途と絶だえたんだ。嫌いやな予感しかしない。

　メイメルにその場を任せ、自分とユミィそして皇姫の三人で高速昇降機エレベータに乗りこんだ。それで２７６階まで来たところで昇降機エレベータが突然の作動停止というわけだ。

『ユミィと紗砂も、じき追いかけてくるはずです』

　無言で頷うなずいて、上部へ延びる階段を走りだす。

　……あの二人も消しよう耗もうしてる。

　……できるなら、二人が追いついてくる前の決着が理想だ。

　特に皇姫サラにはこれ以上の負担はかけられない。非常階段を上ろうとする本人を止め、ユミィとともに昇降機エレベータの復旧を待って追いついてくるよう言ってある。

　無音の空間。

　響ひびくのは自分の足音だけ。

「誰もいない？」

『ホルンとの通信を直接やり取りしたのがメイメルで、その途と中ちゆうで通信が遮しや断だんされました。彼女の部下も、まだ師隊長の異変に気づいていないはずなんです。メイメルから連れん絡らくが行ってるとは思いますが……』

　だけど、ホルンは塔のどこでユミィを見つけた？

　ヴィオラの専属護衛である彼女のことだ。最上階のすぐ近くに待機していたというのは間ま違ちがいな────

「止まれ！」

　声は、真上からやってきた。

「っ!?」

　反射的に後退し、何もないはずの虚こ空くうを双そう剣けんで斬きりつける。

　──ギンッ。

　剣先に鋭するどい衝しよう撃げき。

　超ちよう高こう速そくで飛来した何かが剣に触ふれ、そのまま頬をかすめて斜ななめ後ろへと通過していく。

『大口径弾だん。沁しん力りよく反応あり、天結宮ソフイアの刻印弾です！』

「ホルン!?」

　彼女の声。

　と同時に、頭上から伝わってくる嵐あらしのような怒ど濤とうの狙そ撃げき音。銃の炸さく裂れつ音と着ちやく弾だん、跳ちよう弾だん。金属質の音にまじって、何者かの足音もやってくる。

　真上の非常階段で銃じゆう撃げき戦せん？

「ホルン、僕だ！　ユミィの偽にせ者ものを見つけたって聞いた！」

「──お前か」

　銃撃戦の音は止まらない。

　その中で、わずかな間を開けて彼女の声が伝わってきた。

「聞いておくが、貴様も偽者ではないだろうな」

「そのユミィを追ってここまで来た。本物は皇姫に付きそってる！」

　音がやんだ。

　ホルンが銃撃を止めた。それを察知した敵も警けい戒かいのために銃撃を止めたのだろう。

「──ユミィに化けているのは異篇卿だ」

「まさか空白イグニド!?」

「見てのとおり私は動けない。どうにかして２９０階までたどり着け。異篇卿の狙ねらいが２９１階なら２９０階の昇降機エレベータだけは動くよう設定してるはず。急げ！」

　非常階段はホルンの銃撃戦で封ふう鎖さされている。かといって、中央昇降機エレベータと高速昇降機エレベータがすぐに復旧する見こみはない。

「ホルン、ここは任せた！」

『シェルティス!?　でもどうやって上へ！』

「無理やり昇るしかない」

　非常階段の扉とびらから塔の内部へ。

　２８４階。

　そう表示された電子マップを確認し、シェルティスが双剣を握にぎる手に力をこめた。

「──こっちだって力ずくだ。器物損そん壊かいくらい許されるだろ？」








　終章　『氷結境界のエデン─楽園幻想─』
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　ここに来るのは、もう何年ぶりだろう。

　……ずっと辛つらい想いをして。

　……苦しい修行に耐たえて。

　それでも自分が巫み女こになって、「彼」がその専属護衛になってくれることだけを信じて、この選せん択たくが浮遊大陸オービエ・クレアを救うことだって信じて頑がん張ばってきた。

「ねえシェルティス。キミの記き憶おくはまだ、この部屋と同じで凍こおりついたまま？」

　純白の法衣を脱ぬぎ捨すてて。

　再び漆しつ黒こくのスーツに身をつつみ、空白イグニドはその場に立っていた。

　２９１階。

　皇おう姫ひと巫女が、氷結鏡界の祈りを捧げる場所。

「この部屋で、わたしたちは……穢歌の庭エデンに堕おちたんだよ。もう三年も経たつけれど……その間に、いろんなことがあったよ」

　わたしの虚きよ像ぞうが巫女になって。

　キミは塔とうを追われ、二年間も居住区で生活することになって。

　そしてわたしは、……わたしは…………塔の人からも、キミからも、世界中の人から忘れ去られてしまった。




　ただ遠くで、わたしの虚像にすぎない存在が巫女として敬うやまわれる姿を見ていた。

　ただ遠くで、わたしの虚像にすぎない存在がキミに恋こいする姿を見ていた。




　見て、唇くちびるを噛かみしめていた。

　悔くやしくて……何度、まぶたを赤く腫はらしたことだろう。どれだけの夜を、眠ねむれずに枕まくらを抱だきよせて過ごしただろう。

「でもね、もうすぐ全てが終わる。終わって、また始まるの。わたしとキミがもう一度、二人で暮らすことができる」

　氷雪まじりの風を受けながら、進んでいく。

　心も、時も、空間さえも凍とう結けつさせる神性の究極結界。

　巫女見習いであった自分。誰だれより巫女になりたかったわたしが、それを破は壊かいする日がくるなんて、これはなんていう皮肉だろう。

「…………」

　空白イグニドの両手に握られているのは、一いつ対ついの細い双そう剣けんだった。

　うち一本を氷の大地に突つきさして。

　残る一本を右手に掲かかげる。

「ヴィオラ……」

　楽園と呼ばれる部屋の最さい奥おう部ぶ。

　巨きよ大だいな氷ひよう結けつ晶しようのなかで祈いのりを捧げている女性。蒼そう氷ひようの奥深くにいるせいで外からわかるのはシルエットだけだけど、その小こ柄がらな姿は見覚えがある。

「久しぶり、だね？」

　非常階段でホルンと出会った。本人確認という名の追つい及きゆうで、まさか四年も前のことを聞かれるなんて。

　……そうだね。

　……あの時はまだわたしが巫女見習いで、ホルンも錬れん護ご士しで。

　だけどヴィオラは、忙いそがしいのにわたしに付きあって食事に行ってくれたんだよね。わたしなんかよりずっとずっと先せん輩ぱいで、経験豊かで、落ちついていた。

　懐なつかしい、そう思う。だけどあなたにとっては、その記憶もわたしの虚像と過ごしたことになってるんだよね。

「────」

　そして。

　空白イグニドは、右手の剣で氷結晶を突きさした。

「ごめんなさい」

　その切っ先が中心の巫女に届き──








　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………








　硬かたく、硬く澄すんだ音。

　壊こわれるように。

　泣くように。

　天結宮ソフイアの最上階で、浮遊大陸オービエ・クレア全土で、そして穢歌の庭エデンの最深部にいたるまで、「何か」が千ち々ぢに砕くだけちった音が響ひびきわたった。

「巫女は倒たおれ、結界をつなぎなおす者はいない。これで結界は自然消しよう滅めつする……」

　浮遊大陸オービエ・クレアをゆるがす鳴めい動どう。そのうねりが天結宮ソフイアの最上階にまで届いたことを確かめ、空白イグニドは小さく息を吐はいた。

「さて、役目を終えたので帰き還かんしないと。そう思っていたけれど……」

　ふり返る。

　そこに、息を切らして佇たたずむ双剣使いの少年が立っていた。




　　　　２




「……ふしぎな気分です」

　鍔つば付き帽ぼうを目ま深ぶかにかぶった異い篇へん卿きようが、開口一番にそう告げた。

「昇降機エレベータは止まってて、非常階段はベルトマーさんが封ふう鎖さしてる。この最上階に達する道なんてないはずなのに。……そうわかってても、あなたがここに現れたことにちっとも疑問を感じない。いつだってそう。あなたは必ず私のところに来てくれる」

「空白イグニド」

　白く濁にごった呼気を吐きだして、シェルティスは前方の異篇卿を睨にらみつけた。

「ちなみにどうやって来たんです？」

「……昇降機エレベータがある」

「安全装置を作動させて停止状態にしていたはずですが」

「昇降機エレベータに乗ったわけじゃない。剣で扉とびらをこじ開けて、あとは空くう洞どうになってる昇降路シヤフトを、ワイヤーロープを伝って昇のぼってきただけだ」

　氷雪の風に背を押され、フロアの中央まで歩を進めていく。

　イグニドの立つ最奥部のすぐ目の前まで。

「…………」

　空白イグニドが右手に握にぎる剣をじっと見つめる。

　先せん端たんに付着した赤い液体。

「だいじょうぶ、ちょっと肩かたのあたりを突いただけです。巫女ヴイオラは氷結晶の中でいたって元気ですよ。ええ、巫み女こ本人は」

「……ここに来る直前に、塔が激しく揺ゆれたのもお前のしわざか」

「ああ、それは──」

　巫女を映す氷結晶を指さす空白イグニド。




「たったいま、氷結鏡界が崩ほう壊かいした衝しよう撃げきです」




「っ!?」

「浮遊大陸オービエ・クレアよりも巨大な氷結晶が、穢歌の庭エデンで粉々に砕けちったんですよ。その衝撃の余波が、高度千メートルに達するこの大陸まで届いたと」

「……ふざけるな！」

　自我をこえて動きだそうとする衝しよう動どうを、懸けん命めいに抑おさえこんだ。

　……イグニドの目の前には巫女がいる。

　……殺してないと言ったけど、人ひと質じちに取られた以上同じことだ。

　下手な動きをすれば巫女がどうなるかわからない。

「結界が崩壊したって……」

「そのままの意味です。氷結鏡界は巫女の祈りなくしては存在しえない。ならば巫女の祈りを外から妨ぼう害がいしてしまえばいい」

「妨害って言ったって、そんな簡単なことじゃないはずだ」

　巫女見習いには心こころ鎮まもりという修行がある。

　どんな痛みや苦痛を受けても、結界の祈りだけは決して絶やさぬという訓練だ。熟練の巫女であるヴィオラが、肩に軽けい傷しようを受けただけで祈りを閉ざすはずがない。

　巫女を生かしたまま祈りを妨害するのは、至し難なんを極きわめるのだ。

「ええ。私だってそう簡単に祈りを妨害できるとは思っていません」

「だったら──」

「私の仕し掛かけた策が、結界の妨害でなく譲じよう渡とだとしたら？」

「なっ!?」

　今度こそ絶句した。

「結界譲渡の秘伝はご存じですか？　氷結晶の中心で祈りをささげる巫女に触ふれ、彼女の唱うたう第七天音律ソフイア・コードに自分の第七天音律ソフイア・コードを重ねる。これで結界の祈りは譲渡される」

「剣で突いた目的は、氷結晶のヴィオラに触れることか！」

「ええ。剣でもなければ弾はじかれてしまいますからね。結晶の中に入ろうと思えば入れるのですが、そうしたら私が結晶に閉じこめられてしまいます。どうしても外からヴィオラに触れる必要があったと」

　コンッ

　澄みきった結晶をイグニドが拳こぶしで叩たたいてみせる。

「ヴィオラに触れ、第七天音律ソフイア・コードを唱和する。これで結界の祈いのりは私に譲渡された。あとは私が祈りを放ほう棄きすれば、もう結界を維い持じすることはできないというわけです」

「イグニドッッッ！　今すぐ……その祈りをヴィオラに返せ！　それはお前のものじゃない。浮遊大陸オービエ・クレアを守る巫女のものだ」

「返したとして、どうにもなりませんよ」

「なに？」

「氷結鏡界はもう限界を迎むかえている。あと数か月、数年で自然崩壊する定め。統制権を返したところでそれは変えられない。あなたも知っているでしょう？」

　言葉一つ言い返せない。

　イグニドの理論は……正しい。今もしここで自分が統制権を奪うばい返したとしても、それはたった数年の延命措そ置ちにしかならない。

　……だけど。

　だからって、今ここで結界を崩壊させて何になる。このままじゃすぐにでも穢歌の庭エデンから無数の幽ゆう幻げん種しゆがやってくるというのに。

「いったい異篇卿は何がしたいんだ。終わりの見えた結界にトドメを刺さすような真ま似ねをして、そこまでして何か得るものでもあるのか」

「ああ、そうか。まだ教えてなかったですよね」

　帽ぼう子しの鍔をわずかにもちあげる黒の異篇卿。

「幽幻種のいない浮遊大陸オービエ・クレア。それが異篇卿の最終目的です」

「？　それは氷結鏡界のことじゃないのか？」

「あれは、異篇卿からみれば不完全極きわまりない結界です。不完全神性結界とでも言うべき、いつかは崩壊する運命を与あたえられたもの。それを見かねた異篇卿が、まったく別の結界で穢歌の庭エデンを隔かく離りしてさしあげようというシナリオと理解してください」

　隔離？

　イグニドがそれとなく口にした言葉が頭の隅すみに引っかかった。

「切り離はなすんですよ。穢歌の庭エデンとこの浮遊大陸オービエ・クレアを、まるで別の世界に。だからこの結界は、重層世界『楽園幻げん想そう』と名付けられました」

「……そんなことが可能なのか」

「千年前、皇姫サラがまだ紗砂・エンデンス・凜りん・ケールの名であった時から、帝てい国こく司令部と呼ばれる権力下で密ひそかに研究されていました。この結界がすばらしいのは、一度発動すれば半永久的に効果が持続すること。つまり、今のように皇姫や巫女が犠ぎ牲せいになる必要もなく、幽幻種と戦って護士が傷つくことがないということです」

　皇姫も巫女もいらない？

　一度発動すれば半永久的に穢歌の庭エデンを隔離できる結界。その条件だけを聞けば確かに、氷結鏡界よりも優すぐれていると言えるかもしれない。

「そんな便利な結界があるなら、なんで千年前に発動しなかったんだ」

「当然の疑問です。それは当時、幽幻種の侵しん攻こうを受けて研究拠きよ点てんが壊かい滅めつしてしまったから。結果として研究は世に出ることなく忘れられ、皇姫によって世界は一時の安息を得たのです。そうでしょう？　皇姫様、いえ紗砂・エンデンス・凜・ケール？」

　空白イグニドの視線がまっすぐ彼方かなたへと向けられる。シェルティスがふり向いたその先に、ユミィに支えられた銀ぎん髪ぱつの少女が立っていた。

「私の言うことが間ま違ちがっていますか？」

「……あなたの言うことは、ある意味ではその通りです」

　黒の異篇卿を睨みつける皇姫。

「ということです。どうですか？　異篇卿の目的も穢歌の庭エデンの排はい除じよであることには変わりない。ならば私たちに任せてもらえませんか。今の浮遊大陸オービエ・クレアはそのままに、決して幽幻種の現れない世界を。そう──楽園の完成はもうすぐそこなのだから」

　純白の手て袋ぶくろを剥はぎ取って、イグニドがその右手を差しだした。

　男性の手とは思えぬほど華きや奢しやで細く、繊せん細さいな指先。その先端をじっと見下ろし、シェルティスは無言で唇くちびるを噛かみしめた。

「仲直り、しませんか？」

「……そうだね」

　こぼれた苦笑は、むしろ自じ嘲ちように近かった。

「永遠に幽幻種が現れないなんて、もしそれが実現するなら巫女も護士も要いらなくなる。……僕やレオンも、みんな戦いに備える必要なんかなくて、きっと、今の暮らしと比べても誰だれだってそっちを選ぶと思う」

「そのとおりです。ならば────」




「だけど、僕はそれでも氷結鏡界を選ぶ」




　右手を差しだしたイグニドに、自分もまた右みぎ腕うでを差しだした。

　固く握りしめた拳で。

「穢歌の庭エデンの奥底で生まれつつある変化。お前は知っているんだろう？」

「…………」

「穢歌の庭エデンは浄じよう化かされつつあるんだ、イグニド！」

　楽園幻想にはできない。

　それは、氷結鏡界だけがもたらすことのできる未来なのだから。

「切り離して隔離して、それで幽幻種がまたやってこない保証がどこにある！……僕は、穢歌の庭エデンに堕おちて良かったと思う。巫女が犠牲になって護士が傷ついてとお前は言うけど、違ちがうんだ。それは違うんだよイグニド。氷結鏡界が生まれて千年。それまでたくさんの巫女や護士がいて、自分の一生をかけて結界を守ってきた。それには意味があったんだよ！　僕は、穢歌の庭エデンに堕ちたからそれを知ることができた」

『────そのとおりです』

　胸むな元もとで点てん滅めつする機械水晶イリス。

『ただ穢歌の庭エデンがなくなればいいわけじゃない。楽園幻想では、失われた大陸は帰ってこないんです』

「違うか、イグニド」

「……なるほど」

　気の抜ぬけた息をこぼしてイグニドが肩かたを落とす。

「まさにそのとおり。あなたが言ったことが、そのまま紗砂が氷結鏡界を実行した理由でしょう。魔ま笛てきに冒おかされた大陸を浄化させた未来にある『はじまりの大地ツアラベル』。本来なら、それこそが真の意味で楽園エデンと呼ぶべきものなのだから」

「なら──」




「だけど、わたしはそれでも楽園幻想を選ぶ」




　フロアに響ひびきわたる宣言。

　それは、今まで空白イグニドが発したどんなものより強い力に満ちていた。

「なぜっ！　なんで異篇卿は……いや、お前は、そんなにも別の結界にこだわるんだ！」

「私は楽園幻想になんの興味もありません」

「っ!?」

「ただ、巫女に任せて一時の安定を得る現状の結界に不満を抱いだいている。その一点において異篇卿の皆みなさんに協力しているだけですよ。本当の目的は────シェルティス、あなたですよ。あなたを守りたいから」
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「……僕を？」

「氷結鏡界を持続するために誰が皇姫になるのか。そして、それ以外で穢歌の庭エデンを消しよう滅めつさせる唯ゆい一いつの手段である第七真音律エデン・コード。あなたが、間違っても自らを犠牲にしないように……あとは、後ろの二人がいる前で話せる内容ではないでしょう？」

「────っ」

　喉のどが渇かわききって言葉がでなかった。

　……第七真音律エデン・コードのことまで。

　……こいつ。

　……本当に……いったい何者なんだ。

　足を踏ふみだすどころか指先一つ動かせないでいる間に、イグニドの目の前に黒い亀き裂れつが生まれていた。

「そう。こんなにも近い場所で。こんなにも近い二人わたしたちなのに……わたしの見る夢は、今もあなたに打ち明けられない。世界で一番近くて遠い夢のまま」

　虚こ空くうがひび割れて、その奥には漆しつ黒こくの空間が。

『穢歌の庭エデン!?　紗砂、早くあれを！』

「できませんよ。氷結鏡界が機能停止した状態で、どうやってこの扉とびらを止めるんですか？」

　イグニドが開いたものではない。あの『扉』は、きっと天結宮ソフイアが生まれた時からあったのなのだろう。それを氷結鏡界が閉ざしていただけ。

　……あれが。

　……三年前、僕とユミィが堕ちた扉。

「ご安心を。扉があるといったって開いているとは限らない。いまはまだ氷結鏡界に封ふう印いんされて閉じていた頃ころのまま。無理やり通ろうとしたって私一人が限界かな」

　亀裂の中に消えていく異篇卿の姿。

　追いかけても間に合わない。その場の誰もがそう悟さとっているなかで、空白イグニドの視線はあくまで自分一人に向けられていた。

「さよならシェルティス。もう、私がこの姿であなたと会うことはないでしょう。世界が幽幻種のいない楽園に変わった時に……今度こそ────」

　そして、異篇卿は消えた。

　穢歌の庭エデンへ。

　穢歌の庭エデンの深奥へと、空白イグニドは堕ちていった。








　プロローグⅡ　『世界の選せん択たくを』




　　　　１




　天結宮ソフイアに突とつ如じよとして幽ゆう幻げん種しゆの大群が出現して、二時間後。

　塔とう内ないのあらゆるフロアに侵攻していた怪かい物ぶつたちの姿は、ある時を境に忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。

　さながら砂上の蜃しん気き楼ろうのように。

　真夏の昼の陽炎かげろうのごとく、揺ゆらめきながら光の中へと溶とけていった。

「ふぅん。……ミクヴァの緋ひ眼がんねー。イシュタル、どこかでそんな名前の至し宝ほうって聞いたことあるかもです」

　腕うでに消毒薬をなみなみとそそぎ、乾かわかぬ前から大きな絆ばん創そう膏こうで強制止血。

「それでどうしろと？　あんまり急に敵さんがいなくなったから、これは一時撤てつ退たいで、また襲おそってくるって不安に思ってる部下は少なくないですよ？　ねぇイーシャちゃん？」

「集中！　お姉様はメイメル様の話に集中してください！」

「……と、このようにイシュタルは怒おこられてしまったわけで。……ええ。わかりました。とりあえず原因はサラ様の方で把は握あくされていて、ご本人が同じことは起きないと断言してらっしゃるんですね？　ならそれを部下にも伝えますです。ただ──」

　地面に無造作に置いたままの通信機。

　立てて置いておいたはずなのに、それがいつの間にか横よこ倒だおしになっている。




「この揺れは、いったい何なのかも説明してもらえます？」




　足先から今も伝わってくる微び弱じやくな震しん動どう。

　火山活動などを除いて浮遊大陸オービエ・クレアで地じ震しんが起きることは無い。無いはずなのに、こうして地面が鳴動しているのはどういうことだ？

　……幽幻種が消える直前からだった。

　……巨きよ大だいな揺れが最初にあって、それからずっと弱い揺れが続いてる。

「これ、天結宮ソフイアの敷しき地ちだけじゃないですよね」

『世界全部よ』

「というと」

『浮遊大陸オービエ・クレアだけじゃないってこと。周りの小さな浮遊島ラグーンから統政庁クラスの巨大な浮遊島ラグーンまで。穢歌の庭エデンの真上にある島全てが、この波長を受けてるわ』

「波長？　あまり使わない単語ですねー。しかも世界規模となれば、単なる偏へん向こう風や地ち殻かく変動とも違う気がしますけれど？」

『そうねえ。聞きたい？』

「イシュタルが関わらずにすむ話であれば聞きたいですねー。対岸の火事で済ませられる程度のものなら気楽に聞きたいですけれど」

　自分の髪かみを指先でクルクルと巻き上げながら。

　イシュタルは、はるか向こうに歩いていく実じつ妹まいの背中を見つめていた。

　……嫌いやな臭においがする。

　……こびりついて離はなれない不ふ吉きつな風の臭い。

　この大地の震動。

　それはまるで、浮遊大陸オービエ・クレアそのものが怯おびえてふるえている様ではないか。

「でも、そうもいかないんでしょう？」

『ええ。あなたも、あなたの妹も。私や爛ラン、それに天結宮ソフイアの皆みんな。居住区の住人。それに浮遊大陸オービエ・クレアの生物全て』

「さらに言えば統政庁も、ですか」

『わかってるじゃない。そのとおり。もう天結宮ソフイアが統政庁が、なんて言ってる場合ですらない状じよう況きようかもしれないわね』

「また、結界が破られましたか？」

「いいえ。もっと悪いわ」

「…………」

　息が、詰つまった。

　……氷結鏡界が破られるより悪い状況？

　想定しうる最悪なケースを告げたつもりだった。なのに、それより悪いと巫み女こが迷わず断言できるような状況が存在するのか？

　無い。

　…………

　……ああ。違う。一つだけあったかな。

「消滅、しちゃいましたか。結界」

『────』

　アタリか。

　普ふ段だんなら苦笑を浮うかべるところだが、もうそんなつもりも消え去った。

　氷結鏡界の消滅。

　はて、そうなれば穢歌の庭エデンから幽幻種が押し寄せてくるのは目に見えている。とすればさすがに警報が鳴ってもおかしくない。

　……メイメル様の口調は普段と変わりない。

　となると考えられるのは。

「察するに、消滅といってもまだ完全消滅ではないんですね？　じゃっかんの残り香がというか、残ざん滓しに近いモノが残ってて、まだ数日の猶ゆう予よがあると見ましたが」

『理解が早くて助かるわ。包み隠かくさず言っちゃうと、いまは氷結鏡界が機能停止した状態。エアコンを切ってもしばらく冷気が残ってるようなものね。ただ、このまま冷気を保っていられるのも数日が限界』

「それまでに、再びエアコンの電源をオンにすることは？」

『できるわー。ただし、そのエアコンを起動させるための電源ボタンが、ちょっと面めん倒どうな場所に落っこちちゃったのよねぇ』

「…………」

『穢歌の庭エデン。氷結鏡界を再起動させるための鍵かぎを盗ぬすみ出した異い篇へん卿きようは、穢歌の庭エデンの奥深くに堕おちていったと思われるわ』

「うーん。それは……正直諦あきらめた方が気楽な部類じゃないですかあ？」

　砂さ漠ばくの砂から一ひと粒つぶの塩を見つけだすようなものだ。

　途と方ほうもなく広いと聞く穢歌の庭エデンで、たった一人の人間を見つけだすことなんてできるのか。そもそも場所が場所だ。気楽に探たん索さくできるようなものじゃない。

『でも、あなたは諦めないでしょう？』

「そりゃあ大事な大事なイーシャちゃんがいますからねえ」

　後ろ頭を掻かきながら、即そく答とう。

「特とつ攻こう班でも形成します？　どこぞのつまらない護士に任せるくらいなら、いっそ自分が行きますよ。イシュタルは」

『その判断はサラ様に任せるわ。いま、まさにその検討中でいらっしゃるから』

「へえ？」

　片かた眉まゆをつりあげる。なるほど、普段ならメイメルに指示の全てを任せている皇おう姫ひだが、さすがに今度ばかりは自ら動くわけだ。

「ですが、急いでくださいと伝えてください。下したっ端ぱは下っ端でどんな命令も受けますが、準備には相当の時間と覚かく悟ごが必要でしょうし」

『ええ。まずは塔とうの人間に周知。それから居住区の人間にも最低限の情報は伝えないといけないだろうし……あー、頭痛いわぁ』

「頑がん張ばってください。ちなみに、最後に聞きたいのですが、結界を再起動させるための鍵とやらが見つからなかった場合は？」

『そこまではサラ様もおっしゃってなかったわ。ただ、いずれ直じき々じきに話もあるでしょう』

「はいです。では、こちらもこのへんで」

　通信を切断。

　無音になった通信機は、今も地鳴りの余波を受けて小刻みに震ふるえている。

「……さて」

　金属製の長なが鎗やりを背中に結わえ、イシュタルはゆっくりと歩きだした。

「この世の終わりの前にイーシャちゃんを思いきり愛めでるか、それとも特攻前に最後の訓練か。迷うなあ……ほんとうに…………こんなに迷うの初めてかも」

　その足は塔へと向かず。

　ただまっすぐ、錬れん護ご士し筆頭のつま先は屋外訓練場へと向いていた。
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　天結宮ソフイア２８８階。

「とりあえず、主要どころの連れん絡らくはこれで最後かしら」

　通信機を机き上じように置き、かわりに水の入ったワイングラスを指先でつまみ上げる。それを口元に運びながら、メイメルは久しく忘れていた溜ため息いきをついた。

　……喉のども唇くちびるもカラカラ。

　……話し続けたことより、話す言葉の重みがしんどかったわね。

「よお、終わったか」

「見てのとおりよー。もうクタクタ」

　ソファーにもたれかかる爛に向かって肩かたをすくめてみせる。

「こっちもだ。リストにあった錬護士たちにはとりあえず話つけておいたぜ。ここ数日以内にでっけぇ招集がかかるかも、ってな」

「上出来よー。まだ確定じゃないし、今は心づもりだけでいいわ」

「俺は最初から特攻だと思ってたんだけどな。だって、その異篇卿を穢歌の庭エデンまで追いかける以外に選せん択たく肢しないんだろ」

「……そうね」

　選択肢。

　確かに、すぐ思いつくのは穢歌の庭エデンへ特攻して結界の統制権を奪うばい返すこと。

　……でも、まだあるはずなのよねえ。

　……私の勘かんが正しいなら。

　選択肢はまだあるはずなんだ。今の結界の統制権など奪い返さずとも、そもそも新たに氷結鏡界ごと作り替かえてしまうという方法がある。

　──それはつまり、皇姫の世代交代。

　今の巫女の誰だれかが新たに氷結鏡界の主あるじとなればいい。議論がわくとすれば、新たな皇姫が誰になるのかということだけだろう。

「ユミィ、重さに耐たえられるかしら」

「ん？」

「ああいや、こっちの話よー。独り言だから気にしないで。むしろ聞き逃のがしてちょうだい」

　……適性とかの話ですらないのよね。

　……結界を一月維い持じできる巫女なんていない。沁しん力りよくの潜せん在ざい量で、かろうじてユミィに可能性があるくらいだし。

　皇姫になれる潜在能力があるのはユミィだけ。問題は、氷結鏡界を何百年と維持する覚悟と重さに、あの子が耐えられるのかどうか。

　……たぶん、サラ様もそこで迷っていらっしゃる。

　……皇姫を任せたはいいけれど、あの子が潰つぶれてしまったらどうなるのか。

「最悪なケースが、ユミィが皇姫になったはいいものの、やっぱり途と中ちゆうでダメだったって時ね。そうなったら今度こそ皇姫の代わりがいなくなって結界が崩ほう壊かいしちゃうし」

「……独り言か？」

「ええ」

「なんか、とんでもなく重要な独り言の気がするんだけどよ？」

「だから聞き逃してちょうだいって言ったじゃない。爛だって知ってるでしょ。私、本気で考えこむ時は独り言のオンパレードなんだから」

　選択肢は二つ。

　穢歌の庭エデンへの特攻か。

　あるいは新たな皇姫と氷結鏡界の創造なのか。

　どちらも危険を孕はらんでいることは間ま違ちがいない。直接的な危険は前者の方が上に思えるが、今後何百年という視野で浮遊大陸オービエ・クレアのことを考えれば後者の潜在的危険性の方が高い。

「変なこと言うけどよ、メイメルはどう思ってんだ？」

「私？　私に選択権なんてないわー、あるのは皇姫ただ一人。ずっと浮遊大陸オービエ・クレアを支えてきた人間だけに、浮遊大陸オービエ・クレアもまたその選択権を与あたえるものなのよ」

「そうか？」

「ええ。だから信じて待つだけ。巫女や千せん年ねん獅しが信じなかったら、下の者だってサラ様を信じられなくなるでしょう？」

　爛の隣となりに腰こしをおろす。

「そうだ、とっておきのワインがあったのよね。爛はお酒飲めないからグレープジュースでいいかしら」

「そんな場合じゃねえだろうが」

「一いつ杯ぱいだけ、一いち蓮れん托たく生しようの誓ちかいと思ってちょうだい。生きるも死ぬも同じ時ってね」

「…………」

「サラ様の決定がどんな選択であったとしても、最後まで一いつ緒しよよ？」
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　天結宮ソフイア２８７階。

　巫み女このプライベートルーム。

　静かだった。

　テーブルを挟はさんですぐ目の前に座ってるのに、互たがいに目を伏ふせて顔を合わせようとしない。いや、目を合わせることができなかった。

　カタカタ、とふるえる机上の花か瓶びん。

　地上の鳴動をうけて、塔全体にまで軋きしみが及およんでいるのがわかる。

「…………」

「…………」




「ごめん」

「ごめんね」




　同時。まったくの同時に、候補生の少年と巫女は、伏せていた顔を上げて互いを見つめ合っていた。

「あ、あの……シェルティス？」

「ユミィこそ……？」

　言葉が出ない。

　でもそれはユミィも同じ。口を懸けん命めいに開けてるのに、言葉がかすれて出てこない。

　互いに言いたいことは既すでに知っている。

　ごめん、その一言で十分だった。全てが伝わってきた。

　──２９１階で空白イグニドを止められなかったこと。

　──自分の姿を真ま似ねられ、そのまま言いように利用されてしまったこと。

　どちらも不ふ可か抗こう力りよくなのだろうと思う。

　たとえばホルンは、みすみす足止めを受けた私こそ責任があると口を歪ゆがめていた。レオンにしろ春蕾シユンレイにしろ、地上階で空白イグニドの変装を見つけておきながら逃のがしてしまったことを悔くやんでいた。

　誰にも責任があり、かといって誰かに明確な責任があるわけではない。

「…………」

「…………」

　だけどシェルティスはユミィに、そしてユミィもまたシェルティスに謝らずにはいられなかった。

　塔を危険にさらすことは、互いを危険にさらすことと同じだから。

『もうそろそろ、いいんじゃないですか』

　静せい寂じやくを破ったのは機械水晶イリスの一言。

『互いに反省は今ので十分でしょう。それより今後のことです。紗砂シヤサだって自分の部屋で考えこんでる最中だから』

「……そうだね」

　機械水晶イリスが言ってくれて心が軽くなった。

「ユミィ、やっぱりイグニドが奪った制せい御ぎよ権は」

「うん……同じことをしなきゃだめだと思う。直接触ふれて、第七真音律エデン・コードを一緒に唱和しないと取り戻もどせないはずだから」

「やっぱりそうか」

　それが困難極まりない。

　穢歌の庭エデンに逃にげた空白イグニドに追いつくだけじゃない。触れて、さらには第七真音律エデン・コードを歌わせるということまでさせなければ統制権は奪だつ回かいできないのだから。

　……空白イグニドがどうして第七真音律エデン・コードを知ってるのか。

　……そもそもの疑問は後回しだ。今さらあいつが何を知ってても不思議じゃない。

『やはり穢歌の庭エデンに行くしかありませんね』

「──方法は、もう一つあるよ」

　そう言ったユミィが顔を上げた。

　双そう眸ぼうに、今まで見たことのないほど強い決意の色を映して。

「わたしが……サラ様から皇姫の地位を受け継つげばいいの。新しい氷結鏡界と新しい結界の統制権を創ってしまえば、空白イグニドに奪われた統制権も意味がなくなるから」




「だめだ！」




　気づいた時には、椅い子すから立ち上がって叫さけんでいた。

「あ」

「……シェルティス？」

「その、ごめん。急に叫んじゃって。そんな気はなかったんだけど」

　前から知っていたことだ。ユミィがそう言いだすことも、黄昏竜アマデウスからそう聞かされた時から覚かく悟ごはしていた。

　だけど──

　だけど、浮遊大陸オービエ・クレアのためにユミィだけが苦しい思いをするのは違ちがうんじゃないのか。

「僕が言えたことじゃないけどさ、皇姫になるってことは、つまり」

「ずっと結界を祈いのり続けるの。百年、二百年。もしかしたらもっと長いかもしれない。でも平気、サラ様だってやり遂とげたことだもん」

「……本当に、その気なの」

　巫女になるのと皇姫になるのとでは意味が違う。

　ユミィ自身は巫女になるのが最終目標だったはずだ。皇姫になって何百年という月日を耐え続けるような覚悟は、なかったはずなのに。

「だって……穢歌の庭エデンに逃げた異篇卿を追うなんてできないよ。捕つかまえられるかもわからない。それに、ごめんね黙だまってて。今のサラ様の結界はもう保もたないの。いずれ誰かがサラ様から結界を受け継ぐことは決まってて──」

「知ってる」

「え？」

「ごめん。僕も……そのことは知ってるんだ。穢歌の庭エデンに堕おちた時に教えてもらってた。でもユミィが皇姫になって……何百年もたった一人で塔とうに居続けるなんて。なんでユミィだけがそんなに苦しまなきゃいけないのさ！」

「…………」

「…………」

「……わたしは……平気だよ？」

　すっ、と椅子から立ち上がる白衣の少女。

　リビングの窓際まで歩いていった彼女が見つめるのは、どこまでも蒼あおく蒼く広がる無限の蒼そう穹きゆうだった。

「ねえシェルティス？　わたしが皇姫になってからも、……一月に三日しか会えないけど、時々は……顔を見せてほしいな」

「────」

「それで、シェルティスがいつか誰だれかと巡めぐり会って結けつ婚こんして…………子供ができて……その子供が大きくなったら……また、同じように、今度はその子供が会いに来てくれると…………うれしいな」

「────」

「……きっと……それだけで……わたし、頑がん張ばれると思うの。何百年だって……千年だって…………がん……がんば………………」

　いつからだろう。

　目の前の彼女の声に嗚お咽えつが混じっていたのは。

　いつからだろう。

　目の前の彼女の目から、大おお粒つぶのしずくが次から次へと浮うかんでは落ちていったのは。

　──それでもユミィは笑ってた。

　──涙なみだ以上の輝かがやきで。

　──嗚咽以上の強さで。

　少女は、微笑ほほえむように泣いていた。

「だか……だかっ、……らっ、…………わたし……は…………」

「もういいよ、ユミィ」

　たった一言。

　ただユミィの目をまっすぐ見つめながら、シェルティスは再び立ち上がった。

　……座ってなんかいられない。

　最初から用意されていた椅子に。ユミィの涙を止められないまま座して待つことだけはしたくなかった。

「……シェ……ル？」

「塔に戻ってきて、僕が最初に約束したこと覚えてる？」

「……え」

「もし覚えてるなら、それだけは絶対に忘れないで。必ず、今度こそ守るから」

　それだけを残し、シェルティスはユミィに背を向けた。

　足早に、言葉もなくリビングを出て通路へ向かう。

「あ、シェルティス待って!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐ戻ってくるよ」

　背後で扉とびらが閉まるのを確かめて。

『上ですか？』

「二つの意味でね」

　天てん井じようを見上げ、シェルティスは小さく頷うなずいた。




　　　　３




　天結宮ソフイア２９０階『夢見の天幕』──

　停てい滞たいした空気。

　耳が痛くなるような静寂のなか、皇姫──紗砂・エンデンス・凜・ケールは部屋の中央に立ちつくしていた。

　何分も。

　何時間も。

　その胸に、はるか昔に撮とられた写真の入ったフォトフレームを抱かかえて。

「凪なぎ、ヨミ……」

　かつて自分を支えていてくれた人間の名。

「あなたたちなら、なんて言ってたかしら。迷うなって、笑って発はつ破ぱをかけてくれたのかしらね」

　写真に向かって微笑みかけようとして。だけど、できない。顔の表面が痙けい攣れんして、どんなに頑張っても泣き笑いにしかならなかった。

「あなたたちがいてくれたから千年前に氷結鏡界が成功した。それからもずっと頑張ってきたつもりだけど……あなたたちに応こたえるために頑張ってきたけど、やっぱり、私一人じゃダメだったのかな。私の代で穢歌の庭エデンを消しよう滅めつさせる予定だったけど、こうして力が及およばなくて…………今、また新たな皇姫を必要としているの」

　写真の中央でぎこちなく笑っている自分。

　でも、この時はまだ、未来に向けた希望を抱えて笑ってた。千年後の今を知ったとして、写真の私は笑うことができただろうか。

「浮遊大陸オービエ・クレアを救う選せん択たく肢しは二つあるわ。多くの犠ぎ牲せいを覚悟で穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうして、異篇卿から結界の統制権を奪うばい返す方法。あともう一つは、新しい皇姫に全てを譲じよう渡として新しい氷結鏡界を創りなおすこと」

　どちらも危険が伴ともなう。

　前者は、すぐにでも多くの犠牲が出るかもしれない。

　後者は、後こう継けいであるユミィが皇姫の責務に耐たえきれず結界を維い持じしきれなくなった時。

　実はこちらの方が後々の危険性は高い。ユミィが潰つぶれれば皇姫は不在となり、新しい結界もまた消滅してしまう。

　──それだけは確実に防ぎたい。

　そのためには、多くの犠牲を覚悟してでも穢歌の庭エデンで結界の統制権を奪い返し、あと数年は自分が皇姫でいることだ。

　ユミィが心身共に成熟しきるまで。それを待ってから地位を譲渡すればいい。

「……だけど」

　そのために、……わたしは……どれほどの犠牲かもわからないのに……塔の護士たちに穢歌の庭エデンに向かえと命令するの？　たった数年間の結界延命のために？

　そんな自己犠牲みたいな真ま似ねが嫌いやだったから。そんなものにウンザリしていたから、私は千年前に皇姫になるって決めたんじゃなかったの？

　……ヨミ。頭のいいあなたなら、別の選択肢も思いついたのかしら。

　……凪。あなたなら、自信持てって背中を押してくれたかしら。

　今はいない二人。

　写真をどれだけ抱だきしめても返事は来ない。来るはずがないのだ。

「わたしは……こんな時に…………ダメなのね」

　もはや自じ嘲ちようの笑みもうかばない。

　力を失った手からフォトフレームが滑すべり落ちて────




「それは、違うんじゃないか？」




　フォトフレームが床ゆかに叩たたきつけられるその寸前で、誰かがそれを受けとめていた。

「こんな時にとお前は言う。だが千年前はどうだ？　こんな時という場面こそ、お前は誰より凜りんとしていたじゃないか」

「…………」

「凪もヨミも、そんなお前だから力を貸そうという気になった。違うか？」

「……ツァリ」

「まったく、変わらず手のかかるお姫様だよ。ほら、大事なものだろう」

　フォトフレームを押しつけてくる黒くろ髪かみの女性。

　ツァリ。

　主しゆ天てん。皇姫である自分の専属護衛。ヨミと出会う前から、凪やイリスと出会う前から、彼女とだけは知りあいだった。

　自分が皇姫になってからも、ただ一人、一いつ緒しよに居続けてくれた。







〝……ずっと、わたしのそばにいてくれますか〟

〝そんな不安そうな顔をするな。なんなら子守歌でも歌ってやる。お前が寝ねている時だろうが、いつだってそばにいてやるさ〟

〝ずっと……本当に？〟

〝獅し子しは眠ねむらない。お前がそう願うのなら、それが百年だろうと千年だろうと〟







　今から千年前、穢歌の庭エデンを封ふうじる氷結鏡界が結ばれる前のこと。

　幽ゆう幻げん種しゆの大群に襲おそわれた皇姫が、たった一人最後までそばに付き従っていた護衛パートナーにたずねた誓ちかい──今では天結宮ソフイアの誰もが知っているフレーズだ。

　それが千せん年ねん獅し。

　その名の由来は、かつての皇姫と護衛パートナーの誓いが元になっていると言われている。

　そう。

　かつての皇姫。千年前からたった一人の皇姫。

　そしてその、千年前からのたった一人の護衛。

　天結宮ソフイアの伝説は、今もまだ決して色あせることなく塔とうに生き続けている。

　目の前に。

「…………」

「なんだ、急に涙ぐむなんてらしくない」

「う、うるさい！　私だって……感傷的になる時くらいあっていいでしょ！」

　フォトフレームを受けとって、今度は落とさないようにしっかり力をこめる。

「そう不安になるな。お前はよくやってるよ」

　ツァリの手が頭を撫なでてくる。

　子供扱あつかいはやめて──そう言おうとして、だけど言葉が出てこなかった。

「だがな。そろそろ、世界を信じてもいい頃ころだ」

「世界？」

「お前と、お前が守ってきた浮遊大陸オービエ・クレア全てをだ」

　主天が不敵に笑ってみせる。

「この千年。お前が塔の頂上で結界を祈いのってる間、私は地上から浮遊大陸オービエ・クレアを見ていた。多くのものを見て、多くのものを知った。そのどれもが千年前では見たこともなかったもの、知らなかったものたちだ」

　世界は成長している。

　浮遊大陸オービエ・クレアですら、今はもう自分の知る浮遊大陸オービエ・クレアじゃない。

　そしてその中で、人もまた成長し続けている。かつてはただエデン・プロジェクトの成功を祈るだけだった人間たちがだ。

「ああ、報告が遅おくれたな。ついさっき統政庁から戻もどってきた」

「……本当に遅おそいわね」

「そういうな。それで、ミクヴァの緋ひ眼がんごしに久しぶりにヨミと会ってきた」

「…………」

「そして、そんな私の横で、エリ姉も瞬まばたき一つしないでヨミの話を聞いてくれていた。心強かった。心強かったし、それ以上に嬉うれしかった。そして、その姿を見て…………これは、もしかして。もしかして本当に託たくしてもいいんじゃないか？　この時代の担にない手に、私たちの願いの全てを託してもいいかもしれない。そう思った」

　そう。




【 ele So Phi-a-s Arma-Ririsわたしにできる全ての願いを…… 】




　そんな言ことの葉をのせた開放序詞を歌う巫み女こは、誰だれであったか。

　自分たち全ての願い。

　千年前からの願いをのせて歌う、新たな時代の担い手がいることを知っている。

「……でも」

「他人任せになると言いたいんだろ？　だがな、紫し苑おんも同じことを言っていた。私やお前、ヨミ。旧世界の人間が出しゃばるのは、もう必要ないのかもしれないと。イリスはエリ姉が必ず修復する。結界も、浮遊大陸オービエ・クレアも、それぞれ新しい時代の人間に任せればいい」

「…………」

　自分の小さな手の平を見つめてみる。

　……そんなのわかってる。

　この手は、そんなに強くない。今まで無理してきただけなんだと知っている。

「だけど、具体的にどうしろっていうの」

「それもまた新しい時代の人間が決めることさ。ほら、聞こえるだろ？」

　通路を駆かける足音。

　身軽で若々しく、力強く、そして何より前に進むことを恐おそれない意志がみなぎっている。　その足音は──

「開けてやれ」

　そう残してツァリの姿が不意に消える。

　広大な『夢見の天幕』で、皇姫サラは、目の前で扉とびらが開いていくのを見守った。

「……そう。あなたが……来ましたか」

　鳶とび色いろの髪かみの少年。

　旧式の儀ぎ礼れい衣いを加工した上着を羽織って、息を切らして肩かたを上下させている。

　──思えば、予感はあった。

　来るとしたら彼以外に考えられなかったから。

「千年。……永かった。たくさんのことがあったけれど、今ではもう、それを知ってるのは本当にわずかになりました」

　もう一度だけ問いたい。

　その返事次第では、私も本当に────

「だからこそあなたと二人きりで話がしたかった。この千年で私が培つちかってきたこと。知り得たこと。そしてそれ以上に、謝りたいこと。その全てを……伝えました」

　ねえ、凪？

　ねえ、イリス？

　ねえ、ヨミ？

　そしてツァリ。

　……もういいかな？

　私とあなたたちが繋つなげた千年を、今ここで。




「託していいですか？　あなたに、この浮遊大陸オービエ・クレアの全てを託していいですか？」




　シェルティス・マグナ・イール。

　穢歌の庭エデンに堕おちた異い端たんの少年が頷うなずくのを、皇姫サラは静かに見守った。




　　　　[image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり]




　時同じくして──

　天結宮ソフイア55階・塔とう内ない飛行場。

「ねー華宮カグラ、ユト知らない？　あっれ、どこ行っちゃったのかな」

「さっき着陸したと同時に走っていったの見たじゃありませんか。このフロアのどこかにいますよ」

「……おっかしいなあ。発信器だとなんかやたら上の方で反応あるし」

「昇降機エレベータに乗るくらいはするでしょうに。ほら、それより行きますよ。私は任務。あなたにはあなたの理由ができたんでしょう？」

　目指すは天結宮ソフイアの地下。

　そこに眠る機神イリスの修復を託された。自分とそっくりな女ひ性と。まるで他人とは思えないくらい似ている人だった。

「……うん。今は、それを頑がん張ばるって決めたから」

「ユトも後で──って、待ってくださいエリエってば！　こら、ちょっと！」

「善は急げって言うじゃん。華宮も早く早く」

　走りだす。

　勇む決意に、導かれるままに。

「おし、とにかく手当たり次第片かたっ端ぱしから直してくよ！」

　弾はずむ足取りをこらえきれず、エリエはスキップ調で昇降機エレベータへと走っていった。







　そして──




　世界は静かに時を待つ。

　少年の決した選択こたえが、皇姫から世界に向けて告げられる瞬しゆん間かんを。




    
      

    






　あとがき




　世界で一番近くて遠い夢。囚とらわれているのは人か世界か、それとも……




　お久しぶりです、細さざ音ね啓けいです。

『氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン11』、無事にお届けすることができました。

　……ようやく。

　自分にしては珍めずらしく、ようやくここまで歩いてきたかという心境です。物語も佳か境きように近づきつつあるなか、一人また一人それぞれが、最後の決意を迫られる時間がやってきたのかな、と。

　たとえば託たくす側の彼女たち。

　今まで別シリーズ『不ふ完かん全ぜん神しん性せい機き関かんイリス』を『エデン』の合間に挟んで刊行していましたが、そちらの物語で描えがかれている皇おう姫ひサラやイリスの奮ふん闘とうの結果が、もしかしたら今巻のエピローグだったのかもしれません。彼女たちが守り続けてきた多くのものが、今ようやく『エデン』にバトンタッチされた……と言えるかどうかは、今後の『エデン』側の頑張り次第ではありますが。

　そして、もちろん『イリス』本編だって物語はいまも続いています。

　たとえバトンを渡し終えても物語は途と切ぎれることなく、こちらもまた『エデン』本編では語られざる真エンドを残していますので、ゴールまでもう一頑張りかな。

　ここから先は、二つの物語が、それぞれ自分のゴールに向かって進むことでしょう。

『イリス』と『エデン』。それぞれの人物たちの物語を、どうか最後まで見守っていただければ幸いです。

　……さて、話題をちょっと変えて『エデン』本編の小ネタ。

　この11巻、各章のサブタイトル群が個人的なお気に入りです。いや、いつもサブタイトルつけるの好きなんですが、今回は内容が内容だけに、タイトルも最終局面的なものをつけられて楽しかったというか。（なので、今回のサブタイトルを見ると細音の性格というか好みみたいなのがバレそう……？）

　しかも実は同じ経験が前作『黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい』でもあって、その時は９巻の各章サブタイトル群が、やっぱり考えてて特に楽しかったのを覚えてます。これも最終巻の直前の巻で、サブタイトルでも盛り上げようと気合いが入っていたんですよね。

　つまるところ、今年はそれくらい全力で頑張りたいなと。

　担当編集Ｈ氏とイラスト担当のカスカベアキラ先生をはじめ、『エデン』コミカライズの木き村むら勇ゆう貴き先生、『イリス』コミカライズの滝たき太た郎ろう先生。

　そして、この本を手にとってくださった全ての方──

　数えきれないくらい沢たく山さんの人に支えられて、ここまで来ることができました。

　あと少し、本当にもう少しでゴールです。どうか最後まで、共に物語を見守っていてくださいますようお願いします。




　最後に、今後の刊行予定を。

　残すところ『エデン』２冊、『イリス』２冊となりました。

　今まで交互に刊行してきましたが、両作品とも最後の２冊は上下巻構成に近い感じで、ストーリー・盛り上がりの点で連続させたい思いがありまして、各方面にお願いし、次の流れを予定させていただくことになりました。

　２０１３年夏　『不完全神性機関イリス４』

　２０１３年秋　『不完全神性機関イリス５（最終巻）』

　２０１３年冬　『氷結鏡界のエデン12』

　２０１４年春　『氷結鏡界のエデン13（最終巻）』

　先に前ぜん日じつ譚たんの『イリス』を描ききり、その勢いのまま『エデン』最終章につなげられればと考えています。『エデン』だけという方は本当にお待たせしてごめんなさい。でも、今までエデンだけだった方も、前日譚にあたる『イリス』も本気で最高のものを書く決意ですので、これを機に是非手にとって頂ければ……！

　──というわけで。

　長々と書いて参りましたが、『氷結鏡界のエデン』、いよいよ最終章です。

　巻末・最終楽章『振り向けば、遥はるか向こうに君がいて』の予告どおり、これがまさしく『エデン』の物語の集大成です。どうかご期待ください。




　それでは、また。

　次回、『不完全神性機関イリス』完結後──

　託された者たちと楽園の物語、その最終章でお会いできますよう。




　二〇一三年　二月


細 音　啓













氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン11
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